


学校法人京都産業大学

五十年の歴史
（一）前史編 −京都産業大学の誕生−
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学校法人京都産業大学設立趣意書

　本学は学校教育基本法の精神に則り、
特に建国以来の日本の歴史と美しい道
義的伝統を重んじ、日本民族の団結と
祖国の独立、防衛の精神に徹した真の
日本人として開放経済、自由貿易の国
際大勢に備えて日本将来の産業界の経
営並びに科学、技術の指導者たるべき
青年を育成することを目的とする。
　この目的を達成するため道義的精神
教育に重点を置き偏狭排他的な日本主
義ではなく、広範囲の豊かな教養を身
につけ現代の世界情勢を十分に理解し
得る国際的感覚を持ちしかも祖国日本
の国家社会に対して責任、義務感に徹
する真の自由民主主義の愛国的日本人
を養成する。そのため道徳教育及び学
術研究能力涵養に関する学生補導組織
を充実する。
　本大学は法・経・理・工の四学部よ
り成る産学協同の四年制総合大学であ
る。十年計画にて完成の予定であるが
発足としては、経済学部（経済学科）
及び理学部（数学科、物理学科）の二
学部とし四十二年度より順次両学部内
の学科増設（経済学部に経営学科、理
学部に化学科その他）と法学部、工学
部の設立を実現する。
　現在既成大学の多くに於ては各学部
が全く独立無関係な教科運営を行つて
いるが故に真の総合大学の実は挙つて
いない。この点を特に反省し本大学に
於ては例えば経済学部と理学部特に数
学科との連関を密にし両者が一体とな

つて現代産業の合理的経営に実際に役
立つような人材の育成に務める。
　経済学部に於ては象牙の塔的抽象理
論に偏する事なく実社会の産業経営に
直接役立つ諸学科に重点を置き、特に
現代経済界の大勢に即応して数理経済
的方面の諸学科の教育を重視する。理
学部に於ては独創的科学者、発明的技
術者となり得るよう応用数学、応用物
理学に重点を置き、特に数学科では電
子計算機の理論と実際に関する徹底的
知識を与え経営事務のオートメーシヨ
ン化など、産業に必要な諸部門の教育
に力を注ぐ。
　本学は学術の研究を徹底せしめるた
め研究室実験装置を完備し研究に必要
な文献参考図書、専門雑誌、研究室実
験器械を十分に購入する。尚少壮有為
な教官、研究員を養成するため海外留
学制度を設け、本邦に於て遅れている
諸学科の新知識を輸入させる。
　本学は研究、教育が現代の実社会か
ら遊離することを避けるため産学協同
の態勢を整え工業技術に関する依託研
究に応ずる教員陣容と研究施設を備え、
また広く産業界の研究室、生産工場と
の直結的協力研究を推進する。
　本学はアジア後進諸国及び南中米大
陸日系市民二世の留学生の受容れ態勢
を整え外国人学生に対しては特別の教
育を施し、以つて対外貿易振興の一環
に資する。
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建学の精神
　いかなる国家社会においても、大学は最高の研究・教育
の機関である。大学の使命は、将来の社会を担って立つ人
材の育成にある。
　その教育の目標は、高い人格をもち、人倫の道をふみは
ずすことなく、社会的義務を立派に果たし得る人をつくる
ことであり、しかもその職域が国内であろうと海外であろ
うと、その如何を問わず、全世界の人々から尊敬される日
本人として、全人類の平和と幸福のために寄与する精神を
もった人間を育成することである。
　このような人間は、日本古来の美しい道徳的伝統を精神
的基盤とし、東西両洋の豊かな文化教養を身につけ、絶え
ず変動する国内情勢に関して十分な知識をもち、その科学
的分析によって正しい情勢判断のできる能力を備え、如何
なる時局に当面しても、常に独自の見解を堅持し自己の信
念を貫き得る人間である。
　かかる学生の育成が、本学の建学の精神である。

京都産業大学　創設者初代総長　荒木俊馬
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京都産業大学学歌
荒木　俊馬　作詞
團　伊玖磨　作曲

一

天
あめ

地
つち

の　闢
ひら

けし時ゆ

神々の　鎮
しず

まりませる

神
こう

山
やま

の　その本
もと

山
やま

に

産
むすびわざ

業　学び勤
いそ

はく

逞
たくま

しき　われら若
わこうど

人

次の代
よ

の　わが日の本
もと

を

担
にな

いて立たむ

二

天
あま

雲
ぐも

の　向
むか

伏
ふ

す極
きわ

み

谷
たに

蟆
ぐく

の　さ渡る極み

有りと有る 全人類の

幸福と　平和の為に

わが命
いのち

捧
ささ

げて惜
く

いぬ

現
うつしみ

身の　形
かたちづく

造りに

われら励
はげ

まむ

三

鋼
は が ね

鉄なす　身
か ら だ

体を錬
きた

え

黄
く が ね

金なす　精
こ こ ろ

神を磨
みが

き

新
あら

珠
たま

の　真理を窮
きわ

め

剛健の　意気高らかに

天
あま

翔
がけ

る　希
の ぞ み

望抱きて

五大洲　七つの洋
うみ

に

雄飛し行かむ

京都産業大学　学旗

京都産業大学の学章は、ギリシャ神話に登場する半身半馬の賢者ケイロンをか
たどった星座、サギタリウス（射手座）をあしらい、その下に大学の文字を配
している。広大無辺な大宇宙を自由奔放に駆け巡る星々の姿は、新しい時代に、
世界へ雄飛する若者への希望を表している。
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本学創設者　荒木俊馬
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大学開学前の鞍馬街道と本山（昭和30年代）

大学開学前の本山および鞍馬街道のバス停（昭和30年代）
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設置認可申請書類を作成する荒木俊馬と小野良介
（千代田生命ビル内の京都産業大学設立事務所に
て、昭和39年）

構想段階の「京都産業大学設立趣意書」
（荒木俊馬自筆）

「学校法人興（産）業大学設立趣意書」（構想段階の設立趣意書）
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校舎建設敷地整地工事（昭和39年）

建設工事中の本館（昭和39年）
建設工事中の仮図書館（のちの学生休憩室）
（昭和39年）

地鎮祭における荒木俊馬と小野良介（昭和39年）
校舎建設敷地整地工事現場における
荒木俊馬（昭和39年）
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建設工事中の本館（右上）と仮図書館（の
ちの学生休憩室、左下）（昭和39年）

竣工した本館と荒木俊馬（昭和40年）

文部省より法人・大学認可につき関係者への支援謝辞など挨拶状（荒木俊馬自筆）
（昭和40年２月５日）



学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
（
一
）
前
史
編 

−

京
都
産
業
大
学
の
誕
生

−
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序

　
　
　
刊
行
に
あ
た
っ
て

こ
の
た
び
『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
』
を
上
梓
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
学
の
創
設
者
・
荒
木
俊
馬
は
、
当
時
の
国
内
外
の
不
安
定
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、
果
敢
に
挑
戦
す
る
行
動
力
を
も
っ
て
、
世

界
の
人
々
の
平
和
と
幸
福
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
と
い
う
大
き
な
志
を
抱
い
て
京
都
産
業
大
学
の
開
学
に
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
創
設
者
の
開
学
に
対
す
る
「
思
い
」
は
「
建
学
の
精
神
」、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
代
々
の
学
長
に
よ
る
「
教
学
の
理
念
」
に

込
め
ら
れ
、
現
在
も
力
強
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
社
会
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

と
同
時
に
、
地
域
社
会
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
現
状
も
看
取
し
な
が
ら
、
国
内
外
の
場
所
を
問
わ
ず
貢
献
で
き
る
人
材
の
輩

出
と
い
う
普
遍
の
「
建
学
の
精
神
」
の
実
践
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
』
に
は
、
こ
れ
ま
で
ひ
た
す
ら
歩
ん
で
き
た
本
学
の
五
〇
年
の
全
容
が
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
五
〇
年
の
歴
史
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
創
設
者
の
「
思
い
」
を
再
確
認
し
、
多
く
の
先
人
た
ち
が
果
敢
に
挑
戦
し

て
築
か
れ
た
幾
多
の
功
績
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
二
〇
年
、
三
〇
年
、
さ
ら
に
五
〇
年
先
を
見
据
え
た
百
周
年
に
向
け
て
、
現
在
の
京

都
産
業
大
学
に
な
い
新
た
な
価
値
を
創
出
し
て
日
々
邁
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、本
書
が
そ
の
礎
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
書
の
刊
行
に
当
た
り
、
資
料
の
蒐
集
と
執
筆
、
そ
し
て
多
く
の
貴
重
な
助
言
と
資
料
提
供
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
各
位
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学 

理
事
長　

大
城 

光
正
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京
都
産
業
大
学
五
〇
年
の
歴
史
に
学
ぶ

こ
の
度
の
『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
』
の
上
梓
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
書
の
執
筆
、
ま
た
作
成

に
携
わ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、京
都
産
業
大
学
は
昭
和
四
十
年
に
創
設
さ
れ
、そ
の
後
五
〇
有
余
年
の
歴
史
を
経
て
、今
日
で
は
一
〇
学
部
、一
〇
研
究
科
、

お
よ
そ
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
学
生
を
擁
す
る
総
合
大
学
に
ま
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
本
学
開
設
当
時
の
日
本
は
、新
幹
線
の
開
通
、

東
京
五
輪
の
開
催
、
人
口
の
増
加
な
ど
の
要
因
に
後
押
し
さ
れ
、
急
激
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
安
全
保

障
等
の
問
題
で
社
会
は
大
き
く
動
乱
し
、
大
学
の
教
育
は
ひ
ど
く
荒
廃
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
な
か
、
荒
木
俊
馬
博

士
は
、
日
本
の
行
く
末
を
深
く
案
じ
、
将
来
の
社
会
を
担
っ
て
立
つ
人
材
を
育
成
す
べ
く
、
京
都
に
理
想
と
す
る
大
学
を
開
設
さ
れ

た
の
で
し
た
。

大
学
開
設
当
時
と
は
比
べ
る
ま
で
も
な
く
、
今
日
は
科
学
技
術
が
高
度
に
発
展
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
進
み
、
便
利
な
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
は
複
雑
化
し
、
先
の
見
通
し
が
困
難
な
混
迷
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
、
よ
り
強
く
将
来
の
社
会
を
担
う

人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
大
学
年
史
の
発
刊
を
契
機
に
、
建
学
の
精
神
、
お
よ
び
大
学
発
展
に
向
け
た
多

く
の
先
人
た
ち
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
将
来
の
社
会
に
つ
な
げ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
学
は
、
建
学
の
精
神
に
込
め
ら

れ
た
創
設
者
の
強
い
思
い
、
本
学
開
設
当
時
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
も
と
に
、
こ
の
神
山
の
地
か
ら
世
界
に
雄
飛
す
る
若
者
を
育
成

す
る
決
意
を
新
た
に
す
る
次
第
で
す
。

京
都
産
業
大
学 

学
長　

黒
坂　

光
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は
じ
め
に

本
書
で
は
、
京
都
産
業
大
学
の
五
〇
年
間
の
歴
史
を
五
巻
に
わ
た
っ
て
、
通
時
的
に
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
学

が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
復
興
を
経
て
高
度
経
済
成
長
を
迎
え
つ
つ
あ
る
な
か
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
翌
年
に
あ

た
る
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
学
創
設
者
の
荒
木
俊
馬
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
熊
本
県
鹿
本
郡
来
民
町
（
現
山
鹿
市
）
で
生
を
受
け
た
。
熊
本
の

地
で
成
長
し
た
荒
木
は
、
済
々
黌
で
学
ん
だ
の
ち
広
島
高
等
師
範
学
校
へ
進
学
し
た
。
広
島
高
等
師
範
学
校
卒
業
後
は
一
時
、
滋
賀

県
立
彦
根
中
学
校
の
教
諭
を
務
め
た
が
一
年
余
り
で
退
職
し
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
へ
入
学
し
た
。

同
大
学
で
は
、
開
設
間
も
な
い
宇
宙
物
理
学
科
に
籍
を
置
き
、
当
時
と
し
て
は
最
先
端
の
宇
宙
物
理
学
を
学
ん
だ
。
卒
業
と
同
時

に
理
学
部
の
講
師
に
就
き
、
ほ
ど
な
く
助
教
授
へ
昇
り
、
さ
ら
に
博
士
の
学
位
取
得
を
経
て
、
教
授
へ
と
昇
進
し
て
い
っ
た
。
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
の
敗
戦
後
、
荒
木
俊
馬
は
直
ち
に
京
都
帝
国
大
学
の
教
授
を
辞
し
、
京
都
府
天
田
郡
上
夜
久
野
村
（
現

福
知
山
市
）
に
隠
棲
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
日
本
社
会
や
教
育
に
対
す
る
危
機
感
を
次
第
に
抱
き
、
新
た
な
大
学
設
立
構
想
を
持

ち
始
め
た
荒
木
は
、
京
都
に
帰
還
後
、
保
守
派
の
論
客
と
し
て
活
動
を
展
開
し
つ
つ
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
ご
ろ
よ
り
本

格
的
に
大
学
設
立
準
備
活
動
を
開
始
し
て
い
っ
た
。
発
起
人
集
め
や
校
地
の
選
定
、
資
金
問
題
な
ど
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
昭

和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
京
都
・
上
賀
茂
の
地
に
本
学
は
設
立
さ
れ
た
。

産
学
協
同
を
う
た
い
、
産
業
界
の
経
営
や
科
学
技
術
に
お
け
る
指
導
的
役
割
を
担
う
人
材
の
育
成
と
、
広
範
囲
の
教
養
を
身
に
つ

け
国
際
的
感
覚
を
持
つ
学
生
の
育
成
な
ど
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
経
済
学
部
、
理
学
部
の
二
学
部
で
、
本
学
は
開
学
し
た
。
開
学
の

二
年
後
に
は
法
学
部
、
経
営
学
部
、
外
国
語
学
部
を
設
置
し
、
人
文
・
社
会
・
自
然
の
諸
分
野
に
わ
た
る
五
つ
の
学
部
を
有
す
る
総
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合
大
学
へ
急
速
に
発
展
し
た
。
学
生
数
も
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
、
一
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
開
学
か
ら
一
〇
年
余
り

で
総
合
大
学
と
し
て
の
基
礎
が
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

本
学
が
順
調
に
発
展
を
続
け
る
な
か
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
荒
木
俊
馬
が
急
逝
し
、
二
代
目
の
学
長
に
柏
祐
賢
が
就

任
し
た
。
柏
は
荒
木
の
進
め
た
諸
施
策
を
継
承
し
な
が
ら
、
創
立
二
十
周
年
を
機
に
、
と
り
わ
け
そ
れ
ま
で
未
整
備
の
課
題
と
な
っ

て
い
た
、
中
央
図
書
館
や
研
究
室
棟
・
実
験
室
棟
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
、
完
成
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

に
は
工
学
部
が
設
置
さ
れ
、
理
工
系
の
学
部
充
実
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
柏
学
長
は
、
神
山
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
標
榜
し
つ
つ
、
全
学
の
一

体
感
を
醸
成
し
、
当
時
の
社
会
情
勢
と
も
相
ま
っ
て
入
試
や
就
職
の
好
調
さ
が
堅
持
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
双
方
の
充
実
が
、
こ
の
間
に
図
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

元
号
が
「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
へ
と
変
わ
る
な
か
、
高
等
教
育
の
流
れ
も
大
き
く
変
化
し
た
。「
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
」

が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
学
で
も
教
育
研
究
で
の
大
き
な
改
革
を
実
施
し
た
。
教
養
部
の
廃
止
後
、
教
養
教
育
は
一
般
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
す
る
四
つ
の
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
大
幅
な
教
学
体
制
の
変
革

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
年
余
り
に
わ
た
っ
て
本
学
の
理
事
長
・
学
長
を
務
め
た
柏
祐
賢
に
代
わ
り
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

に
新
田
政
則
が
学
長
に
就
任
し
、
継
続
的
な
教
学
改
革
や
国
際
化
へ
の
対
応
、
入
試
改
革
、
文
化
学
部
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
新
田
政
則
の
後
を
継
い
だ
、
坂
井
東
洋
男
学
長
の
も
と
、
創
立
四
十
周
年
に
あ
た
る
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
、
創
立

五
十
周
年
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
策
定
、
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
か
れ
た
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
、
坂
井
学
長
に
続
き
藤
岡
一
郎
、
大
城
光
正
学
長
が
、
学
部
改
革
、
教
学
組
織
の
改
革
、
研
究
支

援
環
境
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
部
、
総
合
生
命
科
学
部
の
学
部
設
置
や
、
既
存
学
部
に
お
け

る
学
科
改
編
が
進
ん
だ
。
教
学
支
援
の
一
元
化
を
図
り
教
学
セ
ン
タ
ー
が
設
置
、
就
職
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
強
化
も
教
学
組
織
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の
改
革
の
一
環
で
行
わ
れ
た
。
総
合
研
究
支
援
中
期
計
画
が
三
次
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
研
究
支
援
制
度
の
整
備
と
研
究
活
性

化
が
実
現
し
た
。
ま
た
、
海
外
の
大
学
と
の
交
流
協
定
の
開
拓
・
拡
大
、
そ
し
て
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
推
進
さ
れ
た
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
は
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
を
設
置
し
、
中
・
高
・
大
の
一
〇
年
に
わ
た
る
長

期
の
教
育
を
実
施
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
新
た
な
展
開
と
挑
戦
が
、
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年

（
二
〇
一
五
）
に
、本
学
は
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
、さ
ら
な
る
改
革
を
目
指
し
て
「
神
山
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
二
〇
三
〇
」
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
将
来
へ
向
け
て
の
飛
躍
と
あ
る
べ
き
姿
が
模
索
さ
れ
続
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
五
〇
年
の
歴
史
を
、『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
』
で
は
、
前
史
・
創
設
期
・
充
実
期
・
改
革
期
・

展
開
期
の
五
つ
の
時
期
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
を
一
巻
ず
つ
に
ま
と
め
て
い
き
、
全
五
巻
を
刊
行
す
る
こ
と
で
、
本
学
の
通

史
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

第
一
巻
と
な
る
前
史
編
に
お
い
て
は
、
本
学
創
設
者
で
あ
る
荒
木
俊
馬
が
、
戦
後
の
高
等
教
育
に
対
す
る
危
機
感
を
背
景
に
大
学

設
立
構
想
を
抱
き
、
の
ち
に
本
学
理
事
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
る
小
野
良
介
ら
と
設
立
準
備
活
動
に
邁
進
し
開
学
に
至
る
、
主
に
昭

和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
同
四
十
年
（
一
九
六
五
）
三
月
を
対
象
と
す
る
。
戦
後
の
高
等
教
育
の
流
れ
を
追
い
つ
つ
、
荒
木

俊
馬
の
生
い
立
ち
を
跡
づ
け
、
そ
の
思
想
形
成
と
人
脈
の
広
が
り
を
俯
瞰
し
な
が
ら
、
本
学
の
建
学
の
精
神
が
い
か
に
形
作
ら
れ
大

学
設
立
に
至
っ
た
の
か
を
、
客
観
的
に
位
置
づ
け
た
も
の
と
な
る
。

本
書
は
、
本
学
の
年
史
編
纂
上
、
学
内
外
の
史
資
料
を
広
く
調
査
し
、
学
術
的
な
方
法
論
や
分
析
に
よ
っ
て
事
実
関
係
を
含
め
て

考
証
し
た
、
初
め
て
の
本
格
的
な
通
史
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
本
学
初
の
正
史
と
も
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
本
学
の
年
史
や

口
承
と
は
異
な
る
事
実
や
叙
述
が
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
た
い
。

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
史
編
集
委
員
会
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例

一
、 全
体
の
構
成
は
、
章
・
節
に
区
分
し
、
適
宜
、
小
見
出
し
を
付
し
た
。

一
、 文
体
は
「
で
あ
る
」
調
と
し
た
。

一
、 本
文
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
、
人
名
・
地
名
・
固
有
名
詞
な
ど
を
除
い
て
原
則
と
し
て
常

用
漢
字
・
新
字
体
を
使
用
し
た
。
そ
の
他
、『
朝
日
新
聞
の
用
語
の
手
引
』（
朝
日
新
聞
社
）・『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

新
聞
用
字
用
語
集
』（
共
同
通
信
社
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

一
、 本
文
に
お
け
る
年
代
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
和
暦
を
用
い
、
適
宜
、（　

）
内
に
西
暦
を
併
記
し
た
。

一
、 数
字
は
原
則
と
し
て
、
縦
書
き
に
つ
い
て
は
漢
数
字
、
横
書
き
に
つ
い
て
は
算
用
数
字
と
し
た
。

一
、 外
国
人
の
氏
名
は
片
仮
名
書
き
と
し
た
。

一
、 敬
称
・
敬
語
は
、
原
則
と
し
て
略
し
た
。

一
、 引
用
文
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
に
つ
い
て
は
訂
正
し
、
疑
義
が
あ
る
場

合
は
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。
ま
た
適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
た
。
引
用
が
長
文
に
わ
た
る
場
合
は
改
行
の
の
ち
二
字
下

げ
て
記
し
、
本
文
へ
組
み
込
む
場
合
は
「　

」
内
に
記
し
た
。
な
お
、
引
用
文
中
の
「（
―
注
）」
は
、
執
筆
者
・
編

集
者
に
よ
る
注
記
で
あ
り
、
引
用
文
を
略
す
場
合
は
「（
中
略
）」
と
記
し
た
。
引
用
文
中
に
は
、
一
部
に
差
別
的
な

用
語
が
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、そ
れ
が
記
さ
れ
た
当
時
の
時
代
背
景
を
示
す
も
の
と
し
て
、そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。

一
、 注
は
原
則
と
し
て
つ
け
な
か
っ
た
が
、
必
要
に
応
じ
（　

）
内
に
括
っ
て
記
し
た
。
た
だ
し
、
注
が
長
文
に
わ
た
る

場
合
な
ど
は
※
印
を
付
し
、
適
切
な
箇
所
へ
二
字
下
げ
の
う
え
こ
れ
を
記
し
た
。
ま
た
、
出
典
・
典
拠
に
つ
い
て
も

原
則
と
し
て
本
文
中
の
（　

）
内
に
記
し
た
が
、
そ
の
際
、
一
般
書
・
研
究
書
・
新
聞
・
学
内
刊
行
物
な
ど
の
刊
行

物
は
『　

』、
新
聞
記
事
・
論
文
・
学
内
外
所
蔵
の
原
史
料
な
ど
に
つ
い
て
は
「　

」
で
示
し
た
。
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第一章　第二次世界大戦後の日本における大学教育

第
一
章
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
大
学
教
育

第
一
節　

戦
後
民
主
化
と
高
等
教
育
の
一
元
化

敗
戦
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
連
合
国
軍
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
日
本
で
は
、
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
（G

eneral H
eadquarters, the Suprem

e Com
m
ander for the Allied Pow

ers

―

以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
手
に
よ
っ
て
民
主
化
が
行
わ
れ
た
。

　

連
合
国
軍
は
日
本
に
進
駐
す
る
と
、
ま
ず
陸
軍
海
軍
を
解
体
し
、
武
器
弾
薬
を
破
壊
す
る
こ
と
で
日
本
の
非
軍
事
化
を
行
う
と
と

も
に
、
戦
争
犯
罪
人
の
訴
追
と
戦
時
中
に
戦
争
遂
行
に
協
力
し
た
り
、
軍
国
主
義
を
鼓
吹
し
た
人
々
を
公
職
か
ら
追
放
す
る
な
ど
、

戦
争
責
任
の
追
及
を
行
っ
た
。
そ
れ
と
併
行
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
日
本
社
会
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
変
革
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
の
民
主
化
を
行
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
展
開
し
た
民
主
化
は
、
政
治
、
法
律
、
経
済
そ
し
て
教
育
と
広
範
に
わ
た
っ
た
。
政
治
面
で
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
を

破
棄
の
う
え
、
日
本
国
憲
法
が
成
立
、
国
民
主
権
が
確
立
し
、
ま
た
治
安
維
持
法
等
々
の
戦
前
の
圧
制
的
な
法
律
が
廃
止
さ
れ
た
。

ま
た
、婦
人
参
政
権
を
認
め
、貴
族
院
が
廃
止
さ
れ
た
後
、参
議
院
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、立
法
制
度
の
根
幹
が
変
革
さ
れ
た
。
他
方
、

経
済
面
で
は
、
い
わ
ゆ
る
三
大
改
革
が
行
わ
れ
た
。
財
閥
解
体
と
労
働
改
革
、
そ
し
て
、
農
地
改
革
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
独
占

日
本
社
会
の
民
主
化
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禁
止
政
策
も
導
入
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
民
主
化
は
、
ま
た
、
教
育
面
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
体
制
や
そ
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
容
す
る

こ
と
に
な
る
。

教
育
改
革
の
実
行

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
、
日
本
政
府
に
対
し
て
教
育
に
関
す
る
四

つ
の
指
令
を
発
し
て
、
戦
時
教
育
の
処
理
と
そ
の
改
革
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
と
と
も
に
、
翌
年
一
月
に
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
に
対
し
て
、
教
育
使
節
団
の
派
遣
を
要
請
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
教
育
長

官
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
D
・
ス
ト
ッ
ダ
ー
ド
を
団
長
と
す
る
使
節
団
が
来
日
し
、
こ
れ
と
協
力
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
日
本
側

教
育
家
委
員
会
と
戦
後
の
教
育
の
あ
り
方
の
調
査
・
検
討
を
行
っ
た
（
文
部
省
『
学
制
百
二
十
年
史
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、一
九
九
二
年
）。

そ
の
結
果
は
、
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
使
節
団
は
初
等
教
育
と
中
等
教
育
に
つ
い
て
、
前
者
は
小
学
校
六

年
、
後
者
は
下
級
中
学
校
三
年
、
上
級
中
学
校
三
年
と
し
、
小
学
校
と
下
級
中
学
校
は
義
務
教
育
と
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
公
選
制
の
教
育
委
員
会
の
設
置
を
提
唱
し
、
そ
の
他
、
教
育
内
容
の
あ
り
方
に
も
細
か
く
言
及
し
て

い
る
（『
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
日　

連
合
国
軍
最
高
司
令
部
に
提
出
さ
れ
た
る
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
』
東
京
都
教
育
局
、

一
九
四
六
年
）。

こ
の
報
告
書
は
わ
ず
か
な
期
間
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
三
月
上
旬
に
使
節
団
が
来
日
し
た
後
、
同
三
十
日
に
は
提
出
さ
れ
、
四
月
七

日
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
報
告
書
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
情
報
教
育
局
（
以
下
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
に
よ
る
「
教
育
改

革
政
策
指
導
上
の
指
針
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
学
制
百
二
十
年
史
』）。

ま
た
、
こ
の
報
告
書
を
受
け
て
、
使
節
団
に
協
力
し
た
日
本
側
教
育
家
委
員
会
を
母
体
と
し
て
、
文
部
省
は
教
育
刷
新
委
員
会
を

設
置
し
、
教
育
改
革
の
具
体
的
な
審
議
を
行
い
、
内
閣
に
対
し
て
教
育
基
本
法
や
学
制
に
関
す
る
多
く
の
建
議
を
提
出
す
る
な
ど
、
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戦
後
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
基
本
法
令
や
制
度
の
ほ
と
ん
ど
が
、こ
の
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
（
前
掲
『
学

制
百
二
十
年
史
』）。

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
は
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
戦

前
と
は
全
く
異
な
っ
た
戦
後
の
教
育
の
あ
り
方
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
。
多
様
な
学
校
が
存
在
し
て
い
た
戦
前
の
複
線
型
の
教
育
制

度
か
ら
、
義
務
教
育
と
な
っ
た
小
学
校
六
年
と
中
学
校
三
年
、
そ
の
後
の
高
等
学
校
三
年
、
大
学
四
年
と
い
う
い
わ
ゆ
る
六
・
三
・
三
・

四
制
の
単
線
型
学
校
制
度
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

高
等
教
育
の
一
元
化

教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
高
等
教
育
の
あ
り
方
も
一
変
さ
せ
ら
れ
た
。
戦
前
期
、
高
等
教
育
機

関
と
し
て
は
大
学
だ
け
で
な
く
、
高
等
学
校
、
大
学
予
科
、
専
門
学
校
、
師
範
学
校
が
あ
っ
た
。
そ
の
数

は
教
育
改
革
が
実
行
さ
れ
る
前
に
駆
け
込
み
で
認
可
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
、昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
表
１
の
よ
う
に
、

大
学
が
六
四
校
、
大
学
予
科
が
六
一
校
、
高
等
学
校
三
九
校
、
専
門
学
校
が
三
五
七
校
、
師
範
学
校
が
一
二
五
校
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
多
種
の
高
等
教
育
機
関
の
存
在
に
対
し
て
、米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
で
は
、抜
本
的
な
改
革
意
見
は
付
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
教
育
刷
新
委
員
会
で
は
、
旧
制
度
の
存
続
に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
四
年
制
大
学
へ

の
一
元
化
を
求
め
る
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
押
し
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
こ
の
間
の
教
育
刷
新
委
員
会
や
文
部
省
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
動
き
に
つ

い
て
は
、
天
野
郁
夫
『
新
制
大
学
の
誕
生
―
大
衆
高
等
教
育
へ
の
道
―
』
上
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
第
Ⅱ
部
に
詳

し
く
描
か
れ
て
い
る
）。
そ
の
結
果
、
既
存
の
高
等
教
育
機
関
は
、
す
べ
て
新
し
く
制
度
化
さ
れ
た
四
年
制
大
学
に
転
換
す
る
か
、

廃
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
既
設
の
高
等
教
育
機
関
は
他
校
と
の
合
併
等
の
再
編
を
行
い
な
が
ら
、
新
制
大
学
へ
の
転
換
を

図
っ
た
。
他
方
、
文
部
省
は
新
制
大
学
の
設
置
を
審
査
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
一
月
に
大
学
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設
置
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ら
の
転
換
を
図
る
高
等
教
育
機
関
か
ら
の
申
請
の
審
査
を
同
年
四
月
か
ら
開
始
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
認
可
さ
れ
た
大
学
一
六
八
校
が
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
四
月
に
「
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
」
た
（
前
掲
『
新
制
大
学
の
誕

生
』
下
）。
こ
れ
よ
り
先
、昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
の
発
足
を
目
指
し
て
、「
抜
け
駆
け
的
に
設
置
申
請
を
提
出
し
」（
同

前
）た
大
学
が
一
二
校
あ
っ
た
の
で
、そ
れ
ら
を
含
め
て
、こ
の
時
点
で
新
制
大
学
は
一
八
〇
校
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、

そ
の
後
も
旧
制
機
関
の
新
制
大
学
へ
の
転
換
は
続
き
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
表
２
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
学
数
は

二
二
六
校
に
ま
で
拡
大
し
た
（
新
設
の
三
校
を
含
む
）。

表1　1948年の高等教育機関（旧制）数

典拠：『文部省第七十六年報　昭和二十三年度』より作成

校種 区分 校数 計

大学 国公立 32 64私立 32

大学予科 国公立 19 61私立 42

高等学校 国公立 33 39私立 6

専門学校

農業専門学校 国公立 28 39私立 11

工業専門学校 国公立 43 65私立 22

経済専門学校 国公立 15 28私立 13

医学専門学校 国公立 32 44私立 12

歯科医学専門学校 国公立 2 7私立 5

薬学専門学校 国公立 7 21私立 14

一般専門学校 国公立 29 153私立 124
　　小計 357

師範学校

高等師範学校 国公立 7 7
師範学校 国公立 55 55

青年師範学校 国公立 46 46
農業教育専門学校 国公立 1 1

体育専門学校 国公立 1 1
実業学校教員養成所 国公立 15 15

　　小計　 125

表２　新制大学設置年度別学校数

注：△は合併及び廃校による減少
典拠：文部省『わが国の教育の現状―教育の機会均等を主

として―』（昭和28年版）より作成

大学 短期大学
国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計

1948年 0 1 11 12 - - - -
1949年 70 17 81 168 - - - -

1950年 0 7 14 21 0 17 133 150
△ 2 △ 2

1951年 1 1 2 4 4 7 21 32
△ 1 △ 1

1952年 1 8 12 21 3 7 15 25
△ 1 △ 2 △ 3 △ 1 △ 1

1953年 0 1 4 5 5 6 17 28
合計 72 34 120 226 12 37 184 233
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こ
の
間
、
旧
制
の
専
門
学
校
の
中
で
四
年
制
の
大
学
へ
の
昇
格
が
困
難
な
学
校
が
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
と
い
う
現
実
に
直
面
し

て
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月
に
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
て
、
暫
定
措
置
と
し
て
二
年
制
の
短
期
大
学
の
設
置
が
認
め

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
同
表
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
四
月
に
は
一
五
〇
校
の
短
期
大
学
が
発
足
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

画
一
的
教
育
課
程
の
導
入

新
制
大
学
の
設
立
の
審
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
大
学
設
置
委
員
会
は
設
置
認
可
の
基
準
に
原
則
と

し
て
「
大
学
基
準
」
を
採
用
し
た
（
同
前
）。
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
七
月
に
ア

メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
し
た
民
間
専
門
団
体
を
設
立
す
る
目
的
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
主
導
し
つ
つ
「
発
起
人
た
る
こ

と
を
承
諾
し
た
旧
制
大
学
四
六
校
」（
田
中
征
男
『
戦
後
改
革
と
大
学
基
準
協
会
の
形
成
』
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
、一
九
九
五
年
）

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
大
学
基
準
協
会
が
制
定
し
た
も
の
で
、
基
準
は
一
．
大
学
の
目
的
使
命
、
二
．
学
部
の
設
置
、
三
．
研
究
・

教
授
の
組
織
形
態
、
四
．
教
員
の
任
免
資
格
等
、
五
．
学
生
定
員
、
六
．
入
学
資
格
と
入
学
試
験
、
七
．
授
業
科
目
及
び
そ
の
単
位

数
の
決
定
、
八
．
学
士
号
の
種
類
、
九
．
学
士
号
に
対
す
る
最
低
要
求
、
一
〇
．
施
設
及
び
設
備
、
一
一
．
資
産
並
に
維
持
管
理
の

方
法
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
（
大
学
基
準
協
会
『
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
「
大
学
基
準
」
及
び
そ
の
解
説　

大
学
基
準
協
会
資
料

第
一
号
』
大
学
基
準
協
会
、
一
九
四
七
年
）。

こ
れ
ら
の
基
準
の
な
か
で
、
そ
の
後
の
日
本
の
大
学
の
あ
り
方
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、「
授
業
科
目
及
び
そ
の
単
位

数
の
決
定
」
と
「
学
士
号
に
対
す
る
最
低
要
求
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

七
、
授
業
科
目
及
び
そ
の
単
位
数
決
定
は
左
の
基
準
に
依
る
。

１　

 

大
学
は
左
に
掲
げ
る
一
般
教
養
科
目
中
各
系
列
に
亘
つ
て
夫
々
三
科
目
以
上
、
全
体
と
し
て
文
科
系
の
大
学
又
は
学
部

で
は
十
五
科
目
、
理
科
系
の
大
学
又
は
学
部
で
は
十
二
科
目
の
授
業
を
必
ず
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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人
文
科
学
関
係　

哲
学
（
倫
理
学
を
含
む
）、
心
理
学
、
教
育
学
、
歴
史
学
、
人
文
地
理
学
、
文
学
、
外
国
語

社
会
科
学
関
係　

法
学
、
政
治
学
、
経
済
学
、
社
会
学
、
統
計
学
、
家
政
学

自
然
科
学
関
係　

数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
地
学
、
生
物
学
、
人
類
学
、
天
文
学

必
要
の
場
合
に
は
前
掲
以
外
の
科
目
を
一
般
教
養
科
目
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

専
門
科
目
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
依
る
。

（
中
略
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
、
学
士
号
に
対
す
る
最
低
要
求
は
左
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

１　

 

学
士
号
を
与
え
る
資
格
の
最
低
要
求
は
七
の
３
に
定
め
た
定
義
に
従
つ
て
決
定
さ
れ
た
単
位
百
二
十
を
四
箇
年
以
上

（
夜
間
授
業
を
行
う
学
部
の
場
合
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
）
に
獲
得
す
る
こ
と
と
す
る
。
卒
業
論
文
又
は
卒
業
計
画
の

単
位
は
右
百
二
十
単
位
中
に
こ
れ
を
含
ま
せ
る
。
但
し
そ
の
単
位
を
如
何
に
定
め
る
か
は
各
大
学
の
自
由
と
す
る
。

２　

 

文
科
系
の
大
学
又
は
学
部
の
学
生
は
、
一
般
教
養
科
目
中
外
国
語
一
科
目
を
含
め
七
の
１
に
示
す
三
つ
の
系
列
に
亘
つ

て
夫
々
二
科
目
以
上
合
計
十
科
目
以
上
、
専
門
科
目
に
つ
い
て
は
十
五
科
目
以
上
を
履
修
し
、
一
般
教
養
科
目
に
つ
い

て
は
四
十
単
位
以
上
、
専
門
科
目
に
つ
い
て
は
八
十
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

 

理
科
系
の
大
学
又
は
学
部
の
学
生
は
、
一
般
教
養
科
目
中
外
国
語
一
科
目
を
含
め
七
の
１
に
示
す
三
つ
の
系
列
に
亘
つ

て
夫
々
二
科
目
以
上
合
計
九
科
目
以
上
を
履
修
し
、
一
般
教
養
科
目
に
つ
い
て
は
三
十
六
単
位
以
上
、
専
門
科
目
に
つ

い
て
は
八
十
四
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

前
掲
『
昭
和
二
十
二
年
十
二
月　
「
大
学
基
準
」
及
び
そ
の
解
説　

大
学
基
準
協
会
資
料
第
一
号
』

す
な
わ
ち
こ
れ
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
大
学
は
一
般
教
養
科
目
を
三
つ
の
領
域
に
わ
た
っ
て
所
定
の
単
位
を
選
択
必
修
さ
せ
ね
ば
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な
ら
な
く
な
り
、
専
門
科
目
の
履
修
単
位
数
も
規
定
さ
れ
、
い
わ
ば
「
敗
戦
直
後
の
混
乱
と
疲
弊
の
中
で
、
機
能
別
に
分
化
し
た
多

様
で
多
層
的
な
高
等
教
育
機
関
を
一
斉
に
新
制
大
学
に
移
行
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
基
準
が
一
元
的
・
画
一
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
」（
前
掲
『
新
制
大
学
の
誕
生
』
下
）
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
当
初
の
「
大
学
基
準
」
で
は
、
学
士
号
授
与
の
単
位
取
得
条
件
が
文
系
と
理
系
で
異
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
の
大
幅
な
改
訂
に
伴
い
、
こ
れ
は
「
大
学
の
学
生
は
一
般
教
養
科
目
中
七
の
１
に
示
す
三
つ
の
系
列
に
亘
つ
て
夫
々

三
科
目
十
二
単
位
以
上
合
計
三
十
六
単
位
以
上
取
得
し
、
且
大
学
の
定
め
る
処
に
従
つ
て
専
攻
科
目
、
そ
れ
に
関
連
す
る
科
目
及
び

自
由
選
択
科
目
を
合
せ
て
八
十
四
単
位
以
上
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
大
学
基
準
協
会
『
昭
和
二
十
五
年
七
月
（
改
訂
版
）　

「
大
学
基
準
」及
び
そ
の
解
説　

大
学
基
準
協
会
資
料
第
八
号
』大
学
基
準
協
会
、一
九
五
〇
年
）と
統
一
さ
れ
た
。
さ
ら
に
文
部
省
は
、

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
「
大
学
設
置
基
準
」
を
省
令
と
し
て
制
定
し
た
が
、
教
育
課
程
の
あ
り
方
は
基
本
的
に
は
変
え
ら

れ
な
か
っ
た
。

第
二
節　

高
等
教
育
に
対
す
る
人
材
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
高
等
教
育
機
関
の
増
加

敗
戦
直
後
の
日
本
経
済
は
壊
滅
的
な
状
況
に
あ
っ
た
。
多
く
の
都
市
が
爆
撃
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し
、
工
場
生

産
も
低
迷
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
占
領
下
に
あ
っ
て
日
本
経
済
の
復
興
が
目
指
さ
れ
た
が
、
そ
の
歩
み
は
非
常

に
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
朝
鮮
特
需
を
機
に
日
本
経
済
は
立
ち
直
り
、
昭
和

二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
に
よ
る
独
立
の
回
復
も
あ
っ
て
、
経
済
は
復
興
か
ら
再
成
長
の
過

程
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
経
済
白
書
が
「
も
は
や
「
戦
後
」
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
や

高
度
経
済
成
長
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異
つ
た
事
態
に
当
面
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
回
復
を
通
じ
て
の
成
長
は
終
つ
た
。
今
後
の
成
長
は
近
代
化
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
る
」

（『
昭
和
三
十
一
年
度　

年
次
経
済
報
告
』
経
済
企
画
庁
、
一
九
五
六
年
）
と
宣
言
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
成
長
率
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
そ
の
後
若
干
落
ち

込
ん
だ
も
の
の
、昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
て
、そ
の
翌
年
の
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

に
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
成
長
率
は
一
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
同
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に

か
け
て
は
成
長
率
は
落
ち
た
も
の
の
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
十
月
か
ら
再
度
成
長
が
加
速
し
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

七
月
ま
で
五
七
ヵ
月
間
も
成
長
が
続
い
た
（
経
済
企
画
庁
編
『
戦
後
日
本
経
済
の
軌
跡
―
経
済
企
画
庁
五
〇
年
史
―
』
経
済
企
画
庁
、

一
九
九
七
年
）。

　

こ
の
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
基
本
的
に
は
、
戦
後
の
国
際
経
済
環
境
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
企
業
が
大
胆
な

設
備
投
資
を
行
い
、
俗
に
「
投
資
が
投
資
を
生
む
」
と
い
う
状
態
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
国
内
市
場
が
拡
大
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
が
、
最
後
の
国
内
市
場
の
拡
大
は
、
社
会
の
変
化
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
企
業
が
設
備
投
資
を
積
極
的
に
行
っ
た
の
で
、

労
働
需
要
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
目
指
し
て
、
農
村
部
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
都
市
で
の
消
費
生
活
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、「
三
種
の
神
器
」
と
よ
ば
れ
た
家
電
製
品
に
対
す
る
需
要
を
中
心
に
し
て
、
人
々
は｢

生
活

の
豊
か
さ｣

を
求
め
て
、消
費
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
一
億
総
中
流
」
と
い
う
社
会
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
高
度
経
済
成
長
は
公
害
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
問
題
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

日
本
社
会
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
も
、
考
え
方
の
衝
突
が
た
び
た
び
起
こ
っ
た
。
そ
の
典
型
が
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
起

こ
っ
た
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
を
め
ぐ
る
衝
突
で
あ
っ
た
。



30

第一章　第二次世界大戦後の日本における大学教育

高
等
教
育
へ
の

需
要
の
高
ま
り

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
日
本
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
入
っ
た
。
こ
の
年
の
出
生
数
は
二
六
七
万
人

を
超
え
、
翌
年
が
二
六
八
万
人
強
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
二
六
九
万
人
強
に
ま
で
達
し
た
（「
昭

和
三
十
年　

人
口
動
態
統
計
」、
厚
生
省
編
『
戦
後
日
本
人
口
統
計
集
成　
《
近
代
日
本
歴
史
統
計
資
料
―
九
》』
第
十
九
巻
、
東
洋

書
林
、一
九
九
九
年
復
刻
版
所
収
）。こ
の
三
年
を
日
本
で
は
特
に「
団
塊
の
世
代
」と
呼
ぶ
が
、そ
の
後
も
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）

ま
で
出
生
数
は
二
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
こ
れ
ら
の
子
供
達
が
学
齢
に
到
達
し
た
の
が
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
ご
ろ
か
ら
で
、

さ
ら
に
そ
の
三
年
後
に
は
彼
ら
が
中
学
校
入
学
を
迎
え
た
。
そ
の
た
め
文
部
省
は
こ
れ
ら
の
児
童
を
収
容
す
る
た
め
に
、
小
学
校
・

中
学
校
の
増
設
整
備
に
追
わ
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
経
済
復
興
が
進
む
な
か
で
、
日
本
で
は
義
務
教
育
以
上
に
進
も
う
と
い
う
意

欲
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
は
四
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
中
学
卒
業
者
の
高
校
進
学
率

は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
そ
の
後
も
ゆ
る
や
か
で
は
あ
っ
た
が
、
増
加
し
て
い
っ
た
（「
三　

就
学
率
・
進
学
率
」、『
日
本
の
教
育
統
計
―
新
教
育
の
歩
み
―
』
文
部
省
調
査
局
統
計
課
、
一
九
六
六
年
所
収
）。
た
だ
、
進
学
率

の
増
加
は
緩
慢
で
も
、
進
学
者
の
絶
対
数
は
増
加
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
受
入
能
力
の
拡
充
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
高
度
経
済
成
長
が
進
展
し
て
い
く
と
、
経
済
界
か
ら
高
度
な
教
育
を
受
け
た
人
材
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
は
と
り

わ
け
技
術
者
や
技
能
者
の
必
要
と
し
て
現
れ
た
。
戦
後
、
世
界
中
で
産
業
技
術
が
進
展
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
人
材
の
確
保
に
企
業

が
迫
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
技
術
革
新
に
対
応
し
う
る
人
材
へ
の
需
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
高
等
教
育

機
関
は
十
分
に
は
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
理
工
系
大
学
や
理
工
系
学
部
を
も
つ
大
学
は
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
理
工
系
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
文
部
省
は
一
方
で
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
理
工
系
学

生
八
〇
〇
〇
人
増
募
計
画
を
打
ち
出
し
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
か
ら
七
年
間
で
理
工
系
学
生
を
一
万
六
〇
〇
〇
人

増
募
す
る
計
画
を
立
て
て
、
大
学
に
お
け
る
理
工
系
教
育
を
強
化
し
つ
つ
（
大
﨑
仁
『
大
学
改
革
―
一
九
四
五
～
一
九
九
九
―
』
有
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斐
閣
、
一
九
九
九
年
）、
中
堅
技
術
者
の
養
成
を
行
う
機
関
と
し
て
、
高
等
専
門
学
校
制
度
を
作
り
、
経
済
界
の
要
請
に
対
応
し
て

い
っ
た
（
経
済
界
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
「
新
時
代
の
要
請
に
対
応
す
る
技
術
教
育
に
関
す
る
意
見
（
昭
和

三
十
一
年
十
一
月
九
日
）」、
寺
﨑
昌
男
編
『
日
本
現
代
教
育
基
本
文
献
叢
書　

戦
後
教
育
改
革
構
想　

Ⅰ
期　

７　

新
教
育
制
度
再

検
討
に
関
す
る
要
望
書　

当
面
の
教
育
制
度
改
善
に
関
す
る
要
望　

他
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）、
高
等
専
門

学
校
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
学
制
百
二
十
年
史
』
を
参
照
）。

進
学
者
の
増
加
と
高

等
教
育
機
関
の
増
加

高
等
専
門
学
校
が
制
度
化
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
際
し

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、戦
後
の
高
等
教
育
改
革
に
対
す
る
大
き
な
変
革
で
あ
っ

た
。
既
述
の
よ
う
に
、
戦
後
教
育
改
革
に
よ
っ
て
高
等
教
育
機
関
は
四
年
制
の
新
制
大
学
に
一
元
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
五
年
制
の

高
等
専
門
学
校
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
等
教
育
機
関
は
ま
た
も
や
複
線
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ

の
三
年
後
の
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
、
暫
定
的
制
度
と
さ
れ
て
い
た
短
期
大
学
が
、
学
校
教
育
法
か
ら
「
当
分
の
間
」

の
文
字
が
削
除
さ
れ
て
恒
久
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
前
掲
『
新
制
大
学
の
誕
生
』
下
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
の
高
等
教

育
機
関
は
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
の
三
種
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
高
等
教
育
機
関
の
増
大
の
背
景
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
産
業
界
か
ら
の
高
度
な
教
育
を
受
け
た
人
材
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
と
、
な
に
よ
り
も
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
希
望
者
の
増
大
が
あ
っ
た
。

高
等
学
校
の
卒
業
生
は
昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）に
は
二
五
万
三
二
七
八
人
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
が
昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）

に
は
七
一
万
五
九
一
六
人
に
な
り
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
九
三
万
三
七
三
八
人
に
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

に
は
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
内
、
大
学
と
短
期
大
学
へ
進
学
し
た
者
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に

は
七
万
六
八
六
一
人
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
が
一
三
万
一
五
二
六
人
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
が
一
六
万
〇
三
八
六
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人
、
そ
し
て
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
一
九
万
六
六
〇
四
人
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
は
進
学
者
の
数
で
あ
る
が
、
進
学
希

望
者
の
数
は
当
然
こ
れ
よ
り
も
多
い
。
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）ま
で
は
そ
の
数
が
追
え
な
い
が
、昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）

の
進
学
希
望
者
は
二
四
万
二
三
五
三
人
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
が
二
八
万
三
四
七
八
人
と
な
っ
て
い
る
（「
一
九
六　

進

路
別
卒
業
者
数
（
高
等
学
校
卒
業
者
）」「
一
九
八　

大
学
・
短
期
大
学
へ
の
進
学
者
数
（
高
等
学
校
卒
業
者
）」「
一
九
七　

大
学
・

短
期
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
数
（
高
等
学
校
卒
業
者
）」、
前
掲
『
日
本
の
教
育
統
計
―
新
教
育
の
歩
み
―
』
所
収
）。

こ
の
よ
う
に
年
々
大
学
及
び
短
期
大
学
へ
の
進
学
者
は
増
大
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
表
３
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
国
立
大
学

と
公
立
大
学
の
数
は
ほ
と
ん
ど
増
え
な
か
っ
た
。
た
だ
、
表
４
の
よ
う
に
学
生
数
は
国
立
公
立
共
に
増
加
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
上

述
の
理
工
系
人
材
の
需
要
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
理
工
系
の
定
員
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
定
員
増
加
だ
け
で
は
、
こ

れ
だ
け
の
進
学
希
望
者
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
事
情
を
背
景
と
し
て
、私
立
大
学
・
短
期
大
学
の
新
規
設
立
が
相
次
い
だ
。表
３
の
よ
う
に
、昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）

に
一
二
一
校
で
あ
っ
た
私
立
大
学
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
一
四
〇
校
と
な
り
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に

は
一
八
五
校
へ
と
約
一
・
五
倍
に
増
加
し
た
。
ま
た
、
私
立
短
期
大
学
も
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
の
一
九
三
校
か
ら
、
昭
和

三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
二
一
四
校
へ
と
増
加
し
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
二
七
〇
校
に
ま
で
増
え
て
い
た
。
そ
の

増
加
率
は
約
一
・
四
倍
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
高
等
教
育
機
関
は
種
類
と
数
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
初
頭
に
は
そ
れ
を
上
回
る
進
学
希

望
者
が
出
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た
世
代
が
、
い
よ
い
よ
高
等
学
校
へ
の
進
学
期
に

入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
波
が
到
達
す
る
の
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
初
頭
の
時
点
、
す
な
わ
ち
こ
の
年
代
の
高
校
生
が
一
年
生
を
終
え
る
時
期
の
推
定
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
は
、 
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表４　大学及び短期大学の学生数

注：旧制の大学等の在学者は含まない
典拠：『学校基本調査報告書』昭和29年度から昭和40年度より作成

年度 大学 短期大学
国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計

1954年 181,032 23,118 287,806 491,956 3,012 10,615 59,870 73,497
1955年 186,055 24,936 312,364 523,355 3,637 11,080 63,168 77,885
1956年 189,702 25,707 331,844 547,253 4,504 11,156 61,454 77,114
1957年 189,655 26,077 348,722 564,454 4,863 10,405 57,869 73,137
1958年 189,740 26,527 361,793 578,060 5,091 9,725 56,438 71,254
1959年 191,516 27,394 378,787 597,697 5,771 10,525 59,401 75,697
1960年 194,227 28,569 403,625 626,421 6,652 11,086 65,719 83,457
1961年 200,233 30,299 439,660 670,192 7,793 11,725 73,843 93,361
1962年 207,581 32,132 487,391 727,104 8,525 12,695 86,494 107,714
1963年 215,334 34,731 544,035 794,100 8,682 13,117 100,493 122,292
1964年 225,406 35,923 591,243 852,572 8,471 13,226 106,207 127,904
1965年 238,380 38,277 660,899 937,556 8,060 13,603 125,900 147,563

表３　大学及び短期大学の数

典拠：『学校基本調査報告書』昭和29年度から昭和40年度より作成

年度
大学 短期大学

国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計
1954年 72 34 121 227 17 41 193 251
1955年 72 34 122 228 17 43 204 264
1956年 72 33 123 228 19 43 206 268
1957年 72 35 124 231 19 39 211 269
1958年 72 32 130 234 21 37 211 269
1959年 72 32 135 239 24 38 210 272
1960年 72 33 140 245 27 39 214 280
1961年 72 33 145 250 28 39 223 290
1962年 72 34 154 260 28 40 237 305
1963年 72 34 164 270 28 41 252 321
1964年 72 34 185 291 29 40 270 339
1965年 73 35 209 317 28 40 301 369
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大
学
入
学
志
願
者
数
は
、
当
時
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
六
〇
万
人
を
超
え
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
は
さ
ら
に
増
え
て
七
〇
万
人
を

超
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
試
算
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
推
定
を
基
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
「
大
学
施
設
設
備

の
拡
充
、
合
理
的
な
「
多
人
数
教
育
」
の
徹
底
、
私
立
大
学
の
拡
充
の
援
助
」
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
文
部
省
が
そ
れ
へ
の
対
応
を

示
し
得
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
だ
さ
れ
た
（『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
月
六
日
付
）。
こ
う
し
た
推
定
と
批
判
を
受
け
て
、
文

部
省
も
検
討
を
行
い
、
同
年
一
〇
万
人
増
員
計
画
案
を
策
定
し
た
が
、
与
党
の
自
民
党
や
私
学
側
か
ら
反
発
を
受
け
、
九
月
に
改
め

て
昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
）ま
で
に
六
万
七
五
〇
〇
人
の
増
員
を
行
う
と
い
う
大
学
拡
充
計
画
を
公
表
し
て
い
る（『
朝
日
新
聞
』

一
九
六
四
年
九
月
一
日
付
）。

京
都
産
業
大
学
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
大
学
の
拡
充
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
以
下
、
京
都

産
業
大
学
の
創
設
者
で
あ
る
荒
木
俊と
し

馬ま

の
生
涯
を
た
ど
り
つ
つ
、
大
学
創
設
が
い
か
に
実
現
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
跡
づ

け
た
い
。
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第
二
章
　
荒
木
俊
馬
と
人
材
育
成
へ
の
情
熱

第
一
節　

教
育
者
荒
木
俊
馬
の
前
半
生

荒
木
俊
馬
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
、
荒
木
竹
次
郎
の
長
男
と
し
て
熊
本
県
鹿
本
郡
来
民
町
（
現
山
鹿

市
）
で
誕
生
し
た
。
父
竹
次
郎
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
熊
本
の
名
門
私
学
で
あ
っ
た
済せ
い

々せ
い

黌こ
う

が

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
山
鹿
分
黌
を
設
け
た
時
に
主
任
と
な
り
、
同
校
が
熊
本
県
立
鹿
本
中
学
校
と
な
る
と
、
そ
の
初
代

校
長
に
就
任
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
竹
次
郎
は
、
教
育
者
と
し
て
学
生
や
同
僚
か
ら
慕
わ
れ
た
と
い
う
が
、
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
に
母
校
東
京
高
等
師
範
学
校
の
嘉
納
治
五
郎
校
長
の
慫し
ょ
う

慂よ
う

を
受
け
て
鹿
本
中
学
を
退
職
し
上
京
し
た
も
の
の
、
翌
年

に
急
死
し
た
。
荒
木
一
〇
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
荒
木
の
母
は
記
寿
と
い
う
名
で
、
夫
と
の
間
に
は
、
荒
木
の
他
、
二
人
の
男
子
と
一

人
の
女
子
を
も
う
け
た
。
し
か
し
、
女
児
は
早
逝
し
た
。
記
寿
は
夫
の
死
後
、
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
、
残
さ
れ
た
男
子
三
人
の
成
長

を
支
え
た
が
、
そ
の
生
活
は
楽
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

荒
木
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
六
歳
で
来
民
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
、
三
年

後
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
碩
臺
小
学
校
に
転
学
し
て
、
翌
年
同
校
を
卒
業
し
た
。

義
務
教
育
六
年
制
実
施
に
伴
う
修
業
年
限
延
長
に
よ
り
同
校
へ
さ
ら
に
二
年
在
籍
し
、
明
治

四
十
二
年（
一
九
〇
九
）に
卒
業
、熊
本
高
等
小
学
校
進
学
を
経
て
、明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）

熊
本
で
の
生
活

荒木竹次郎
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に
済
々
黌
に
入
学
し
た
。
済
々
黌
で
旧
制
中
学
の
生
活
を
送
っ
た
荒
木
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
同
校
を
卒
業
す
る
と
、
広

島
高
等
師
範
学
校
理
科
一
部
に
進
学
し
た
。
同
校
を
選
ん
だ
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
弟
の
荒
木
千
里
が
回
顧
し
た
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
学
費
が
免
除
さ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（『
荒
木
俊
馬
日
記
』
注
釈
篇
）。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
広
島
高
等
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
荒
木
は
、
滋
賀
県
立
彦
根
中
学
に
教
諭
と
し

て
勤
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
勤
務
を
一
年
で
辞
し
た
荒
木
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
京
都
帝
国
大
学

理
学
部
物
理
学
科
に
入
学
し
た
。
荒
木
が
物
理
学
科
に
進
ん
だ
の
は
、
理
論
物
理
学
を
学
び
た
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か
し
、

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
理
学
部
に
宇
宙
物
理
学
科
が
設
置
さ
れ
る
と
、
こ
の
年
、
彼
は
同
科
に
転
科
し
た
。
こ
れ
は
理
学
部
助

教
授
の
山
本
一
清
か
ら
誘
わ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、荒
木
は
同
科
の
創
設
者
で
あ
っ
た
新
城
新
蔵
を
訪
問
し
て
話
を
聞
き
、

そ
の
人
格
に
魅
せ
ら
れ
た
結
果
、
転
科
し
た
と
い
う
（
荒
木
俊
馬
「
想
ひ
出
」、『
自
然
』
第
八
号
（
新
城
所
長
追
悼
号
）、
上
海
自

然
科
学
研
究
所
、
一
九
三
九
年
）。

　

新
城
新
蔵
は
日
本
の
宇
宙
物
理
学
の
草
分
け
の
一
人
で
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
京
都
帝
国
大
学
に
初
め
て
宇
宙
物
理
学
講

座
を
設
置
し
、
そ
の
教
授
に
就
任
し
た
。
こ
の
新
城
が
中
心
と
な
っ
て
設
置
し
た
の
が
宇
宙
物
理
学
科
で
あ
っ
た
。
新
城
は
後
に
理

学
部
長
、
京
都
帝
国
大
学
総
長
を
歴
任
す
る
が
、
彼
の
研
究
者
と
し
て
最
も
脂
の
の
っ
た
時
に
、
荒
木
は
出
会
っ
た
の
で
あ
る
（
新

城
に
つ
い
て
は
、「
新
城
新
蔵
博
士
年
譜
」（
荒
木
俊
馬
論
文
集
編
輯
委
員
会
編
『
荒
木
俊
馬
論

文
集
』故
荒
木
総
長
顕
彰
会
、一
九
七
九
年
所
収
）に
詳
し
い
。
初
出
は
前
掲『
自
然
』第
八
号
）。

荒
木
は
、
こ
の
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
講
座
の
唯
一
の
学
生
と
し
て
、
新
城
の
薫
陶
を
受
け
て

勉
学
を
進
め
た
。
そ
の
過
程
で
、
相
対
性
理
論
を
唱
え
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

が
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
来
日
し
た
時
に
は
、
新
城
教
授
に
伴
わ
れ
て
東
京
帝
国
大
学

京
都
帝
国
大
学

で
の
学
生
時
代

新城新蔵
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東京帝国大学で講義中のアインシュタイン（大正11年）

荒木俊馬によるドイツ語のアインシュタイン歓迎挨拶文（大正11年）
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で
開
か
れ
た
特
別
講
義
に
参
加
し
、
さ
ら
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
京
都
に
来
て
講
演
会
を
開
い
た
時
に
は
、
学
生
代
表
と
し
て
歓

迎
の
辞
を
述
べ
て
い
る
。

そ
う
し
た
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
た
荒
木
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
を
卒
業
し
た
。
卒

業
論
文
の
主
題
は
、Über die Erklärungshypothesen der Cepheiden-erscheinung

（
セ
フ
ァ
イ
ド
（
ケ
フ
ェ
ウ
ス
型
変
光
星
）

現
象
の
説
明
に
関
す
る
仮
説
に
つ
い
て
）
で
あ
っ
た
（
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
編
『
荒
木
俊
馬
日
記
』
二
〇
〇
三
年
、
一
九
二
三

年
二
月
五
日
条
。
以
下
、『
日
記
』）。

卒
業
と
同
時
に
荒
木
は
母
校
京
都
帝
国
大
学
の
理
学
部
講
師
と
な
り
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
助

教
授
に
昇
進
し
た
。
そ
の
年
、
荒
木
は
新
城
教
授
の
長
女
京
子
と
結
婚
し
て
い
る
。
名
実
共
に
新
城
の
後

継
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
以
上
ま
で
の
荒
木
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
編
『
学
祖　

荒
木
俊
馬
と
京
都
産

業
大
学
―
建
学
の
心
を
た
ず
ね
て
―
』
二
〇
〇
一
年
を
併
せ
て
参
照
）。
こ
の
講
師
・
助
教
授
の
時
代
に
荒
木
は
、
日
本
で
最
も
古

い
天
文
に
関
す
る
同
好
会
と
言
わ
れ
る
「
天
文
同
好
会
」（
後
の
東
亜
天
文
学
会
）
の
機
関
誌
『
天
界
』
に
「
通
俗
天
文
講
座
」
と

題
し
た
論
考
を
連
続
し
て
書
い
て
お
り
、
一
般
へ
の
天
文
学
の
普
及
に
努
め※

、
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
間
、
セ
フ
ァ
イ
ド
変
光
星

の
理
論
的
研
究
を
展
開
し
て
い
た
。
新
進
の
宇
宙
物
理
学
者
と
し
て
、
旺
盛
に
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
※ 

な
お
、こ
の『
天
界
』に
掲
載
さ
れ
た
論
考
は
、大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）四
月
～
大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）

十
月
に
か
け
て
全
六
講
（
各
論
を
複
数
回
に
分
割
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
掲
載
回
数
と
し
て
は
全

一
〇
回
）
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
～
三
講
ま
で
は
「
通
俗
天
文
講
座
」、
そ
の
後
の
第
四

～
六
講
は
「
通
俗
天
文
講
話
」
と
講
座
名
が
改
題
さ
れ
て
い
た
。

教
育
者
・
研
究
者

と
し
て
の
足
跡

天文観測ドーム前の荒
木俊馬（京都帝国大学
助教授時代）
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他
方
で
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
荒
木
は
京
都
帝
国
大
学

で
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
天
体
力
学
」
で
、
聴
講
す

る
学
生
は
三
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
荒
木
は
こ
の
講
義
を

「
聴
く
も
の
は
独
り
あ
れ
ば
先
づ
有
難
い
こ
と
と
し
て
置
か
ね
ば

な
ら
ぬ
」
と
書
き
と
め
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
二
五
年
四
月

二
十
四
日
条
）。
こ
の
他
、
荒
木
は
京
都
府
立
医
科
大
学
予
科
で

も
嘱
託
講
師
と
し
て
「
物
理
学
」
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
（「
荒

木
俊
馬
履
歴
抄
」）。

　

こ
う
し
て
教
育
者
と
研
究
者
の
道
を
歩
み
始
め
た
荒
木

は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
月
か
ら
文
部
省
の
在
外
研

究
員
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
と
ポ
ツ
ダ

ム
天
体
物
理
学
研
究
所
で
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
留
学
期
間

に
、
か
ね
て
京
都
帝
国
大
学
に
提
出
し
て
い
た
博
士
学
位
請

求
論
文
「
セ
フ
ェ
イ
ド
変
光
星
の
大
気
圏
の
圧
力
変
化
に
関

す
る
高
温
電
離
の
理
論
に
よ
る
研
究
」
が
審
査
を
通
り
、
荒

木
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
に
理
学
博
士
の
学
位
を

授
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
学
位
論
文
は
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ

たAtm
osphärendruckänderung der Cepheiden

（
セ
フ
ァ

「学位請求論文審査要旨」
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イ
ド
変
光
星
に
お
け
る
気
圧
変
化
）
とQ

ualitative U
ntersuchungen 

über die D
ruckänderung in der Atm

osphäre der Cepheiden

（
セ

フ
ァ
イ
ド
変
光
星
の
大
気
圏
の
圧
力
変
化
に
関
す
る
定
性
的
研
究
）
の
二

節
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
参
考
論
文
四
本
が
付
せ
ら
れ
た
も
の
で 

あ
っ
た
。
こ
の
論
文
を
審
査
し
た
の
は
、「
天
文
同
好
会
」
の
創
設
者
の
一

人
で
あ
っ
た
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
教
授
の
山
本
一
清
と
同
じ
く
京 

都
帝
国
大
学
理
学
部
教
授
の
木
村
正
路
で
、
彼
ら
は
、「
セ
フ
ェ
イ
ド
変

光
星
の
変
化
の
源
因
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
は
、
従
来
種
々
の
仮
説
が
提
出
さ
れ
て
は
居
る
が
、
甲
是
乙
非
、
未
だ
学
界
の
定
説

と
す
べ
き
も
の
が
な
い
。
本
論
文
の
研
究
の
如
き
は
斯
の
如
き
現
状
に
対
し
て
新
ら
し
き
進
路
を
打
開
す
る
も
の
で
、
其
学
界
に
及

ぼ
す
功
績
は
頗
る
大
き
い
こ
と
ゝ
思
は
れ
る
」
と
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
（「
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨
」）。

　

こ
の
ド
イ
ツ
で
の
研
究
の
合
間
に
荒
木
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
旅
し
て
見
聞
を
広
め
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
に
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
で
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、
荒
木
は
「
白
鳥
座
Ｐ
星
そ
の
他
の
輝
線
ス
ペ
ク
ト
ル
を
示
す
特
異
星
大
気
の
理
論
研
究
」
に
力

を
入
れ
た
と
い
い
（
宮
本
正
太
郎
「
荒
木
俊
馬
先
生
の
想
い
出
」、『
天
文
月
報
』
第
七
一
巻
第
一
一
号
、
一
九
七
八
年
）、
昭
和
九

年
（
一
九
三
四
）
に
南
洋
の
ロ
ー
ソ
ッ
プ
島
日
食
観
測
隊
に
参
加
し
、
ま
た
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
中
国
東
北
地
方
の

呼フ
ー
マ瑪

に
お
け
る
日
食
観
測
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
宇
宙
物
理
学
の
新
進
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
た
（
ロ
ー
ソ
ッ
プ
島
日
食
観
測
に
つ

い
て
は
『
日
記
』（
一
九
三
四
年
一
～
二
月
条
）、
荒
木
俊
馬
「
日
食
観
測
隊
京
大
助
教
授
理
学
博
士
荒
木
俊
馬
手
記
」（『
東
京
朝
日

新
聞
』
一
九
三
四
年
二
月
十
六
日
付
）。
呼
瑪
の
日
食
観
測
に
つ
い
て
は
、
荒
木
俊
馬
「
呼
瑪
後
日
譚
」（『
天
文
月
報
』
第
二
九
巻

第
一
一
号
、
一
九
三
六
年
）、
公
文
武
彦
・
高
倉
正
明
「
呼
瑪
の
日
食
（
一
）
～
（
三
）」（『
天
界
』
一
八
四
・
一
八
六
・
一
八
八
号
、

ドイツ留学中にベネチアを訪れ
た荒木俊馬
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一
九
三
六
年
）
に
詳
し
い
）。荒

木
は
京
都
帝
国
大
学
宇
宙
物
理
学
科
の
最

初
の
卒
業
生
で
あ
り
、
学
科
創
設
者
の
新
城

の
後
継
者
で
あ
っ
た
が
、
教
授
へ
の
昇
進
は
か
な
り
遅
れ
た
。
荒
木
が
京

都
帝
国
大
学
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三

月
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
（「
官
記
」）。
助
教
授
時
代
が
一
七
年
続
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
原
因
は
定
か
で
は
な
い
が
、
新
城
新
蔵
が
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
）
に
京
都
帝
国
大
学
総
長
に
就
任
し
た
た
め
に
空
席
と
な
っ
た
教
授
職
は
、
荒
木
と
同
じ
頃
に
留
学
し
、
し
か
も
同

時
に
理
学
博
士
号
を
与
え
ら
れ
た
東
京
帝
国
大
学
出
身
の
上
田
穰
が
就
任
し
た
こ
と
で
、
荒
木
は
助
教
授
の
ま
ま
残
さ
れ
た
と
も
言

わ
れ
て
い
る
（
藪
内
清
「
桁
外
れ
―
荒
木
先
生
の
憶
い
出
―
」、『
天
文
月
報
』
第
七
一
巻
第
一
一
号
、
一
九
七
八
年
）。

　

荒
木
が
教
授
と
な
っ
た
の
は
日
中
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
日
本
が
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
荒
木
は
「
国
粋
的
な
傾
向
を
強
め
て
ゆ
か
れ
た
」（
前
掲
「
荒
木
俊
馬
先
生
の
想
い
出
」）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
教
授
就
任
か
ら
九
ヵ
月
後
に
日
本
が
真
珠
湾
攻
撃
を
行
い
、
全
面
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
荒
木
は
「
愛
国
的
な
活
動
に
積
極

的
に
参
加
」
し
て
い
っ
た
と
い
う
（
同
前
）。
事
実
、
荒
木
は
、
こ
の
頃
か
ら
表
５
の
よ
う
に
、
一
方
で
専
門
の
著
書
や
論
文
を
発

表
し
な
が
ら
、
他
方
で
愛
国
心
を
鼓
舞
す
る
よ
う
な
文
章
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
戦
争

遂
行
を
貫
徹
す
る
よ
う
に
求
め
た
関
西
の
学
者
の
共
同
宣
言
に
名
を
連
ね
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
宣
言
に
名
を
連
ね
た
の
は
、
荒
木

の
他
は
、
前
建
国
大
学
総
長
作
田
荘
一
、
京
都
帝
大
文
学
部
教
授
小
牧
実
繁
、
新
民
学
院
教
授
瀬
川
次
郎
、
同
志
社
大
学
教
授
佐
藤

義
雄
、
立
命
館
大
学
経
済
学
部
長
太
田
義
夫
、
東
方
文
化
研
究
所
員
能
田
忠
亮
、
関
西
学
院
大
学
教
授
古
屋
美
貞
、
関
西
大
学
教
授

京
都
帝
国
大
学
教
授

と
し
て
の
荒
木
俊
馬

呼瑪日食観測における新城新蔵（左）
と荒木俊馬（右）
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（次頁に続く）

表5　荒木俊馬の太平洋戦争期の著作（初版・初出のみ）
タイトル 出版社・掲載誌等 発行年月

「日本古代の天文暦術」 『科学知識』 20（1） 1940年 1月
「天文概観第十講　太陽の内部構造」 『科学画報』 29（1） 1940年 1月 注1
「天文概観第十一講 太陽系を離れて恒星の世界へ」『科学画報』 29（2） 1940年 2月
「思想と言葉」 『週刊朝日』 37（2） 1940年 2月
「天文概観第十二講 宇宙空間の測量」 『科学画報』 29（3） 1940年 3月
「天文概観第十三講　恒星の直径と質量及び連星系」 『科学画報』 29（4） 1940年 4月
「天文概観第十四講　光を呼吸する変光星と天界の花火新星」『科学画報』 29（5） 1940年 5月
「天文概観第十五講　恒星の集団と銀河系の構造」『科学画報』 29（6） 1940年 6月
「理論宇宙物理学に於ける故竹田新一郎君の業績」 竹田新一郎著『遊星から恒星へ』恒星社 1940年 6月
「天文概観第十六講　恒星の固有運動と大銀河系の回転」『科学画報』 29（7） 1940年 7月
「天文概観第十七講　銀河の彼方から星雲の世界へ」 『科学画報』 29（8） 1940年 8月
「宇宙物理学」 『科学ペン』5（8） 1940年 8月
「物理学」 『科学ペン』5（9） 1940年 9月
SUCCESSIVE APPROXIMATION 『数物同窓会会報』11 1940年 9月

『天文学概観』 恒星社 1940年11月
「クズマ・プルートコフの哲学」 『発明』38（12） 1941年12月
「平均値」 『科学ペン』6（12） 1941年12月
「対米英聖戦下に於ける国民の覚悟と皇国科学の独立」『国民評論』14（1） 1942年 1月
「日本の気候風土と日本民族」 『文芸春秋』20（2） 1942年 2月
『四季の星座』 恒星社 1942年 3月

「ウィソン山天文台の接收」 京都帝国大学新聞部編『決戦
下学生に与ふ教育図書』 1942年 4月

「日本的科学の建設」 『経済マガジン』6（4） 1942年 4月
「皇国科学の独立」 『日本の理想』国民評論社 1942年 4月 注2
「新建設科学の性格」 『現代』23（6） 1942年 6月
「微視世界の幽霊と煙幕」 『科学文化』2（7） 1942年 7月
「時と暦」 『科学人』2（7） 1942年 7月
「生活科学と云う言葉」 『週刊朝日』 42（3） 1942年 7月
『雨夜夢話』 日本放送協会 1942年 8月
「恒星を裏む拡大運動状態にある瓦斯雲に起
因するスペクトル輝線の輪郭に就て」

『新城博士記念　天文・宇宙
物理学彙報』1（2）　 1942年 8月 注3

「読み人知らず」 『国民評論』14（8） 1942年 8月
「武道の型、碁の定石と正規の学問」 『発明』39（8） 1942年 8月
「南天の星々」 『南洋経済研究』1（8） 1942年 8月
『日本に於ける古来の改暦事情』（暦法調査資料） 大政翼賛会興亜局 1942年 9月
『欧米に於ける改暦運動並に改正案概観』（暦法調査資料） 大政翼賛会興亜局 1942年 9月
「現代天文学の動向」 『科学思潮』1（9） 1942年 9月
「東洋本来の暦と立春正月」 『新若人』2（10） 1942年10月
「時法から見た午前と午後の由来」 『農業の満洲』14（10） 1942年10月
『時と暦』（生活科学新書20） 羽田書店 1942年10月
「科学とは何か」 『良国民』昭和17年11月号 1942年11月
「宇宙の広さ」 『週刊少国民』1（25） 1942年11月
「高級専門書の出版に就て」 『学鐙』46（12） 1942年12月
「大東亜の今後に於ける時と暦の問題」 『科学文化』2（12） 1942年12月
「絶対の境地」 『現代』24（1） 1943年 1月
「基礎的な事」 『発明』40（1） 1943年 1月
「イタリアの天文学」 『イタリア』3（2） 1943年 2月
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注1：「天文概観」は『科学画報』1939年1月号より連載
注2：『国民評論』1942年1月号掲載に加筆修正したもの
注3：Araki, T. & Kurihara, M.（1937）: Zur Konturberechnung der Emissionslinien der 

expandierenden Gashülle eines Sternes.: Zeitschrift für Astrophysik, Vol. 13, p.89を
全訳したもの

典拠： 学校法人京都産業大学編『荒木俊馬資料　概観』（2008年）、荒木俊馬『疇山遺珠』（荒木雄豪、
1979年）、京都産業大学大学史編纂室所蔵史料より作成

タイトル 出版社・掲載誌等 発行年月

「文化史的観点よりする日本暦学史概説」 『新城博士記念　天文・宇宙
物理学彙報』2（1） 1943年 2月

「学術の専門分科と大学の学部制に就いて」 『科学思潮』2（2） 1943年 2月
「武士は食はねど。」 『国民評論』15（3） 1943年 3月
「南洋島嶼民族の天文知識」 『南洋経済研究』6（4） 1943年 4月
「コペルニクスの四百年祭」 『週刊少国民』2（21） 1943年 5月
「母が手織」 『文芸春秋』21（6） 1943年 6月
『日本暦学史概説』(自然科学史叢書) 山口書店 1943年 7月
「自然科学目的観」 『改造』25（8） 1943年 8月
「哲学談疑」 『文芸春秋』21（8） 1943年 8月
「ヴィスプの溪谷」 川崎隆章編『岳』山と渓谷社 1943年 8月
「徹底的勤皇思想家　河上彦斎」 『西日本』509 1943年 8月
『思想戦と科学』（日本文化新書） 新太陽社 1943年 9月
『科学論籔』 恒星社 1943年 9月
「世界像と現実世界」 『新若人』4（10） 1943年10月
「インテリゲンチヤ」 『科学知識』23（10） 1943年10月
「科学と哲学」 『現代』24（10） 1943年10月
「生活科学の再建設」 『科学思潮』2（11） 1943年11月
「清浄な日本の国土」 『興亜』4（11） 1943年11月
「日本科学の新指標」 『時局情報』7（11） 1943年11月
「思想皇夷の別」 『盟邦評論』1（12） 1943年12月
「思想戦序説」 『西日本』510 1943年12月
「多量主義と確率主義」 『生産青年』5（12） 1943年12月
「高等学校文科に於ける自然科に就て」 『文部時報』806 1944年 1月
「玉砕の精神」 『週刊朝日』 45（7） 1944年 2月
「必勝の信念」 『国民評論』16（2） 1944年 2月
「藪内清君の新著「支那の天文学」」 『読書人』4（2） 1944年 2月
「随想　敵は何処にある」 『同盟世界週報』25（8） 1944年 2月
「感官の鍛錬」 『現代』25（4） 1944年 4月
「醜虜米英処断論」 『盟邦評論』2（4） 1944年 4月
『麻田剛立と大阪の科学』（大阪の先賢と史蹟　第5輯） 大阪市役所 1944年 5月
「近頃痛切に感ずる事」 『言論報国』2（7） 1944年 7月
「日本人の科学能力」 『文芸世紀』6（7） 1944年 7月
「戦力増強と精神」 『国民評論』16（7） 1944年 7月
「徳川鎖国政策の本邦学術進步に於ける意義
と現時の自然科学研究」

文部省教学局編纂『日本諸学研
究報告』特輯第11篇（自然科学） 1944年 9月

『日本精神と日本学術』 恒星社厚生閣 1944年12月
「科学技術と教育」 『言論報国』3（1） 1945年 1月
「物量主義と特攻精神」 『新若人』6（4） 1945年 4月
「敵機江戸の華を齎す」 『神州』4月号 1945年 4月
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中
村
良
之
助
、
大
日
本
言
論
報
国
会
理
事
古
川
武
の
九
名
で
あ
っ
た
（
肩
書
き
は
、
当
該
記
事
の
ま
ま
で
あ
る
（「
昭
和
創
新
の
顕

現
へ　

関
西
一
〇
学
者
の
共
同
宣
言　

卒
業
学
徒
に
告
ぐ　

神
業
の
現
代
的
実
践
」、『
読
売
報
知
』
一
九
四
三
年
九
月
十
四
日
付
、

同
十
五
日
付
））。
こ
の
後
、
同
年
十
月
十
一
日
に
京
都
帝
大
医
学
部
長
舟
岡
省
吾
を
加
え
て
「
第
二
次
共
同
宣
言
」
が
出
さ
れ
て
い

る
（「
東
条
首
相
に
応
ふ
関
西
一
一
学
者
の
第
二
次
共
同
宣
言
」（『
読
売
報
知
』
一
九
四
三
年
十
月
十
二
日
付
、
同
十
五
日
付
））。

　

ま
た
、
政
府
が
言
論
統
制
の
た
め
大
日
本
言
論
報
国
会
を
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
に
組
織
す
る
と
、
荒
木
は
、
翌

十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
に
同
会
の
評
議
員
に
な
り
（「
社
団
法
人
大
日
本
言
論
報
国
会
評
議
員
委
嘱
辞
令
書
」
一
九
四
三
年
五

月
三
十
一
日
付
）、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
一
月
に
は
理
事
に
就
任
し
て
い
る
（「
社
団
法
人
大
日
本
言
論
報
国
会
理
事
委
嘱

辞
令
書
」
一
九
四
四
年
十
一
月
八
日
付
）。
荒
木
は
こ
の
間
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
七
月
に
は
同
会
京
都
支
部
幹
事
に
も
任
命 

さ
れ
て
お
り
、
京
都
で
の
同
会
の
活
動
の
中
心
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（「
荒
木
俊
馬
履
歴
書
」）。

な
お
、
荒
木
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
に
、
京
都
府
中
学
校
理
数
科
物
象
教
員
臨
時
養
成
所
所
長
に
も
就
任
し
て
い
る

（「
京
都
府
中
等
学
校
理
数
科
物
象
教
員
臨
時
養
成
所
長
委
嘱
辞
令
書
」
一
九
四
四
年
三
月
三
十
一
日
付
）。

第
二
節　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
荒
木
の
行
動
と
意
識

戦
時
中
、
国
策
へ
の
協
力
を
鼓
吹
し
た
荒
木
は
、
敗
戦
の
報
を
聞
い
て
「
呆
然
自
失
」
し
、「
悲
歎
と
無

念
の
た
め
に
泣
い
た
」
と
い
う
（
荒
木
俊
馬
「
わ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
降
伏
せ
ざ
る
の
記
」、『
新
論
』
第

一
巻
第
二
号
、
一
九
五
五
年
）。
荒
木
が
受
け
た
衝
撃
は
よ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
荒
木
は
「
感
ず

る
と
こ
ろ
」
が
あ
っ
て
（「
想
い
出
話　

一
」、『
京
都
産
業
大
学
報
』
第
五
〇
号
）、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
二
十
四
日
に
、

夜
久
野
で
の
農
業
と

著
述
活
動
へ
の
専
念
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内
閣
総
理
大
臣
に
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
辞
職
願
を
提
出
し
た
（
国
立
公
文

書
館
蔵
「
高
等
官
進
退
（
京
都
帝
大
荒
木
俊
馬
）
本
官
を
免
ず
」）。
昭
和
天

皇
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
無
条
件
降
伏
を
受
け
入
れ
る
宣
言
を
行
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
玉
音
放
送
」
が
あ
っ
て
わ
ず
か
九
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
願
い
が
受
理
さ
れ
て
、
免
官
の
辞
令
が
下
り
た
の
は
、
同
年
十
月
二
十
七

日
で
あ
っ
た
が
、
荒
木
は
そ
れ
を
待
た
ず
に
九
月
十
八
日
に
京
都
を
後
に
し

た
（「
京
都
帝
国
大
学
教
授
免
官
辞
令
」、『
日
記
』）。
京
都
府
北
部
の
天
田
郡

上
夜
久
野
村
（
現
福
知
山
市
）
に
隠
棲
し
た
の
で
あ
る
。

　

夜
久
野
で
は
、
荒
木
は
家
と
農
地
を
購
入
し
て
自
ら
農
作
業
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
学
究
の
徒
と
し
て
の
生
き
方
を
捨
て
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
農
作
業
や
地
域
の
共
同
体
と
し
て
の
し
き
た
り
に
従
い
つ
つ
、
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
著
述
を
続
け
た
。
荒
木

自
身
、
こ
う
し
た
生
き
方
を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ
と
し
て
、「
大
学
と
い
ふ
枠
の
中
に
ゐ
て
四
囲
を
顧
慮
し
て
は
ほ
ん
と
う
の
仕
事

が
出
来
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
」
か
ら
で
あ
り
、「
民
間
人
と
し
て
研
究
を
続
け
世
界
に
寄
与
し
た
い
と
い
ふ
信
念
」
を
も
っ
た
こ

と
を
あ
げ
て
お
り
（「
哲
学
者
に
な
る
天
文
学
者　
〝
敗
戦
に
徹
す
〟
荒
木
博
士
帰
農
の
弁
」、『
毎
日
新
聞
』
大
阪
版
、
一
九
四
五

年
十
月
三
十
日
付
）、
そ
れ
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。

　

荒
木
が
夜
久
野
に
生
活
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
ま
で
の
あ
し
か
け
一
〇
年
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
に
判
明

し
て
い
る
だ
け
で
荒
木
は
一
五
冊
の
著
書
を
出
版
し
、
お
よ
そ
三
〇
編
以
上
の
論
文
や
文
章
を
雑
誌
等
で
発
表
し
て
い
る
（
表
6
）。

し
か
も
、
こ
の
他
に
荒
木
が
編
者
と
な
っ
た
書
物
が
五
冊
あ
る
。
研
究
意
欲
は
非
常
に
旺
盛
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
の
著
作

の
ほ
と
ん
ど
は
、
当
然
の
如
く
荒
木
の
専
門
の
天
文
宇
宙
や
暦
法
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
な
か
に
は
戦
前
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

農作業をする荒木俊馬と子供たち
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表6　荒木俊馬の夜久野時代の著作（初版・初出のみ）

タイトル 出版社・掲載誌等 発行年月
「夜久野から」 『会館文化』4（7） 1946年 6月 注1
「欧羅巴の第一日―青少年の頃愛読せる森鴎外訳『即
興詩人』の文章を懐かしみつつものせる―」 『洛味』5 1946年 7月

「宇宙を測る長さの単位の話」 『学友六年生』1（9） 1947年 1月
「奇妙な夢」 『科学圏』2（4） 1947年 4月
「辛亥革命当時の想出」 『中国文化』1 1947年 6月
「コダマの話」 『学友四年生』2（7） 1947年 7月
「少年諸君に望む」 『学友五年生』2（7） 1947年 7月
『時則と暦法』 恒星社厚生閣 1947年 8月
『天文宇宙物理学総論　第Ⅰ部　古典天文学　第Ⅰ
篇　球面天文学』※ 恒星社厚生閣 1947年12月

『エネルギーの話』 やまと書苑 1948年 2月
『アルプの南北』 中国文化協会 1948年 4月
「新刊紹介　萩原雄祐：天体力学の基礎Ⅰ(上)」 『天文月報』41（5） 1948年 5月
「西洋科学文化の渡来と中国及び日本」 『中国文化』4 1948年 8月
「宇宙進化の根本問題」 『科学圏』3（10） 1948年10月
『天文宇宙物理学総論　第Ⅱ部　太陽系物理学　第
Ⅳ篇　太陽系 』※ 宇宙物理学研究会 1948年11月

『地球の歴史』（銀の鈴文庫25） 広島図書 1949年 2月
『天文宇宙物理学総論　第Ⅲ部　宇宙物理学　第Ⅶ
篇　恒星物理学』※※ 宇宙物理学研究会 1949年 2月

『天文宇宙物理学総論　第Ⅰ部　古典天文学　第Ⅲ
篇　天体力学（上）』※※ 宇宙物理学研究会 1949年 6月

『天文宇宙物理学総論　第Ⅲ部　宇宙物理学　第Ⅹ
篇　銀河系』※※ 宇宙物理学研究会 1949年 9月

「教養科学としての天文学」 『理科』14（4・5） 1949年10月
『質点力学要論』 宇宙物理学研究会 1949年11月
『大宇宙の旅』 恒星社厚生閣 1950年 2月
『天文宇宙物理学総論　第Ⅲ部　宇宙物理学　第Ⅷ
篇　連星』※※ 宇宙物理学研究会 1950年 3月

「Out of Focus」 『天文月報』43（4） 1950年 3月
「相対性原理の話―現代の宇宙論に及ぶ―」 『天文と気象』16（9） 1950年 9月
「狸のキンタマの話」 『日本談義』96 1951年 6月
『天文年代学講話―古代の時を決める話―』 恒星社厚生閣 1951年 9月
『吾輩は水である』 恒星社厚生閣 1951年11月
「幼学綱要」 『桃李』2（1） 1952年 1月
カント『宇宙論―天界の一般自然史と理論―』※※※ 恒星社厚生閣 1952年 4月 注2

『月のみちかけの研究』（楽しい理科教室1） 恒星社厚生閣 1952年 5月
「理科教育に於ける天文学の意義」 『天文月報』45（7） 1952年 7月
「科学と科学者と祖国（上）」 『桃李』2（7） 1952年 7月
「科学と科学者と祖国（下）」 『桃李』2（8） 1952年 8月
『天文宇宙物理学総論　第Ⅲ部　宇宙物理学　第Ⅺ
篇　星雲宇宙』※※ 恒星社厚生閣 1952年 9月

『昼夜の長さと季節』（楽しい理科教室2） 恒星社厚生閣 1952年 9月
（次頁に続く）
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旅
し
た
時
の
旅
行
記
で
あ
る
『
ア
ル
プ
の
南
北
』（
中
国
文

化
協
会
、
一
九
四
八
年
）
や
、
生
活
に
関
わ
る
論
考
も
含
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
宇
宙
に
つ
い
て
平
易
に
語
り
か
け
た

『
大
宇
宙
の
旅
』（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
五
〇
年
）
と
い
っ

た
子
供
向
き
の
書
物
も
荒
木
は
執
筆
し
て
い
る
（
当
該
期
の

荒
木
の
著
述
活
動
に
つ
い
て
は
、
株
本
訓
久
「
荒
木
俊
馬
の

天
文
学
教
育
普
及
活
動　

後
編
」、『
天
文
教
育
』
八
三
号
、

二
〇
〇
六
年
を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

こ
の
よ
う
に
農
作
業
と
著
述
に
勤
し
む
と
と
も
に
、
荒
木

は
他
方
で
、
依
頼
さ
れ
る
と
地
元
の
青
年
団
や
学
校
等
で
の

講
演
も
引
き
受
け
、
ま
た
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

十
月
に
は
上
夜
久
野
村
か
ら
推
薦
さ
れ
て
夜
久
野
教
育
事
務

組
合
教
育
委
員
に
当
選
し
、
翌
十
一
月
に
は
委
員
長
に
就
任

し
て
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
ま
で
務
め
て
い
る

（「
荒
木
俊
馬
履
歴
抄
」）。
ど
う
や
ら
京
都
帝
国
大
学
の
元
教

授
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
夜
久
野
へ
転
居
し
て
以
後
、

村
長
ら
の
地
元
の
有
力
者
達
は
荒
木
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

持
ち
込
ん
で
お
り
、夜
久
野
へ
の
転
居
後
の
翌
年
五
月
に
は
、

タイトル 出版社・掲載誌等 発行年月
『黄道をさまよう天体』（楽しい理科教室3） 恒星社厚生閣 1952年10月
「五箇条の御誓文と横井小楠」 『祖国』4（10） 1952年11月 注3
『太陽黒点の研究』（楽しい理科教室4） 恒星社厚生閣 1953年 1月
『日食と月食』（楽しい理科教室5） 恒星社厚生閣 1953年 2月
「想ひ出」 『創立七十周年記念誌多士』 1953年 2月
「日本人はもっと倹素な生活を」 『桃李』3（4） 1953年 4月
「高校における“地学”について」 『天文総報』7（7） 1953年 7月
「自然科学と形而上学と宇宙論」 『天文月報』46（10） 1953年 9月
「星の歌」 『桃李』4（4） 1954年 4月
「少しばかり天文学を語る」 『天文月報』47（8） 1954年 8月
「五箇条の御誓文と横井小楠」 『祇園』 発行年月不明 注4
「教育といふ言葉」 『夜久野中学新聞』 発行年月不明 注4
「百聞は一見に若かずは真っ赤な嘘」 『国民評論』 発行年月不明 注4
「農村振興の指導者」 『郷土のあゆみ』 発行年月不明 注4
「戦破れて道明かなり」 『国民評論』 発行年月不明 注4
※共著・※※編集・※※※翻訳及び注釈
注1：『疇山遺珠』に「農村人種と都会人種」と改題して収録
注2：原書はImmanuel Kant（1755）：Allgemeine Naturgeschichte und Theorie des Himmels
注3：『日記』1952年9月末条で荒木は同題で『祇園』に執筆したと記載している
注4：『日記』に1952年9月から12月にかけて執筆したとの記載はあるが掲載誌を確認できなかっ

たため、発行年不明として採録した
典拠：学校法人京都産業大学編『荒木俊馬資料　概観』（2008年）、荒木俊馬『疇山遺珠』（荒木雄豪、

1979年）、『日記』、京都産業大学大学史編纂室所蔵史料より作成
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上
夜
久
野
村
長
が
荒
木
に
標
準
農
村
建
設
社
会
教
育
講
師

を
委
嘱
し
て
い
る
（「
嘱
託
書
」
一
九
四
六
年
五
月
十
八

日
付
）。
荒
木
は
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
に

言
論
報
国
会
理
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
公
職
追
放
者
に
指

定
さ
れ
て
お
り※

（「
荒
木
俊
馬
履
歴
抄
」）、
そ
れ
以
後
は
、

表
立
っ
て
は
公
的
な
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
公
職

追
放
が
解
除
さ
れ
る
の
は
、昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

八
月
で
あ
っ
た
（「
指
定
理
由
取
消
書
」）。
し
た
が
っ
て
、

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
は
荒
木
は
公
職
に
就
く

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
故
に
、
上
夜
久
野
村
は

荒
木
を
推
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

 

※ 

た
だ
し
、昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
総
理
庁
官
房
監
査
課
編
『
公
職
追
放
に
関
す
る
覚
書
該
当
者
名
簿
』（
日
比
谷
政
経
会
、一
九
四
九
年
）
で
は
、

「
大
日
本
言
論
報
国
会
京
都
支
部
幹
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
行
政
へ
の
関
わ
り
と

教
育
者
と
し
て
の
再
出
発

荒
木
が
夜
久
野
の
教
育
委
員
会
委
員
長
に
就
任
し
た
の
は
、
戦
後
の
教
育
基
本
法
に
基
づ
く
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
直
し
の
動
き
が
出
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、

日
本
教
職
員
組
合
（
日
教
組
）
は
反
発
し
、
抗
議
活
動
を
展
開
し
て
い
く
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
教
育
委
員
会
委
員
長
と

な
っ
た
荒
木
は
、
日
教
組
の
活
動
に
対
し
て
は
厳
し
い
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
二
月
に
文
部
省
が
義

務
教
育
学
校
職
員
法
案
を
策
定
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
三
年
二
月
十
二
日
付
）
こ
と
に
抗
議
す
る
た
め
に
、
日
教
組
が
傘
下

荒木俊馬著『大宇宙の旅』

夜久野時代に荒木があらわした書物の数々
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組
織
に
三
月
十
二
日
に
一
日
休
暇
を
取
る
よ
う
に
指
示
を
出
す

と
、
荒
木
は
臨
時
の
教
育
委
員
会
を
開
き
、
夜
久
野
地
区
の
小
学

校
・
中
学
校
の
教
員
が
そ
れ
に
参
加
し
て
休
暇
を
取
る
こ
と
を
禁

止
し
、
し
か
も
そ
れ
に
対
し
て
日
教
組
か
ら
抗
議
が
来
て
も
禁
止

令
を
撤
回
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（『
日
記
』
一
九
五
三

年
三
月
十
・
十
一
日
条
）。

　

こ
の
後
、
荒
木
は
同
年
八
月
か
ら
夜
久
野
の
教
育
長
代
行
に
も
就

任
し
て
い
る
が
、
委
員
長
と
し
て
の
職
は
同
年
十
一
月
に
は
退
任

し
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
五
三
年
十
一
月
四
日
条
）。
そ
れ
で
も

夜
久
野
教
育
事
務
組
合
教
育
委
員
は
続
け
た
。
そ
の
任
期
は
昭
和

三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
で
あ
っ
た
が
、
正
式
に
そ
の
職
を
退
く

の
は
同
年
九
月
で
あ
っ
た
（「
馬
場
秀
雄
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」

一
九
五
五
年
八
月
十
五
日
付
、「
馬
場
秀
雄
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書

状
」
一
九
五
五
年
九
月
九
日
付
）。
な
お
、
荒
木
は
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
二
月
に
京
都
府
地
方
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
が
結

成
さ
れ
る
と
、
そ
の
会
計
監
査
に
選
出
さ
れ
、
二
期
務
め
て
お
り
、

ま
た
、
同
年
、
荒
木
は
全
日
本
地
方
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
幹
事

に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
（
京
都
府
地
方
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
会

夜久野教育委員会時代の荒木俊馬（前列右から7人目、昭和27～ 30年ごろ）
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計
監
査
に
つ
い
て
は
『
日
記
』
一
九
五
三
年
二
月
十
三
日
・
一
九
五
四
年
七
月
二
十
九
日
条
、
全
日
本
地
方
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

幹
事
に
つ
い
て
は
「
荒
木
俊
馬
履
歴
抄
」
を
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
教
育
委
員
長
や
委
員
と
し
て
夜
久
野
地
区
の
教
育
行
政
に
関
わ
り
な
が
ら
、
荒
木
は
他
方
で
、
こ
の
時
期
か
ら
政

治
的
な
活
動
も
始
め
て
い
る
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
四
月
に
行
わ
れ
た
京
都
府
知
事
選
挙
で
、

荒
木
は
京
都
府
各
地
で
の
演
説
会
や
街
頭
演
説
に
参
加
す
る
な
ど
、
保
守
系
候
補
の
応
援
活
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
（『
日
記
』

一
九
五
四
年
四
月
条
）。
こ
の
選
挙
で
は
、
結
局
は
現
職
の
蜷
川
虎
三
が
大
差
で
府
知
事
に
再
選
さ
れ
（
こ
の
知
事
選
に
つ
い
て
は

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
四
年
四
月
十
七
日
付
）、
荒
木
の
活
動
は
実
を
結
ば
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
翌
年
に
統
一
地
方
選
挙
の
一
環

と
し
て
京
都
府
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
、
や
は
り
保
守
系
候
補
の
応
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
間
、
頻
繁
に
応
援
演
説
を
行
っ
た

り
し
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
五
五
年
四
月
十
～
二
十
日
条
）。
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
荒
木
は
国
政
選
挙
で
の
応
援
活
動
も
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
荒
木
は
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
い
た
大
学
で
の
専
門
分
野
に
お
け
る
教
育
活
動
も
再
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和

二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
四
月
か
ら
大
阪
商
業
大
学
で
教
養
学
部
の
「
天
文
学
」
の
講
義
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（「
京

都
産
業
大
学
設
立
趣
意
書
」「
荒
木
俊
馬
履
歴
書
」
で
は
大
阪
商
業
大
学
の
教
授
に
任
命
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
谷
大
学

教
授
就
任
と
と
も
に
、
同
大
学
の
兼
任
教
授
に
な
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
史
料
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
が

で
き
て
い
な
い
）。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
荒
木
が
公
職
追
放
解
除
に
な
る
と
、「
あ
ち
こ
ち
か
ら
出
馬
の
交
渉
を
受
け
、
中
に
学
長
候

補
の
内
交
渉
も
二
個
所
か
ら
受
け
」
た
と
い
い
、
ま
た
、
昭
和
二
十
六
年
ご
ろ
に
は
荒
木
を
京
都
大
学
に
復
帰
さ
せ
よ
う
と
い
う
動

き
が
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
同
大
学
の
教
員
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
と
も
い
う
（「
荒
木
俊
馬
よ
り
千
田
勘
太
郎
あ
て
書
状
下
書
き
」

一
九
五
三
年
八
月
二
十
七
日
付
）。
さ
ら
に
昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）の
夏
に
は
、荒
木
は
金
沢
大
学
学
長
選
の
候
補
者
に
も
な
っ
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て
い
る
。
こ
れ
は
荒
木
の
弟
弟
子
で
金
沢
大
学
教
授
で
あ
っ
た
千
田
勘
太
郎
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
選
挙

で
は
荒
木
は
落
選
し※

、
京
都
大
学
復
帰
に
つ
い
て
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

 
※
こ
の
選
挙
は
最
初
同
年
六
月
に
行
わ
れ
、
現
職
の
戸
田
正
三
学
長
に
対
し
て
鳥
養
利
三
郎
前
京
都
大
学
総
長
が
候
補
者
と
な
っ
て
争
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
鳥
養
が 

　

当
選
す
る
が
、鳥
養
が
学
長
就
任
を
辞
退
し
た
た
め
、再
選
挙
と
な
っ
た（
こ
れ
に
つ
い
て
は
金
沢
大
学
五
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編『
金
沢
大
学
五
十
年
史
』通
史
篇
、 

　

金
沢
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
後
援
会
、二
〇
〇
一
年
に
詳
し
い
）。
こ
の
再
選
挙
の
時
に
荒
木
が
候
補
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（「
千
田
勘
太
郎
よ
り
荒
木
俊
馬 

　

あ
て
書
状
」
一
九
五
三
年
七
月
二
十
九
日
付
、「
荒
木
俊
馬
よ
り
千
田
勘
太
郎
あ
て
書
状
下
書
き
」
一
九
五
三
年
八
月
二
十
七
日
付
、
ほ
か
）。

こ
れ
ら
の
自
身
を
巡
る
大
学
関
係
者
の
動
き
に
対
し
て
、
荒
木
は
公
職
追
放
解
除
前
後
の
誘
い
は
断
っ
て
い
る
が
、
金
沢
大
学
の

学
長
候
補
と
な
る
こ
と
は
「
余
り
乗
り
気
で
は
な
い
」（『
日
記
』
一
九
五
三
年
九
月
四
日
条
）
と
し
つ
つ
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
ま

た
、
京
都
大
学
復
帰
に
つ
い
て
も
「
そ
の
す
す
め
に
対
し
て
内
諾
を
与
え
て
い
る
」（「
荒
木
俊
馬
よ
り
千
田
勘
太
郎
あ
て
書
状
下
書

き
」
一
九
五
三
年
八
月
二
十
七
日
付
）
と
荒
木
自
身
が
記
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
は
受
け
入
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
ら

を
総
合
す
る
と
、
昭
和
二
十
八
年
ご
ろ
に
は
荒
木
は
本
格
的
に
大
学
教
員
に
戻
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
最
終
的
に
実
現
す
る
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
荒
木
は
京
都
の
大
谷
大
学
に
招
聘
さ
れ
、
そ
の
専
任
教
授
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
荒
木
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、「
数
学
」
と
「
自
然
科
学
概
論
」「
天
文
学
」
及
び
「
地
学
」
で
あ
っ
た
（「
荒
木
俊
馬
履
歴
抄
」）。
な
お
荒
木
に
与
え
ら

れ
た
大
谷
大
学
の
辞
令
書
に
よ
る
と
、
親
授
待
遇
の
教
授
と
な
っ
て
い
る
（「
大
谷
大
学
辞
令
書
」一
九
五
四
年
十
月
一
日
付
）。「
親

授
」
と
は
、同
大
学
の
設
立
母
体
で
あ
っ
た
真
宗
大
谷
派
の
独
特
の
等
級
制
度
に
お
け
る
、最
高
位
の
「
特
授
」
に
次
ぐ
等
級
で
あ
っ

た
（
龍
谷
大
学
編
『
佛
教
大
辞
彙
』
第
四
・
五
巻
、
冨
山
房
、
一
九
一
六
年
初
版
、
一
九
七
四
年
再
版
）。
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京
都
へ
の
帰
還
と

活
動
領
域
の
拡
大

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
四
月
に
荒

木
は
ま
ず
家
族
を
京
都
に
帰
し
、
続
い
て

荒
木
自
身
も
京
都
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
荒
木
は
夜

久
野
の
教
育
委
員
は
続
け
て
お
り
、
そ
の
後
も
頻
繁
に
夜
久
野
に

通
っ
て
い
る（『
日
記
』一
九
五
四
年
四
月
～
一
九
五
五
年
七
月
条
）。

そ
れ
も
昭
和
三
十
年
半
ば
ま
で
で
、
教
育
委
員
を
辞
め
て
か
ら
は
、

荒
木
は
京
都
を
中
心
に
し
て
、
し
だ
い
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い

く
。
そ
の
活
動
は
主
に
保
守
派
の
論
客
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　

既
に
荒
木
は
、
夜
久
野
在
住
中
か
ら
赤
松
克
麿
が
創
設
し
た
日

本
産
業
協
力
連
盟
が
関
西
連
盟
の
設
立
を
行
お
う
と
し
た
動
き
に

関
わ
っ
て
い
た
が
（「
赤
松
克
麿
・
平
澤
幹
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書

状
」
一
九
五
三
年
八
月
十
七
日
付
、『
日
記
』
一
九
五
三
年
八
月

二
十
一
日
条
）、
京
都
に
帰
還
後
は
自
由
文
教
人
連
盟
や
教
育
父

母
会
議
の
理
事
や
役
員
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

自
由
文
教
人
連
盟
は
、
戦
後
の
教
育
の
あ
り
方
に
危
機
感
を

も
っ
た
学
者
や
思
想
家
ら
が
「
中
正
な
立
場
か
ら
民
族
の
理
想
に

も
と
ず
き
、
日
本
文
教
の
健
全
な
る
発
展
を
目
的
と
し
、
国
民
と

大谷大学時代の荒木俊馬（前列右から2人目）
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と
も
に
教
育
道
の
確
立
を
期
す
」
べ
く
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
五
月
に
設
立
し
た
団
体
で
、
理
事
長
に
國
學
院
大
学
元
教

授
で
中
央
教
育
審
議
会
委
員
も
務
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
増
田
栄
が
就
任
し
、
毎
日
新
聞
の
元
社
長
で
同
社
最
高
顧
問
で
あ
っ
た
高
石

真
五
郎
が
会
長
に
な
っ
た
（
湯
村
栄
一
『
自
由
文
教
人
連
盟
の
回
顧
と
展
望
―
四
国
高
知
大
会
へ
の
報
告
―
』（
自
由
文
教
人
連
盟
、

一
九
五
六
年
）。
増
田
に
つ
い
て
は
『
読
売
新
聞
』
一
九
六
三
年
十
一
月
四
日
付
。
高
石
に
つ
い
て
は
『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
七
年

二
月
二
十
五
日
付
、『
二
〇
世
紀
日
本
人
名
事
典
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
た
だ
し
高
石
が
文
教
人
連

盟
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
『
朝
日
新
聞
』『
二
〇
世
紀
日
本
人
名
事
典
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
）。
ど
う
や
ら
こ
の
団
体
を
実
質

的
に
切
り
盛
り
し
て
い
た
の
は
常
務
理
事
に
な
っ
た
社
会
学
者
で
元
日
本
大
学
教
授
の
湯
村
栄
一
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
当
時
東
京
経

済
大
学
教
授
で
あ
っ
た
伊
部
政
一
ら
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
例
え
ば
自
由
文
教
人
連
盟
の
結
成
に
先
立
っ
て
作

成
さ
れ
た
「
文
教
刷
新
の
意
見
書
」（
公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
蔵
）
中
に
、
伊
部
は
「
民
族
生
命
へ
の
自
覚
」
と

の
論
考
を
寄
せ
て
い
る
）。
荒
木
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
運
動
に
関
わ
り
だ
し
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
か
な
り
早
く
か
ら

関
係
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
満
州
の
元
建
国
大
学
副
総
長
の
作
田
荘
一
と
荒
木
が
活
動
し
て
「
関
西
側
の
文
教
人
の
結
集
の
気
運
が
醸

成
せ
ら
れ
」、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
七
月
に
京
都
の
八
坂
神
社
で
第
一
回
の
会
合
が
開
か
れ
た
と
い
う
（
前
掲
『
自
由
文

教
人
連
盟
の
回
顧
と
展
望
』）。

そ
の
後
、荒
木
は
こ
の
団
体
の
全
国
展
開
に
か
な
り
の
労
力
を
注
い
で
い
る
。表
７
の
よ
う
に
荒
木
は
、昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
）

十
月
の
自
由
文
教
人
連
盟
高
知
本
部
結
成
式
を
最
初
と
し
て
、
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
ま
で
に
四

国
・
九
州
の
自
由
文
教
人
連
盟
で
三
〇
回
以
上
の
講
演
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宮
崎

県
や
佐
賀
県
・
熊
本
県
・
徳
島
県
で
の
地
区
本
部
結
成
式
に
荒
木
が
参
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
荒
木
は
東
京
に
赴
い
た
時
、

頻
繁
に
自
由
文
教
人
連
盟
の
本
部
を
訪
れ
、
増
田
ら
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
荒
木
が
こ
の
団
体
で
か
な
り
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重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
そ
れ
は
荒
木
が
「
自
由
文
教
人
連
盟
京
阪
地
方
本
部　

理
事
長
」
の
肩
書
き
を
使
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（「
荒
木
俊
馬
名
刺
（
自
由
文
教
人
連
盟
京
阪
地
方
本
部
理
事
長
）」）。

他
方
、
荒
木
は
こ
の
時
期
、
全
日
本
教
育
父
母
会
議
の
活
動
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
団
体
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

三
月
に
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
身
は
前
年
八
月
に
結
成
さ
れ
た
東
京
都
父
母
会
議
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
東
京
都
の
教
育
に
関
心

が
深
い
父
母
に
よ
っ
て
「
中
立
的
立
場
で
純
粋
に
教
育
の
問
題
だ
け
を
対
象
と
す
る
団
体
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職
員
団
体
な
ど
教
育
関

係
の
団
体
と
は
対
立
し
な
い
大
衆
組
織
と
し
」
て
組
織
さ
れ
た
と
い
い
、
主
な
事
業
と
し
て
「
△
中
正
健
全
な
教
育
の
あ
り
方
の
研

究
△
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
の
諸
方
策
の
研
究
、
立
案
、
勧
告
、
意
見
の
発
表
△
内
外
の
教
育
の
実
情
の
調
査
研
究
△
教
職
員
の
経

済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
、
協
力
△
講
演
会
、
研
究
会
の
開
催
△
文
献
資
料
の
収
集
、
刊
行
」
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
七
年
九
月
二
日

付
）。
こ
の
東
京
都
父
母
会
議
の
会
長
に
は
戦
前
以

来
著
名
な
弁
護
士
で
あ
っ
た
岩
田
宙
造
が
推
さ
れ
、

歌
人
の
中
河
幹
子
も
副
会
長
と
し
て
関
わ
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
こ
の
運
動
は
各
地
に
広
が
り
、
神
奈

川
県
、
長
野
県
、
福
井
県
、
山
口
県
、
福
岡
県
、
そ

れ
に
関
西
で
支
部
が
つ
く
ら
れ
て
会
員
は
約
二
万

人
に
達
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（『
朝
日
新
聞
』

一
九
五
八
年
三
月
十
六
日
付
）。
そ
こ
で
こ
れ
を
包

括
し
た
全
国
組
織
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
が
全
日
本

増田栄

自由文教人連盟京阪地方本部理事長として挨拶
中の荒木俊馬
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年月日 活動内容 荒木以外の講演者・連盟関係者
1956年10月12日 自由文教人連盟高知本部結成式打ち合わせ
1956年10月13日 自由文教人連盟高知本部結成式にて講演 増田栄・湯村栄一・伊部政一
1956年10月14日 高知県須崎市の公民館にて講演 増田栄・湯村栄一・伊部政一
1957年 1月19日 自由文教人連盟宮崎本部結成式で講演 増田栄・湯村栄一・北岡寿逸
1957年 1月20日 宮崎県串間市串間小学校にて講演 増田栄
1957年 1月21日 宮崎県小林市にて講演 岡薗助左衛門

1957年 1月22日 宮崎県西臼杵郡高千穂町にて講演会 北岡寿逸・湯村栄一・岡薗・
西山

1957年 1月28日 自由文教人連盟本部にて熊本県本部結成の相談 増田栄・湯村栄一
1957年 3月12日 自由文教人連盟本部にて湯村及び岩畔と打ち合わせ 湯村栄一・岩畔豪雄
1957年 5月16日 佐賀市公会堂にて教育刷新講演会 増田栄・湯村栄一・里見岸雄
1957年 5月17日 和田町公民館にて講演会 増田栄
1957年 5月19日 佐賀県杵島郡大町町の公民館で講演会 湯村栄一・藤原一郎
1957年 5月20日 佐賀県伊万里市の伊万里小学校にて講演 湯村栄一・藤原一郎・日下
1957年 6月17日 佐賀県自由文教人連盟結成準備委員会との話し合い
1957年 8月 1日 佐賀県自由文教人連盟発会式、「教育と教育者」講演 増田栄
1957年 8月 3日 熊本県自由文教人連盟発会式、講演会 瀬川次郎カ・増田栄
1957年 8月 6日 佐賀県有田市商工会議所にて講演 北岡寿逸
1957年 8月 7日 佐賀県杵島郡福富村（現杵島郡白石町）にて講演会 盛
1957年 8月 8日 佐賀県名護屋の公民館にて講演会 伊部
1957年11月22日 自由文教人連盟本部訪問。湯村、増田、小原と会う 増田栄・湯村栄一・小原
1957年11月25日 熊本市で講演 増田栄
1957年11月26日 熊本県人吉市で講演 増田栄・横田
1957年12月10日 愛媛県松山市中山町で講演会 湯村栄一・増田栄・小野

1957年12月11日 愛媛県大洲市と喜多郡内子町及び五十崎町（現
喜多郡内子町）で講演会 増田栄・小野

1957年12月12日 愛媛県上浮穴郡久万町（現久万高原町）公民館と愛
媛県上浮穴郡小田町（現喜多郡内子町）で講演会 増田栄・瀬川次郎カ・小野

1958年 2月20日 自由文教人連盟本部訪問
1958年 3月17日 自由文教人連盟本部訪問
1958年 8月23日 自由文教人連盟本部にて橋村修と会談 橋村修

1958年 9月 7日 熊本市公会堂で自由文教人連盟熊本県本部一周
年記念大会、講演

湯村栄一・高村坂彦･園頭･
水野

1958年 9月 8日 熊本県人吉市で講演会 湯村栄一・高村坂彦・谷鉄
馬･横田重左衛門･園頭・関

1958年 9月 9日 熊本県山鹿市と玉名郡南関町にて講演会 湯村栄一･高村坂彦・谷鉄
馬・園頭

1958年10月12日 自由文教人連盟徳島本部結成大会、講演「教師の心理」 徳島大学長（児玉桂三カ）・
増田栄

1958年10月31日 自由文教人連盟本部訪問

1959年 3月12日 自由文教人連盟本部訪問。浦和市埼玉会館で道
徳教育講演会※

講演者：小汀利得・中山マサ・横田重左
衛門　連盟関係者：増田栄・大石義雄

1959年 5月15日 自由文教人連盟本部訪問。近くのビアホールにて懇談 増田栄・湯村栄一
1959年 9月 5日 自由文教人連盟本部を訪ねる 増田栄・湯村栄一・河野

表7　荒木俊馬の『日記』から確認できる自由文教人連盟関係の活動

（次頁に続く）
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教
育
父
母
会
議
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
張
す
る
と

こ
ろ
は
、「
い
ま
の
教
育
は
左
右
両
勢
力
に
よ
っ

て
ゆ
が
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、 

こ
れ
ら
を
排
除
し
、
父
母
、
教
師
、
ま
た
は
一
般

の
〝
教
育
に
関
心
を
持
つ
人
々
〟
の
力
に
よ
り

純
粋
な
立
場
か
ら
教
育
を
発
展
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
点
に
あ
っ
た
と
い
う
（
同
前
）。
ま
た
、
東
京

都
父
母
会
議
の
結
成
大
会
で
は
、「
私
た
ち
は
父

母
と
し
て
の
責
任
を
深
く
反
省
し
、
青
少
年
の
日

本
人
と
し
て
の
教
育
に
対
し
て
も
っ
と
強
力
に

親
心
を
働
か
せ
ま
し
ょ
う
」
の
他
、
六
項
目
の

大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
と
い
う
（『
毎
日
新
聞
』

一
九
五
七
年
八
月
二
十
五
日
付
）。

　

荒
木
は
こ
う
し
た
東
京
都
父
母
会
議
を
土
台

と
し
て
、
全
国
的
な
組
織
展
開
が
な
さ
れ
て
い

く
当
初
か
ら
、
そ
の
運
動
に
関
わ
っ
て
い
た
。

既
に
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）十
一
月
に
は
、

学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
た
準
備
委
員
会
世
話
人

年月日 活動内容 荒木以外の講演者・連盟関係者
1959年10月 3日 京都市熊野会館で自由文教人連盟京阪本部結成式
1959年10月30日 自由文教人連盟本部 増田栄・橋村修
1959年11月14日 自由文教人連盟本部 谷鉄馬・橋村修

1959年11月24日 熊本市で文教人時局講演会、講演「日本をめぐ
る共産勢力の動き」 増田栄・高村坂彦

1959年11月25日 熊本県人吉市にて講演会 増田栄・高村坂彦・谷鉄馬・
阿部・関・横田

1959年11月26日 熊本県玉名市にて講演会
1961年 5月12日 自由文教人連盟本部事務局訪問
1961年 7月19日 自由文教人連盟本部事務局訪問 増田栄
1961年 7月27日 宮崎市にて講演 湯村栄一・増田栄
1961年 7月28日 宮崎市にて講演 増田栄
1961年 7月29日 宮崎県西都市商工会議所にて講演会

1961年 7月30日 宮崎市における自由文教人連盟五周年記念大講
演会にて講演 

湯村栄一・横田重左衛門・
増田栄

1961年 7月31日 宮崎県北諸県郡荘内町（現都城市）にて講演 岡薗助左衛門

1963年 1月26日 京都市都ホテルにて東京より来たる湯村・伊部
と懇談※※

湯村栄一・伊部政一・瀬川
次郎・中川裕

1963年 1月28日 京都市都ホテルにて東京より来たる湯村・伊部
と懇談※※

湯村栄一・伊部政一・瀬川
次郎・中川裕

1963年 2月11日 京都府天田郡夜久野町（現福知山市夜久野町）
東光寺、講演「内外時局と人つくり」※※

※『潮』第26号、自由文教人連盟、1959年4月
※※『潮』第73号、自由文教人連盟、1963年3月
注：『日記』で県名郡名が省略されている場合は、これを補足した。また現在の地名も補足した
典拠：『日記』1956年～ 1961年



第二節　第二次世界大戦後の荒木の行動と意識

57

会
に
参
加
し
て
お
り
、
翌
年
に
開
か
れ
た
結
成
大
会
に
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
荒
木
は
表
８
の
よ
う
に
他
県
で
も
こ
の
団
体

の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
全
日
本
教
育
父
母
会
議
の
関
西
本
部
の
常
務
理
事
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
京
都
に
お
け
る
こ
の
組
織

の
中
核
と
し
て
活
動
し
て
い
っ
た
（「
荒
木
俊
馬
名
刺
（
全
日
本
教
育
父
母
会
議
関
西
本
部
常
務
理
事
）」）。

自
由
文
教
人
連
盟
も
教
育
父
母
会
議
も
共
に
教
育
を
巡
っ
て
設
立
さ
れ
た
組
織
で
、
そ
れ
ら
に
荒
木
が
深
く
関
わ
っ
て
い
っ
た
こ

と
は
、
彼
が
戦
後
教
育
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
意
識
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
荒
木
は
こ
の
他
教
育
と
は
直
接
関
わ
ら
な

い
組
織
に
も
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
は
旧
日
本
軍
に
所
属
し
て
い
た
軍
人
の
全
国
組
織
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
日
本
郷
友
連
盟（
以
下
、

郷
友
連
）
で
あ
る
。

郷
友
連
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
結
成
さ
れ
た
日
本
戦
友
団
体
連
合
会
が
翌
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
改
名
し
、

社
団
法
人
と
な
っ
た
組
織
で
あ
っ
た
。
戦
後
日
本
で
は
陸
軍
海
軍
は
解
体
さ
れ
、
戦
前
の
軍
関
係
者
は
占
領
下
、
表
だ
っ
た
行
動
は

取
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
占
領
が
終
わ
る
と
、日
本
各
地
で
戦
没
兵
士
の
慰
霊
、

遺
族
の
支
援
等
の
活
動
を
行
う
団
体
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
団
体
を
糾
合
し
て

全
国
組
織
と
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ
り
、
結
成
さ
れ
た
の
が
日
本
戦
友
団
体
連
合
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
連
合
会
を
法

人
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
連
合
会
で
は
そ
れ
を
構
成
す
る
各
団
体
を
法
人
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
る
と
連
合
会
自
体

の
法
人
化
も
短
期
間
で
は
で
き
な
い
た
め
、
単
一
団
体
と
し
て
法
人
化
を
行
う
た
め
に
名
称
の
変
更
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

社
団
法
人
化
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
定
款
に
よ
る
と
、
こ
の
組
織
の
目
的
は
「
内
外
の
情
勢
を
明
ら
か
に
し
、
国
防
思
想
の
普
及

及
び
民
防
衛
の
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
民
防
衛
の
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
英
霊
の
顕
彰
及
び
海
外
抑
留
者
の
帰
還
促
進
等
を

行
い
光
栄
あ
る
わ
が
国
の
歴
史
及
び
伝
統
を
継
承
助
長
し
て
祖
国
の
再
建
に
寄
与
す
る
こ
と
」（
社
団
法
人
日
本
郷
友
連
盟
『
日
本

郷
友
連
盟
十
年
史
』
一
九
六
七
年
）
と
さ
れ
て
い
た
。
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全日本教育父母会議福井県支部結成大会（前列中央が荒木俊馬、昭和33年）

年月日 活動内容
1957年11月23日 全日本教育父母会議結成準備委員会世話人会
1957年11月24日 全日本教育父母会議結成準備委員会
1957年12月 1日 全日本教育父母会議近畿ブロック打合会
1958年 1月18日 大阪にて全日本教育父母会議世話人会
1958年 1月25・26日 大阪にて全日本父母会議
1958年 2月11日 父母会議京都支部結成の打合会
1958年 2月20日 全日本教育父母会議結成準備委員会
1958年 2月22日 教育父母会議関西本部結成準備打合会
1958年 3月 1日 教育父母会議実行委員会、全日本教育父母会議関西本部結成大会
1958年 3月12日 福井市人絹会館における教育父母会議福井県支部結成大会にて講演

1958年 3月15日 午前、全日本教育父母会議実行委員会。午後、全日本教育父母会議準備
委員会会議

1958年 3月16日 全日本教育父母会議結成大会
1958年 4月20日 鹿児島山田デパートのホールにて教育父母会議懇談会
1958年 6月10日 京都府教育父母会議
1958年 6月21日 京都教育父母会議運営について打ち合わせ
1958年 7月22日 全日本教育父母会議関西本部
1958年 8月25日 京都教育父母会議理事会
1958年 8月29日 教育父母会議常任理事会
1958年 9月16日 教育父母会議常任理事会
1958年10月 7日 教育父母会議常任理事会
1958年11月11日 教育父母会議関西本部主催、岩田宙造博士歓迎懇談会

表8　荒木俊馬の『日記』から確認できる全日本教育父母会議関係の活動

（次頁に続く）
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年月日 活動内容
1958年11月16日 祇園石段下の弥栄中学校で教育父母会議講演会
1959年 6月27日 京都教育父母会議理事会、理事長に再選
1959年 7月30日 中京区教育父母会議支部結成準備会
1959年10月 6日 教育父母会議常任理事会
1959年11月 7日 教育父母会議京都支部理事会
1959年11月11日 父母会議総会委員会
1959年11月13日 教育父母会議左京区結成相談会
1959年11月21日 教育父母会議京都本部第2回総会
1959年12月13日 左京区教育父母会議結成式
1960年 1月23日 中京区教育父母会議結成式
1960年 2月 6日 教育父母会議京都支部理事会
1960年 2月27日 鳥取県日野町公会堂における教育父母会議日野郡支部結成式にて講演
1960年 5月21日 教育父母会議

1960年 6月23日 紫野小学校にて北区教育父母会議・父母教室、小西保司会「現代の教育
について」座談会出席

1960年 6月26日 右京区父母会議総会
1960年 7月 2日 教育父母会議京都府総会
1960年 7月16日 御室仁和寺白書院にて教育父母会議右京区支部講演会講演
1961年 1月27日 京都府教育父母会議
1961年 4月15日 京都府教育父母会議理事会
1961年 7月 7日 教育父母会議理事会
1961年 7月 9日 京都府教育父母会議総会
1961年 7月15日 高松市披雲閣にて香川県教育父母会議総会記念講演「戦後教育の反省」
1961年 7月21日 京都府教育父母会議総会運営委員会
1961年 8月 8日 教育父母会議理事会
1961年 8月22日 京都府教育父母会議第2回運営委員会
1961年 9月 3日 教育父母会議第2回運営委員会
1962年 3月 5日 京都府教育父母会議
1962年 4月16日 左京区教育父母会議
1962年 4月21日 京都府教育父母会議総会
1962年 4月28日 左京区教育父母会議
1962年 5月 9日 京都府教育父母会議
1962年 7月27日 養徳地区教育父母会議会員懇談会
1962年 7月30日 養徳地区教育父母会議会員懇談会
1962年 8月 2日 養正校地区教育父母会議の集い
1963年 7月 6日 京都府教育父母会議総会
1963年 8月30日 左京区教育父母会議理事長に大原純吉を受諾させる
1963年 9月 9日 左京区教育父母会議
1963年10月29日 京都府教育父母会議常任理事会
1963年11月 4日 左京区教育父母会議運営について相談
1963年11月11日 京都府教育父母会議会長平井社長就任祝賀会
1963年12月12日 京都府教育父母会議常任理事会
1964年 1月25日 京都府教育父母会議新年宴会
1964年 5月 6日 父母会議
1964年 9月13日 京都府教育父母会議総会

典拠：『日記』1957年～ 1964年
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こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
郷
友
連
は
三
八

都
道
府
県
に
支
部
を
置
き
、
登
録
会
員
数

は
二
四
万
五
〇
〇
〇
人
に
達
し
た
と
い
う

（
前
掲『
日
本
郷
友
連
盟
十
年
史
』）。
た
だ
、

そ
の
時
点
で
は
京
都
府
に
は
支
部
が
な
く

結
成
準
備
中
で
あ
っ
た
と
い
い
、
設
立
翌

年
の
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
な
っ

て
よ
う
や
く
京
都
府
支
部
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
荒
木
が
こ
の
郷
友
連
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な

い
が
、『
日
記
』
に
よ
る
と
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）
一
月
十
二
日
に
開
か
れ
た
郷

友
連
京
都
府
支
部
結
成
式
に
は
荒
木
も
参

加
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
推
察
で

き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
後
述
の
よ
う
に
荒

木
が
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
以
来

昵
懇
の
関
係
に
あ
っ
た
岩い
わ

畔く
ろ

豪ひ
で

雄お

が
郷
友

年月日 活動内容
1958年 1月12日 郷友連京都支部結成式
1958年 3月 7日 船井郡瑞穂町にて郷友連支部結成大会の講演
1958年 5月 4日 園部にて郷友連支部大会の講演
1958年 9月27日 下京区郷友会にて講演
1959年 2月 8日 船井郡日吉町殿田中学校にて郷友連船井郡支部結成式の講演
1959年 3月14日 綾部公会堂にて郷友連綾部支部結成式の講演
1959年 8月13日 舞鶴市公会堂にて郷友連講演会、講演「ソ連の外交」
1959年 8月17日 郷友連宇治市支部結成式にて記念講演「大東亜戦争の意義」
1960年 1月 9日 郷友連・三笠復元役員会
1960年 1月17日 七条はとや旅館にて郷友連青年部集会で講演

1960年 6月 5日 京都府郷友連盟光徳分会総会にて講演「日本に対する共産勢力の攻勢と安保
体制」

1960年 6月13日 郷友連北白川分会総会にて講演「日本に対する共産勢力の攻勢と安保体制」

1960年 6月18日 丹後岩滝町公会堂における郷友連岩滝支部主催講演会にて講演「危急存亡の
日本」

1961年 6月21日 郷友連京都支部幹部会講演会に参加
1962年 5月27日 京都府郷友連の会
1963年 2月11日 日本郷友連盟夜久野支部結成大会にて記念講演「内外時局と人つくり」※
1963年 5月11日 枳殻邸における郷友連京都府支部総会に参加

1963年 6月 9日 福知山厚生会館における淳明・昭和・大正学区合同郷友連支部結成総会に出
席

1963年 7月 8日 日本郷友連本部に後宮淳元大将を訪ねる
1963年11月 6日 郷友連主催後宮淳元大将歓迎会
1964年 1月12日 郷友連主催源田実講演会
1964年 8月22日 関西郷友連理事会に出席

表9　荒木俊馬の『日記』から確認できる郷友連関係の活動

※『潮』第73号、自由文教人連盟、1963年3月
注：『日記』で郡町名が省略されている場合は、これを補足した
典拠：『日記』1958年～ 1964年
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連
の
常
務
理
事
を
務
め
て
お
り
、
荒
木
が
昭
和
三
十
年
代
に
関
わ
っ
た
雑
誌
『
国
策
』
の
編
集
の
担
い
手
で
あ
っ
た
北
部
邦
雄
が
京

都
で
の
郷
友
連
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
荒
木
の
こ
の
組
織
へ
の
関
与
は
限
定
的
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
表
９
の
よ
う
に
、
荒
木
の
郷
友
連
関
係
の
活
動
が
京
都
府
内
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
端
的
に

示
し
て
い
る
。
自
由
文
教
人
連
盟
の
場
合
、
荒
木
は
西
日
本
で
広
く
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
郷
友
連
の
場
合
は
、
荒
木
は

京
都
府
下
で
し
か
講
演
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
荒
木
は
い
く
つ
か
の
団
体
の
役
職
に
も
就
い
て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
和
気
清
麻
呂
を
祭
神
と
す
る
京
都
の
護
王

神
社
の
奉
賛
団
体
で
あ
る
護
王
会
の
理
事
で
あ
り
（「
護
王
会
理
事
委
嘱
状
」
一
九
五
七
年
十
一
月
三
日
付
）、
同
神
社
か
ら
は
昭
和

三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
「
神
道
宣
布
講
師
」
も
委
嘱
さ
れ
て
い
る
（「
神
道
宣
布
講
師
委
嘱
辞
令
書
」
一
九
六
三
年
四
月
四
日
付
）。

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
活
動
に
関
わ
る
な
か
で
、
荒
木
は
人
脈
を
広
げ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
や
は
り
保
守
系
の

人
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
一
時
、
荒
木
が
最
も
数
多
く
行
動
を
共
に
し
た
の
は
自
由
文
教
人
連
盟
の
中

核
と
し
て
動
い
て
い
た
湯
村
栄
一
で
あ
る
。『
日
記
』
で
は
自
由
文
教
人
連
盟
関
係
の
会
合
や
教
育
父
母
会
議
の
会
合
に
、
荒
木
は

か
な
り
の
頻
度
で
湯
村
と
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
湯
村
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、
荒
木
よ
り

は
六
歳
下
で
あ
っ
た
。
彼
は
日
本
大
学
法
文
学
部
社
会
科
を
卒
業
後
、日
本
大
学
工
業
学
校
の
教
員
と
な
り
、昭
和
六
年（
一
九
三
一
）

に
は
日
本
大
学
専
門
部
工
科
専
任
講
師
へ
就
任
、
同
八
年
（
一
九
三
三
）
の
日
本
大
学
工
学
校
予
科
長
就
任
を
経
て
、
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
に
同
大
学
の
専
門
部
工
科
教
授
に
就
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
同
大
学
予
科
理
科
教

授
に
な
り
、
工
学
校
教
頭
、
図
書
課
長
、
教
務
課
長
、
同
大
学
工
学
部
教
務
監
を
歴
任
し
た
（「
故
湯
村
栄
一
元
学
長
略
歴
」、『
中

央
商
科
短
期
大
学
論
集
』
第
一
六
号
、
一
九
八
一
年
）。
こ
の
よ
う
に
、
湯
村
は
主
に
工
科
に
身
を
置
い
て
い
た
が
、
そ
の
専
門
は

社
会
学
で
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
は
『
民
族
的
世
界
観
の
研
究
』
と
題
す
る
書
物
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
、「
民
族

戦
後
の
人
的
関
係
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的
世
界
観
と
し
て
の
日
本
精
神
の
研
究
」
を
行
っ
た
も
の
で
、「
こ
の
問
題
を
、
そ
の
抱
懐
す
る
情
熱
的
民
族
観
か
ら
論
じ
」（
加

田
哲
二
「
湯
村
栄
一
著
『
民
族
的
世
界
観
の
研
究
』」、『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
二
年
八
月
十
二
日
付
）
る
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
。

湯
村
は
こ
の
本
と
満
州
国
建
国
時
に
「
国
策
線
に
沿
う
て
全
国
各
大
学
専
門
学
校
青
年
学
徒
を
糾
合
し
て
生
れ
た
」（『
読
売
新
聞
』

一
九
三
八
年
十
二
月
十
七
日
付
）、学
徒
至
誠
会
に
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
教
職
追
放
と
な
り
（『
朝

日
新
聞
』
一
九
四
八
年
三
月
十
七
日
付
、
社
団
法
人
郷
土
教
育
協
会
編
『
日
本
教
育
年
鑑
』
一
九
四
九
年
版
（
日
本
書
籍
株
式
会

社
、
一
九
四
九
年
）、
前
掲
「
故
湯
村
栄
一
元
学
長
略
歴
」）、
大
学
を
辞
め
た
よ
う
で
、
翌
年
二
月
に
日
本
交
通
公
社
と
提
携
し
て
、

日
本
図
書
販
売
株
式
会
社
を
創
立
し
て
そ
の
経
営
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。
湯
村
の
追
放
が
解
除
さ
れ
た
の
は
、
荒
木
よ
り
二
ヵ
月
遅

れ
た
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
年
後
に
は
荒
木
も
関
わ
っ
た
日
本
産
業
協
力
連
盟
理
事
に

就
任
し
て
お
り
、
ま
た
全
日
本
中
小
企
業
連
盟
副
会
長
の
役
職
に
も
就
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
先
述
の
よ
う
に
、
湯
村
は
昭
和

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
自
由
文
教
人
連
盟
の
設
立
に
関
わ
り
、そ
の
常
任
理
事
と
な
る
と
と
も
に
、昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

に
は
全
国
教
育
父
母
会
議
の
常
任
理
事
に
も
な
っ
て
、
荒
木
ら
と
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
湯
村
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
は
学
校
法
人
中
央
学
院
が
東
京
都
中
央
区
に
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に

開
設
し
た
中
央
商
科
短
期
大
学
の
学
長
に
就
任
し
、
以
後
同
学
院
の
中
心
と
な
っ
て
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
は
中
央
学
院
大

学
を
設
立
し
て
そ
の
学
長
も
兼
任
し
、
さ
ら
に
徳
山
大
学
（
現
在
の
周
南
公
立
大
学
）
の
設
立
に
も
関
わ
り
一
時
は
三
つ
の
大
学
の
学

長
を
兼
任
し
た
（
前
掲
「
故
湯
村
栄
一
元
学
長
略
歴
」）。
そ
う
し
た
な
か
で
、
湯
村
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
、
荒
木
に

自
ら
が
主
宰
す
る
中
央
商
科
短
期
大
学
で
の
講
演
を
依
頼
し
（「
湯
村
栄
一
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
五
九
年
十
一
月
十
一
日

付
）、
荒
木
も
そ
れ
を
引
き
受
け
て
同
年
十
一
月
に
「
宇
宙
ス
テ
イ
シ
ョ
ン
と
米
ソ
の
科
学
水
準
」
と
い
う
内
容
の
講
演
を
行
っ
て
い

る
（『
日
記
』
一
九
五
九
年
十
一
月
十
六
日
条
）。
こ
う
し
た
湯
村
と
荒
木
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
会
っ
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
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昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
五
月
一
日
に
「
火
曜
会
」
な
る
会
合
で
同
席
し
て
い
る
の
で
（『
日
記
』）、
そ
の
時
期
に
は
少
な
く
と

も
面
識
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
二
人
は
た
び
た
び
行
動
を
共
に
す
る
が
、
そ
の
交
流
は
本
学
設
立
後
も
続
い
て
い
た
よ

う
な
の
で
（「
湯
村
栄
一
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
葉
書
」
一
九
七
二
年
十
月
二
十
五
日
付
）、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
い
た
。

こ
の
湯
村
の
他
、
荒
木
が
自
由
文
教
人
連
盟
等
の
活
動
を
通
し
て
交
流
し
て
い
た
人
物
に
伊
部
政
一
が
い
る
。
伊
部
は
明
治
四
十
一

年
（
一
九
〇
八
）
生
ま
れ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
荒
木
か
ら
ほ
ぼ
一
回
り
下
の
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
東

京
外
国
語
学
校
露
語
科
を
卒
業
し
た
後
、
す
ぐ
に
ソ
連
に
留
学
し
て
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
で
経
済
学
を
学
ん
だ
と
い
う
。
同
校
卒
業

後
は
一
時
駐
ソ
連
日
本
大
使
館
に
勤
務
し
、
そ
の
後
外
務
省
に
入
っ
て
調
査
官
を
務
め
る
が
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
退
官
し

て
拓
殖
大
学
教
授
に
転
じ
た
。
こ
こ
か
ら
研
究
者
と
し
て
の
生
活
を
始
め
た
よ
う
で
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
拓
殖
大
学

を
退
職
し
て
日
本
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
教
授
と
な
り
、昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）に
は
東
京
経
済
大
学
に
移
っ
た
。
し
か
し
、

伊
部
は
東
京
経
済
大
学
に
は
二
年
し
か
在
籍
せ
ず
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
は
亜
細
亜
大
学
教
授
と
な
る
な
ど
転
々
と
籍
を

移
し
て
い
る
（
伊
部
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、「
伊
部
政
一
履
歴
書
」、
国
立
公
文
書
館
蔵
「
京
都
産
業
大
学
設
置
認
可
申
請
書
」
所
収
を

参
照
）。
そ
の
専
門
は
、ソ
連
経
済
や
計
画
経
済
で
、戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
こ
の
分
野
で
多
数
の
研
究
書
や
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
伊
部
と
荒
木
が
ど
の
よ
う
に
知
り
合
っ
た
の
か
も
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
荒
木
か
ら
歓
待
を
受

け
、
ま
た
雑
誌
『
国
策
』
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
す
る
伊
部
の
礼
状
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
（「
伊
部
政
一
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て

書
状
」
一
九
五
五
年
十
月
二
十
日
付
）、
そ
の
頃
に
は
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
こ
の
二
人
は
自
由
文
教
人
連

盟
等
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
く
が
、特
に
荒
木
が
大
学
設
立
計
画
を
実
行
に
移
そ
う
と
し
た
時
に
は
、二
人
の
交
流
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

荒
木
の
周
り
に
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
義
弟
に
経
済
学
者
が
い
た
も
の
の
、
後
述
の
作
田
荘
一
と
伊
部
の
他
、
経
済
学
関
係
の
知
友
は

さ
ほ
ど
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
伊
部
は
そ
の
面
で
の
ブ
レ
ー
ン
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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こ
う
し
た
直
接
的
な
活
動
を
通
じ
た
交
流
以
外
に
も
、
荒
木
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
一
人
が
元
京
都
帝

国
大
学
経
済
学
部
教
授
で
満
州
の
建
国
大
学
副
総
長
も
務
め
た
作
田
荘
一
で
あ
り
、
ま
た
歴
史
学
者
で
皇
国
史
観
の
主
導
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
平
泉
澄
や
か
つ
て
の
陸
軍
少
将
で
あ
っ
た
岩
畔
豪
雄
も
そ
う
し
た
な
か
の
一
人
で
あ
る
。

作
田
荘
一
は
、
山
口
県
の
出
身
で
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
し
た
経
済
学
者
で
あ
る
。
彼
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

に
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
助
教
授
に
な
り
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
は
教
授
に
昇
進
し
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は

建
国
大
学
創
設
委
員
に
任
命
さ
れ
て
そ
の
設
立
に
関
わ
っ
た
。
京
都
帝
国
大
学
を
定
年
退
職
後
、作
田
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

に
建
国
大
学
副
総
長
に
就
任
し
、
実
質
的
に
同
大
学
を
切
り
盛
り
し
た
が
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）、
学
生
が
反
満
抗
日
活
動

を
行
っ
て
検
挙
さ
れ
た
責
任
を
と
っ
て
辞
職
し
、
日
本
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
言
論
報
国
会
に
参
加
し
て
活
動
を
行
う
が
、
ど
う

や
ら
こ
の
時
に
同
じ
く
同
会
に
加
わ
っ
て
い
た
荒
木
と
知
り
合
っ
た
よ
う
で
（『
日
記
』
で
は
、

一
九
四
三
年
七
月
二
十
日
条
の
言
論
報
国
会
京
都
支
部
発
会
式
の
後
の
「
丹
栄
の
会
」
に
作

田
も
出
席
と
初
め
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
）、そ
の
後
、既
述
の
よ
う
に
戦
時
中
に
行
っ
た
「
関

西
一
一
学
者
の
共
同
宣
言
」
に
共
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

作
田
は
多
数
の
著
作
を
著
し
て
い
る
が
、
彼
の
経
済
学
は
か
な
り
独
特
の
も
の
で
あ
っ
た

と
い
い
、「「
む
す
び
」
の
道
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
経
済
観
の
特
色

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
杉
原
四
郎
他
「
続
柴
田
敬
研
究
文
献
目
録
」、『
青
山
国
際
政

経
論
集
』
第
七
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

　

戦
後
、
公
職
追
放
と
な
っ
た
作
田
は
山
口
に
帰
り
、
後
に
関
西
に
戻
っ
て
滋
賀
大
学
や
龍

谷
大
学
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
、『
道
の
言
葉
』
と
い
う
大
著
を
執
筆
し
て
い
る
。
荒
木
は
こ

作田荘一
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う
し
た
作
田
と
は
、
夜
久
野
に
移
っ
た
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
か
ら
交
信
を
再
開
し
（「
作
田
荘
一
よ
り
荒
木
俊
馬
あ

て
書
状
」
一
九
四
六
年
四
月
十
二
日
付
）、
そ
の
後
も
作
田
が
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
九
五
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
交
流
を

続
け
た
（
作
田
に
つ
い
て
は
、多
田
顕
「
作
田
荘
一
の
経
済
理
論
研
究
（
序
説
）
―
そ
の
生
涯
及
び
著
書
『
自
然
経
済
と
意
志
経
済
』

第
一
章
に
つ
い
て
―
」、『
経
済
論
集
』
第
三
四
号
、
一
九
八
二
年
、
前
掲
「
続
柴
田
敬
研
究
文
献
目
録
」
を
参
照
）。

平
泉
は
、
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
大
学
院
で
研
究
を
続
け
、
講
師
・
助
教
授
・
教
授
と
な
っ
た
人
物
で
、
日
本
中
世
史
の
専
門
家

と
し
て
研
究
業
績
を
積
ん
だ
が
、
し
だ
い
に
国
粋
主
義
的
な
議
論
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
学
生
や
少
壮
軍
人
に
影
響
力
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
存
在
で
あ
っ
た
の
で
、敗
戦
と
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
を
辞
任
し
て
、故
郷
の
福
井
県
大
野
郡
平
泉
寺
村
（
現

勝
山
市
）
に
帰
り
同
地
の
白
山
神
社
の
宮
司
と
な
っ
た
。
彼
も
ま
た
公
職
追
放
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
追
放
解
除
と
な
る
と

再
び
そ
の
主
義
の
宣せ
ん

撫ぶ

の
た
め
の
言
論
活
動
を
展
開
し
た
（
平
泉
澄
に
つ
い
て
は
、
若
井
敏
明
『
平
泉
澄
―
み
国
の
た
め
に
我
つ
く

さ
な
む
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
を
参
照
）。

今
の
と
こ
ろ
、
荒
木
と
平
泉
と
の
交
流
が
分
か
る
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
秋
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
平
泉
が
荒
木 

に
送
っ
た
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
が
（「
平
泉
澄
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
五
一
年
十
月
二
十
七
日
付
）、
そ
れ
に
よ
る
と
ど

う
や
ら
荒
木
が
平
泉
の
下
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
へ
の
礼
状
と
し
て
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
て
い
る
。
荒
木
が
何
故

平
泉
を
訪
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
手
紙
の
な
か
で
平
泉
が
荒
木
の
「
御
先
祖
が
菊
池
勤
王
の
士
な
る
事
」
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
関
係
か
も
し
れ
な
い
。
平
泉
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
『
菊
池
勤
王
史
』
と
い
う
書
物
を
著

し
、
菊
池
氏
一
統
を
顕
彰
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
密
接
に
続
い
た
よ
う
で
、
荒
木
は
平
泉
が
昭
和

二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
創
刊
し
た
『
桃
李
』
と
い
う
雑
誌
に
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
三
本
（
表
６
を
参
照
）、
昭
和

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
「
近
代
自
然
科
学
の
黎
明
」
と
い
う
論
考
を
六
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
る
（「
近
代
自
然
科
学
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の
黎
明
」
一
～
六
、『
桃
李
』
第
六
巻
第
六
・
七
・
八
・
九
・
一
〇
・
一
二
号
）。
さ
ら
に
、
荒
木

は
平
泉
が
重
視
し
た
山
崎
闇
斎
を
祭
る
崎
門
祭
（
平
泉
に
お
け
る
山
崎
闇
斎
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
、
植
村
和
秀
「
歴
史
神
学
者
平
泉
澄
」（
二
・
完
）、『
産
大
法
学
』
第
三
八
巻
第

一
号
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
）
に
も
参
加
し
て
お
り
（「
平
泉
澄
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」

一
九
六
一
年
十
二
月
五
日
付
）、
交
流
は
長
く
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

岩
畔
豪
雄
は
、
荒
木
と
同
年
の
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
生
ま
れ
た
。
岩
畔
は
大
正

七
年
（
一
九
一
八
）
に
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
後
任
官
し
、
関
東
軍
参
謀
や
陸
軍
省
軍
務
局

軍
事
課
長
な
ど
を
経
て
、
太
平
洋
戦
争
直
前
の
日
米
交
渉
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
戦
時
中
は

近
衛
歩
兵
第
五
連
隊
長
と
し
て
マ
レ
ー
作
戦
に
従
事
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
岩
畔
機
関
を
つ
く
っ

て
イ
ン
ド
独
立
工
作
を
行
っ
た
。
敗
戦
後
は
、
岩
畔
も
公
職
追
放
と
な
り
、
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
ま
で
は
一
切
公
職
に
は
就
か
な
か
っ
た
（
岩
畔
に
つ
い
て
は
、
橋
本
惠
『
謀
略
―
か
く
し
て
日
米
は
戦
争
に
突
入
し
た

―
』
早
稲
田
出
版
、一
九
九
九
年
、川
合
全
弘
「
一
軍
人
の
戦
後
―
岩
畔
豪
雄
と
京
都
産
業
大
学
―
」（
上
）（
中
）（
下
）、『
産
大
法
学
』

第
五
〇
巻
第
一
・
二 

号
、
同
前
第
五
一
巻
第
一
号
、
同
前
第
五
三
巻
第
二
号
、
二
〇
一
七
～
二
〇
一
九
年
を
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
な
履
歴
を
も
つ
岩
畔
と
荒
木
が
出
会
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
代
半
ば
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
、
岩
畔
と
語
っ
た
荒

木
は｢

祖
国
日
本
の
前
途
を
憂
え
、
虚
脱
状
態
に
陥
っ
て
い
る
日
本
民
族
を
、
い
か
に
し
て
立
直
ら
せ
る
か
に
就
て
意
気
投
合｣

し
た

と
書
い
て
い
る
（
荒
木
俊
馬
「
弔
詞
」、
岩
畔
伸
夫
編
『
追
想
記
』
一
九
七
〇
年
）。
そ
の
後
、
荒
木
が
岩
畔
と
直
接
関
係
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
岩
畔
の
案
内
で
荒
木
が
電
子
計
算
機
の
ユ
ニ
バ
ッ
ク
を
見
学
し
た
こ
と
を
含
め※

、
二
度 

会
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
（『
日
記
』
一
九
五
七
年
一
月
二
十
八
日
・
三
月
十
二

京都産業大学開学式で挨拶を述べる岩畔豪雄
（昭和40年）
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日
条
）。
し
か
し
、
翌
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
八
月
に
、
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ユ
ニ
バ
ッ
ク
社
へ
伺
い
を
立
て
電
子
計
算
機
の
要
目

な
ど
を
送
付
し
た
こ
と
を
巡
っ
て
、
岩
畔
か
ら
荒
木
に
出
さ
れ
た
手
紙
で
は
、
か
な
り
親
し
げ
な
書
き
方
が
な
さ
れ
て
お
り
（「
岩
畔

豪
雄
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
五
八
年
八
月
十
八
日
付
、
同
年
八
月
二
十
二
日
付
）、
既
に
こ
の
頃
に
は
相
当
昵
懇
な
付
き
合

い
を
し
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
し
か
も
、
既
述
の
よ
う
に
荒
木
は
岩
畔
が
常
任
理
事
で
あ
っ
た
郷
友
連
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、

ま
た
、
両
者
と
も
日
本
国
策
研
究
会
に
関
係
し
、
同
会
が
発
行
し
て
い
た
『
国
策
』
に
共
に
昭
和
三
十
年
代
に
多
数
の
論
考
を
発
表
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
そ
の
関
係
は
確
認
で
き
る
。
こ
の
日
本
国
策
研
究
会
は
、
京
都
で
日
本
主
義
を
掲
げ
て
戦
前
期
に
活
動
し
た
洛

北
青
年
同
盟
及
び
一
心
塾
を
主
宰
し
た
中
川
裕ひ
ろ
し

（
中
川
の
履
歴
に
つ
い
て
は
堀
幸
雄
『
最
新　

右
翼
辞
典
』（
柏
書
房
、二
〇
〇
六
年
）、

中
川
の
活
動
の
一
端
に
つ
い
て
は
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
・
通
史
編
二
（
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
七
九
年
）
を
参
照
）
と
岩

畔
の
盟
友
で
あ
っ
た
北
部
邦
雄
及
び
元
京
都
府
警
察
部
長
で
あ
っ
た
杭く
い

迫せ
こ

軍
二
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く
っ
た
団
体
で
、「
世
界
情
勢
を

冷
厳
に
検
討
判
別
し
て
日
本
の
立
場
を
的
確
に
把
握
す
る
と
共
に
、
政
党
政
派
を
超
越
し
、
小
児
病
的
主
義
主
張
に
拘
泥
せ
ず
、
飽
く

迄
民
族
の
永
久
繁
栄
と
国
民
の
最
大
幸
福
の
た
め
に
、
凡
ゆ
る
階
層
分
野
か
ら
有
能
な
る
人
材
を
結
集
し
て
国
家
の
最
高
国
策
を
審
議

立
案
す
る
事
」
を
掲
げ
て
い
た
（『
国
策
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
五
五
年
）。
岩
畔
は
こ
の
会
で
は
防
衛
委
員
会
の
講
師
と
し
て
名
が

挙
が
っ
て
お
り
、荒
木
も
教
育
委
員
会
の
講
師
と
な
っ
て
い
た
。
後
に
、こ
の
二
人
は
同
会
の
運
営
委
員
に
も
な
っ
て
い
っ
た
（『
国
策
』

第
四
巻
第
一
号
、
一
九
五
七
年
）。
ち
な
み
に
先
に
触
れ
た
作
田
荘
一
も
経
済
委
員
会
の
講
師
と
な
っ
て
い
る
（『
国
策
』
第
二
巻
第
二

号
、
一
九
五
五
年
）。
ま
た
、
岩
畔
は
『
国
策
』
に
一
四
編
の
論
考
を
上
梓
し
て
お
り
（
前
掲
「
一
軍
人
の
戦
後
―
岩
畔
豪
雄
と
京
都

産
業
大
学
―
」（
中
））、
荒
木
も
表
10
の
よ
う
に
一
九
編
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
杭
迫
軍
二
に
よ
る
と
、
荒
木
の
日
本
国
策
研
究
会
で
の
役
割
は
、「
お
お
む
ね
対
話
や
討
論
、
そ
れ
も
主
と
し
て
日
教
組
の

偏
向
と
、同
志
と
も
ど
も
に
舌
戦
を
交
え
る
こ
と
、大
衆
の
集
会
に「
国
策
」の
一
員
と
し
て
時
局
を
論
ず
る
こ
と
で
あ
り
、雑
誌「
国
策
」
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を
通
ず
る
憂
国
の
論
説
を
上
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
（
杭
迫
軍
二
『
続
々
人
生
風
土
記
―
異
色
の
リ
ー
ダ
ー
―
』
一
九
八
六
年
）。

※ 
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
見
学
の
前
に
荒
木
は
自
由
文
教
人
連
盟
本
部
で
岩
畔
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
場
で
、
岩
畔
を
同
連
盟
の
理
事
長
で
あ
っ

た
増
田
栄
と
湯
村
栄
一
に
引
き
合
わ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
（『
日
記
』
一
九
五
七
年
一
月
二
十
八
日
条
）。
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
岩
畔
が
そ
れ
ま
で
は
こ
の
運
動

と
は
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
の
他
に
も
荒
木
は
昭
和
三
十
年
代
か
ら
旧
軍
人
と
の
付
き
合
い
を
広
げ
て
い
る
。
元
陸
軍
大
将
で
参
謀
次
長
を
務

め
た
後う
し

宮ろ
く

淳じ
ゅ
ん

や
同
じ
く
元
陸
軍
大
将
で
陸
軍
大
臣
や
文
部
大
臣
も
務
め
た
荒
木
貞
夫
、元
海
軍
大
佐
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
転
戦
し
、

航
空
参
謀
と
し
て
真
珠
湾
攻
撃
の
作
戦
を
立
案
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
源
田
実
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
北
部
邦
雄
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。
北
部
は
、
陸
軍
士
官
学
校
で
岩
畔
と
同
期
で
あ
り
、
戦
時
中
に
は
岩
畔
機
関
に
属
し
て
活
動
し
、
敗
戦
後
陸
軍
大
佐

で
退
役
し
て
い
る
（
前
掲
「
一
軍
人
の
戦
後
―
岩
畔
豪
雄
と
京
都
産
業
大
学
―
」（
上
））。
荒
木
は
北
部
の
こ
と
を
「
無
二
の
芳
友
」

と
呼
び
、
ま
た
、「
明
治
初
期
の
軍
人
だ
っ
た
ら
恐
ら
く
陸
軍
大
将
は
間
違
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
豪
傑
で
而
も
無
欲
恬
淡
、
私
の

理
想
的
軍
人
と
し
て
肝
胆
相
照
ら
す
所
が
あ
っ
た
」（『
日
記
』、
一
九
六
三
年
〔
京
都
産
業
大
学
創
立
メ
モ
―
そ
の
一
〕
一
九
七
四

年
六
月
八
日
記
）
と
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
北
部
と
は
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
荒
木
と
後
宮
は
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
（「
後
宮
淳
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
六
〇

年
五
月
二
十
五
日
付
）、
後
宮
が
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
郷
友
連
の
会
長
に
就
任
し
て
以
降
、
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
（
前
掲
『
日
本
郷
友
連
盟
十
年
史
』、『
日
記
』
一
九
六
三
年
六
～
十
二
月
条
）。
荒
木
貞
夫
と
荒
木
俊
馬
の
関
係

も
昭
和
三
十
年
代
初
頭
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
ど
う
や
ら
護
王
神
社
の
役
職
に
就
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
荒
木
貞
夫
は
戦
前
陸
軍
の
皇
道
派
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
そ
の
行
動
か
ら
戦
後
は
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
終
身
刑
を
受
け
、
巣

鴨
刑
務
所
で
服
役
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
仮
釈
放
の
う
え
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
七
日
に
同
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日
の
服
役
時
点
ま
で
の
減
刑
を
受
け
刑
期
満
了
と
な
り
（
日
暮
吉
延
『
東
京
裁
判
』
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
こ
れ
以
後
、
講
演

な
ど
の
活
動
を
始
め
た
（
前
掲
『
二
〇
世
紀
日
本
人
名
事
典
』）。
そ
の
一
環
で
あ
ろ
う
、
彼
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月

三
日
に
は
護
王
神
社
で
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
講
演
会
に
荒
木
俊
馬
も
参
加
し
て
お
り
、
し
か
も
、
翌
日
は
護
王
神
社
の

春
の
大
祭
が
あ
り
、そ
れ
に
も
こ
の
二
人
は
参
列
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、こ
こ
で
出
会
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（『
日
記
』）。

源
田
実
と
荒
木
の
そ
も
そ
も
の
出
会
い
が
い
つ
な
の
か
も
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

十
二
月
に
荒
木
が
源
田
に
現
代
天
文
学
事
典
を
贈
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
礼
状
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
頃
に
は
な
ん
ら
か
の
音

信
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（「
池
田
浩
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
五
九
年
十
二
月
十
日
付
。
な
お
、
本
状
は
源
田
の
代

理
と
し
て
幕
僚
長
副
官
の
池
田
が
荒
木
へ
あ
て
た
礼
状
で
あ
る
）。
源
田
は
戦
後
民
間
企
業
の
経
営
に
携
わ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
九

年
（
一
九
五
四
）
に
空
将
補
と
し
て
自
衛
隊
に
入
り
、
航
空
幕
僚
監
部
装
備
部
長
、
航
空
総

隊
司
令
等
を
歴
任
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
七
月
に
航
空
幕
僚
長
に
就
任
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
荒
木
が
事
典
を
送
っ
た
の
は
源
田
が
幕
僚
長
に
な
っ
た
直
後
の
時
期
で
あ
っ

た
。
源
田
は
航
空
幕
僚
長
を
三
年
弱
務
め
た
後
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
に
退

官
し
て
、
同
年
七
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
全
国
区
に
立
候
補
し
当
選
し
た
。
こ
の
選

挙
の
時
、
荒
木
は
、
彼
に
言
わ
せ
れ
ば
源
田
実
関
西
選
挙
対
策
委
員
長
と
な
っ
て
、
そ
の
応

援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
六
二
年
六
月
条
。
た
だ
、
残
さ
れ
て
い
る
名
刺

は
「
源
田
実
後
援
会
京
都
支
部
会
長
」
と
な
っ
て
い
る
（「
荒
木
俊
馬
名
刺
（
源
田
実
後
援

会
京
都
支
部
会
長
）」））。
な
お
、
源
田
は
、
そ
の
後
四
回
参
議
院
選
挙
に
当
選
し
、
自
民
党

の
国
防
部
会
長
や
両
院
議
員
総
会
長
を
務
め
て
、
政
界
で
保
守
派
と
し
て
か
な
り
の
存
在
感

京都産業大学開学式で挨拶を述べる荒木貞夫
（昭和40年）
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を
示
し
た
（
源
田
に
つ
い
て
は
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
九
年
七
月
十
七
日
付
、『
読
売
新
聞
』

一
九
八
九
年
八
月
十
五
日
付
、
衆
議
院
・
参
議
院
編
『
議
会
制
度
百
年
史　

貴
族
院
・
参
議

院
議
員
名
鑑
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
）。

戦
後
社
会
に
つ

い
て
の
考
え

こ
の
よ
う
に
荒
木
俊
馬
は
戦
後
保
守
系
の
人
達
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

を
広
げ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
戦
後
の
日
本
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

強
い
問
題
意
識
と
危
機
感
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
既
に
戦
時
期
か
ら
荒
木
は
国
粋

主
義
的
意
識
を
強
く
も
ち
、
そ
れ
を
鼓
吹
す
る
言
論
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
戦
後
も
そ
の

意
識
を
維
持
し
つ
つ
、
戦
後
改
革
に
よ
っ
て
社
会
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ

の
意
識
を
さ
ら
に
強
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
荒
木
の
考
え
方
は
、
表
10
に
掲
げ
た

荒
木
の
戦
後
の
諸
著
作
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
荒
木
が
繰
り

返
し
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
「
進
歩
的
知
識
人
」
や
言
論
界
の
動
き
で
あ
っ
た
。

　

荒
木
に
と
っ
て
は
、
日
本
の
戦
後
の
変
革
は
ア
メ
リ
カ
が
「
日
本
弱
体
化
政
策
に
基
づ
き
、
一
方
的
弾
圧
に
よ
っ
て
、
断
行
し
た

結
果
」（「
戦
後
十
三
年
―
第
一
次
世
界
大
戦
後
十
三
年
の
ド
イ
ツ
の
想
い
出
と
教
訓
―
」、『
国
策
』
第
五
巻
第
五
号
、
一
九
五
八

年
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
政
策
を
実
行
し
た
当
初
は
、「
少
な
く
と
も
日
本
を
祖
国
と
意
識
す

る
国
民
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
米
国
占
領
軍
の
強
制
に
よ
る
変
革
を
心
よ
く
受
け
容
れ
た
も
の
は
、
上
は
閣
僚
を
始
め
一
般
爲
政

者
よ
り
、
下
は
一
般
庶
民
に
至
る
ま
で
、
恐
ら
く
一
人
も
居
な
か
っ
た
」（
同
前
）
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
占
領
軍
の
宣
伝
と

宣
撫
と
、｢

敗
戦
の
高
電
圧
的
精
神
衝
撃
の
結
果
と
し
て｣

、
い
つ
の
ま
に
か
こ
の
改
革
が
「
日
本
国
民
が
自
主
的
に
自
ら
進
ん
で

断
行
し
た
最
も
進
歩
的
な
日
本
の
革
新
で
あ
っ
た
か
の
」（
同
前
）
よ
う
に
思
い
込
む
人
が
増
え
た
と
荒
木
は
考
え
て
い
る
。
そ

開学10周年記念式典の祝宴における源田実
（中央、昭和50年）
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表10　荒木俊馬の京都帰還後大学創設までの専門領域外の著作（初版・初出のみ）

典拠：学校法人京都産業大学編『荒木俊馬資料　概観』（京都産業大学、2008年）、荒木俊馬『疇
山遺珠』（荒木雄豪、1979年）、京都産業大学大学史編纂室所蔵史料より作成

タイトル 掲載誌・書 発行年月
「紅もゆる」 『三高同窓会報』昭和30年1月 1955年 1月
「脱線時間談義」 『大谷大学時報』12 1955年 6月
「わが、アメリカに降伏せざるの記」 『新論』1（2） 1955年 8月
「天行健」 『人と人』昭和30年11月 1955年11月
「敗戦十年」 『国策』2（2） 1955年11月
「公式」 『国策』2（3） 1955年12月
「皇紀二六一七年」 『国策』3（1） 1956年 1月
「ケ・セラ・セラ」 『国策』3（2） 1956年 2月
「南極探検と領土権」 『国策』3（3） 1956年 4月
「白線浪人」 『国策』3（4） 1956年 5月
「「逆コース」と「立直し」」 『国策』3（5） 1956年 6月
「『人間』といふ言葉」 『人と人』昭和31年7月 1956年 7月
「国際地球観測年と南極探検―領土権の問題―」『平安』23（8） 1956年 8月
「日ソ交渉雑感」 『国策』3（8） 1956年 9月
「武愚と文弱」 『国策』3（9） 1956年10月

「人間の両半面」 大谷大学時報社編『文化と伝統』
2、大谷大学時報社 1956年10月

「日ソ交渉妥結と日本国民の覚悟」 『国策』3（10） 1956年11月
「現代人の生活」 『眞宗』639 1957年 1月
「自衛隊の問題」 『国策』4（3） 1957年 3月
「二つの外交使節」 『国策』4（5） 1957年 5月
「「戦後」を解消せよ」 『国策』4（6） 1957年 6月
「思考力の喪失」 『国策』4（9） 1957年 9月
「和と恩」 『眞宗』650 1958年 1月
「教育勅語と教師の倫理綱領」 『国策』5（1） 1958年 1月
「人工衛星と宇宙時代」 『国策』5（2） 1958年 2月
「紀元節復活談義」 『日本』8（2） 1958年 2月

「紀元節と紀年」 日本文化研究会編『神武天皇紀元論
―紀元節の正しい見方―』立花書房 1958年 3月

「戦後十三年―第一次世界大戦後十三年の
ドイツの想い出と教訓―」 『国策』5（5） 1958年 5月

「衆院総選挙のあとをかえりみて」 『国策』5（6） 1958年 6月
「金環日食と種子ヶ島」 『大谷大学時報』21 1958年 6月
「教師みな北をさして走る」 『父母会議』10 1958年 7月
「暗示現象と感応精神病」 『国策』5（12） 1958年12月
「署名運動」 『日本談義』181 1959年 1月
「現代日本人気質」 『潮』26 1959年 4月
「特権意識武勇譚」 『国民運動』24 1959年 6月
「河上彦斎のこと」 『日本』9（10） 1959年10月
「進歩的でない学者の考へること」 『日本談義』202 1960年 3月
「老兵の希望」 『多士』89 1961年 3月
「人つくり私見」 『潮』73 1963年 3月
「日本精神と神話」 『流れ』11（5） 1963年 5月
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う
し
た
状
況
が
促
進
さ
れ
た
背
景
に
は
、「
い
わ
ゆ
る
『
進
歩
的
』
な
学
者
、
評
論

家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
（
中
略
）
事
大
根
性
、
迎
合
心
理
、
附
和
雷
同
性
が
マ
ス
・

コ
ミ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
っ
て
」（
同
前
）
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し

か
も
そ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
進
歩
的
知
識
人
」
は
、
共
産
主
義
や
社
会
主
義
的
な
考

え
に
共
感
し
て
お
り
、
占
領
が
終
わ
っ
た
後
に
、
占
領
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
改

革
」
を
見
直
す
べ
き
な
の
に
、
そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
と
荒
木
は
言
っ
て
い
る
。
彼
に

言
わ
せ
れ
ば
、
日
本
が
物
質
的
生
活
に
お
い
て
驚
異
的
復
興
を
成
し
遂
げ
、
心
に
余

裕
を
も
っ
て
く
る
と
、「
民
族
意
識
に
目
覚
め
、
精
神
的
に
自
主
独
立
性
を
求
め
る
衝

動
に
駆
ら
れ
る
こ
と
は
、
民
族
的
本
能
」
で
あ
り
、
占
領
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
大

変
革
に
対
し
て
、「
日
本
国
民
が
反
省
し
、
批
判
し
、
再
検
討
し
て
、
そ
の
改
め
る
べ

き
を
改
め
ん
と
意
欲
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
際
、
再
改
革
の
主
点
が
日
本
民
族
の
祖
国
意
識
の
覚
醒
、
精
神
的

自
主
独
立
の
奪
回
に
あ
る
べ
き
こ
と
も
、
ま
た
当
然
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
の
に
、「
今
日
の
い
わ
ゆ
る
進
歩
的
な
知
識
人
、
文

化
人
」
が
「
占
領
軍
の
意
図
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
新
体
制
を
ば
無
条
件
に
頑
固
に
墨
守
せ
ん
と
」
し
て
、
そ
れ
を

「『
逆
コ
ー
ス
』
と
か
『
反
動
』
な
ど
と
称
し
て
、
こ
と
ご
と
に
反
対
す
る
」（
同
前
）
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
荒
木
に
言

わ
せ
れ
ば
、
彼
ら
が
戦
後
の
民
主
化
を
最
良
の
も
の
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
う
し
た
人
達
の
行
動
に

は
矛
盾
が
あ
る
と
荒
木
は
指
摘
す
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
う
や
っ
て
占
領
軍
が
行
っ
た
こ
と
を
「
民
主
主
義
政
治
の
模
範
の
如
く

謳
歌
し
、
日
本
を
ば
民
主
主
義
に
解
放
し
た
救
世
主
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
尊
崇
し
」（「
敗
戦
十
年
」、『
国
策
』
第
二
巻
第
二

号
、
一
九
五
五
年
）
な
が
ら
、
そ
の
言
論
界
が
講
和
条
約
に
よ
っ
て
、「
独
立
国
と
な
っ
た
途
端
に
、
忽
ち
掌
を
翻
へ
す
如
く
反
米

「戦後十三年―第一次世界大戦後十三年のドイツの
想い出と教訓―」『国策』第5巻第5号(昭和33年)
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主
義
に
豹
変
し
」
て
、「
今
度
は
米
国
を
ば
第
三
次
世
界
大
戦
の
計
画
者
と
し
て
攻
撃
す
る
」（
同
前
）
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
「
進
歩
的
知
識
人
」
の
言
説
や
行
動
に
対
す
る
批
判
を
荒
木
は
文
章
と
し
て
多
数
発
表
し
た
だ
け
で
な
く
、
前
述 

し
た
講
演
会
で
も
繰
り
返
し
表
明
し
て
い
た※

（
第
二
章
第
二
節
「
京
都
へ
の
帰
還
と
活
動
領
域
の
拡
大
」
を
参
照
）。

 

※
講
演
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
上
、
実
際
の
記
録
は
ほ
ぼ
な
い
が
、
荒
木
が
残
し
た
講
演
原
稿
下
書
き
を
見
る
限
り
、
同
じ
様
な
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
考
え 

　

ら
れ
る
。

こ
う
し
た
「
進
歩
的
知
識
人
」
に
対
す
る
批
判
と
と
も
に
、
荒
木
は
戦
後
の
日
本
人
の
考
え
方
や
行
動
に
危
惧
の
念
を
強
く
抱
い

て
い
た
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
な
か
に
「
た
だ
、
そ
の
日
そ
の
日
を
、
ど
う
に
か
面
白
く
、
お
か
し
く
暮
し
て
ゆ
き
さ
え
す
れ
ば
よ

い
の
だ
、
明
日
は
ま
た
明
日
の
こ
と
で
、
極
端
に
い
え
ば
、『
後
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ
』
で
、
そ
こ
に
は
理
想
も
な
け
れ
ば
希
望

も
な
く
、
自
主
的
に
自
分
の
人
生
を
築
き
上
げ
よ
う
と
い
っ
た
意
力
な
ど
は
微
塵
も
み
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
精
神
状
態
（
荒
木
は

こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
当
時
の
流
行
語
を
使
っ
て
、
こ
れ
を
「
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
的
精
神
状
態
」
と
言
っ
て
い
る
）
が
戦
後
ず
っ
と

続
い
て
い
る
と
い
う
危
惧
で
あ
る
（「
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
」、『
国
策
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
五
六
年
）。
荒
木
に
言
わ
せ
れ
ば
、
戦

後
の
日
本
は
「
一
切
合
切
が
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
」
で
あ
っ
た
。「
内
政
・
外
交
も
、
経
済
・
産
業
も
、
治
安
・
国
防
も
、
文
化
・
教

育
も
、
す
べ
て
が
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
で
あ
る
、
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
酷
な
批
評
で
は
あ
る
ま
い
」（
同
前
）
と
荒
木
は
み
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
重
大
な
事
態
を
も
た
ら
す
と
荒
木
は
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
「
ケ
・

セ
ラ
・
セ
ラ
」
と
い
う
こ
と
は
、「
要
す
る
に
自
分
の
自・

・

・

・

由
意
志
を
も
た
ぬ
と
い
う
こ
と
」
で
あ
り
、「
確
乎
た
る
自
由
意
志
の
な
い

と
こ
ろ
に
進
歩
発
展
は
あ
り
得
な
い
」（
同
前
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
老
若
を
問
わ
ず
、
男
女
を
問
わ
ず
、
日

本
国
民
と
し
て
の
堅
実
な
自
由
意
志
を
失
っ
た
も
の
の
、
余
り
に
も
多
い
と
い
う
」
状
態
で
は
、「
日
本
国
家
の
再
建
発
展
も
、
日

本
新
文
化
の
創
造
開
化
も
、
で
き
る
は
ず
は
な
く
、
世
界
の
情
勢
の
流
転
の
ま
に
ま
に
、
ま
た
国
内
事
情
の
変
化
に
と
も
な
い
、
或



第二章　荒木俊馬と人材育成への情熱

74

い
は
天
災
地
変
に
も
一
喜
一
憂
し
て
、
日
本
国
家
も
日
本
民
族
も
、

あ
た
か
も
水
に
浮
ぶ
根
な
し
草
の
ご
と
く
、
衰
亡
放
浪
の
一
路
を

た
ど
る
ば
か
り
で
あ
ろ
う
」（
同
前
）
と
荒
木
は
憂
え
て
い
た
の
で

あ
る
。

荒
木
の
戦
後
教

育
・
大
学
観

こ
う
し
た
荒
木
の
戦
後
の
社
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
問
題
意
識
は
、
当
然
の
こ
と
と
し

て
教
育
観
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
戦
後
に
行
わ
れ
た
教
育
改
革
も

荒
木
に
言
わ
せ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
日
本
弱
体
化
政
策
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
荒
木
は
そ
れ
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
教
育
体
制
や
内
容
を
す
べ
て
問
題
で
あ
る
と

考
え
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
残
さ
れ
て
い
る
教
育
に
つ
い
て

の
演
説
の
原
稿
の
な
か
に
は
、「
一
つ
と
し
て
碌
な
も
の
は
な
い
様

で
あ
る
が
、
し
か
し
非
常
に
得
を
し
た
と
い
う
の
も
あ
る
」
と
し

て
、
そ
の
代
表
と
し
て
、「
教
育
の
主
体
が
わ
れ
わ
れ
国
民
に
あ
る
」

と
い
う
原
則
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
と
、
義
務
教
育
の
六
・
三
制
の

採
用
を
挙
げ
て
い
る
（「
原
稿
下
書
き
（
戦
後
教
育
行
政
に
つ
い

て
）」
昭
和
三
十
六
年
カ
）。
し
か
し
、
そ
う
し
た
面
は
あ
っ
た
と

し
て
も
、
戦
後
教
育
の
あ
り
方
は
根
本
的
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る

法秩序確立国民会議で演壇に立つ荒木俊馬（左から4人目、昭和33年）
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と
荒
木
は
主
張
し
て
い
る
。
義
務
教
育
と
い
う
の
は
「
国
民
教
育
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
無
視
さ
れ

て
い
る
と
荒
木
が
考
え
る
か
ら
で
あ
る
（
同
前
）。

荒
木
に
よ
れ
ば
ど
こ
の
国
で
も
教
育
の
基
本
は
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
戦
後
教
育
の
根
本
法
規
と
し
て
制
定
さ
れ

た
教
育
基
本
法
に
は
教
育
の
目
的
と
し
て
抽
象
的
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
日
本
人
を
教
育
す
る
と
い
う
点
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
他
方
、
他
の
国
で
は
、
例
え
ば
「
米
国
の
教
育
法
は
米
国
に
忠
誠
を
誓
う
米
国
人
を
教
育
す
る
基
本
法
」
で
あ
り
、

「
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
基
本
法
は
祖
国
フ
ラ
ン
ス
に
忠
誠
を
尽
す
フ
ラ
ン
ス
人
を
教
育
す
る
基
本
法
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、「
世
界

中
の
如
何
な
る
国
で
も
、
教
育
は
そ
れ
ぞ
れ
、
先
ず
第
一
に
そ
の
祖
国
に
尽
す
国
民
を
教
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」（「
教

育
勅
語
と
教
師
の
倫
理
綱
領
」、『
国
策
』
第
五
巻
第
一
号
、
一
九
五
八
年
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
教
育
基
本
法
で
は
、

そ
の
点
が
欠
如
し
て
お
り
、
一
体
ど
こ
の
国
の
人
間
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
荒
木
の
考
え
の
根
底
に
は
、「
日
本
国
民
で
あ
る
前
に
世
界
人
類
の
一
員
と
か
、
職
能
を
離
れ
て
の
た
だ

の
人
間
と
い
っ
た
抽
象
的
人
間
の
形
成
で
は
な
く
、
日
本
国
民
と
し
て
そ
の
義
務
・
責
任
を
果
し
、
各
自
の
職
域
に
応
じ
て
日
本
国

家
に
奉
仕
す
る
と
こ
ろ
の
現
実
的
日
本
人
の
形
成
こ
そ
が
、
基
本
的
人
権
に
値
す
る
一
個
の
人
間
の
形
成
で
あ
り
、
こ
れ
が
国
つ
く

り
の
基
本
た
る
人
つ
く
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
（「
人
つ
く
り
私
見
」、『
潮
』
第
七
三
号
、
一
九
六
三
年
）。

荒
木
は
、さ
ら
に
教
育
基
本
法
に
は
も
う
一
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、「
例
え
ば『
真
理
と
正
義
を
愛
し
』と
か
、

『
自
主
的
精
神
に
充
ち
』
と
か
、
そ
の
他
ど
こ
で
も
文
句
だ
け
は
立
派
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
ら
ば
、
そ
の
真
理
と
は
何
か
、
正

義
と
は
何
か
、
自
主
的
精
神
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
、
一
口
に
言
え
ば
、
ど
ん
な
国
民
が
心
身
共
に
健
康
な
日・

・本
国
民
で
あ

る
の
か
、『
人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
』
そ
の
人
格
な
る
も
の
が
如
何
な
る
人
格
で
あ
る
の
か
、
何
一
つ
そ
の
内
容
が
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
な
い
」（
前
掲
「
教
育
勅
語
と
教
師
の
倫
理
綱
領
」）
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
倫
理
綱
領
が
全
く
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
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い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
荒
木
は
戦
前
の
教
育
勅
語
の
優
位
性

を
挙
げ
る
。「
日
本
の
建
国
が
宏
遠
な
昔
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
建
国
の
根
本
理
念
が
道
徳
国
家
の
建
設
に
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
道
統
が
今
日
ま
で
不
易
に
継
統
し
て
来

た
こ
と
に
教
育
の
淵
源
は
あ
る
の
だ
、
と
前
置
き
し
て
、

日
本
人
が
人
間
と
し
て
、
ま
た
日
本
国
民
と
し
て
実
践
す

べ
き
重
要
な
倫
理
綱
領
を
列
挙
し
て
あ
る
」（
同
前
）
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と「
教
育
基
本
法
は
全
く『
思

想
の
空
白
』
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
あ

る
ま
い
」（
同
前
）
と
も
荒
木
は
言
う
。
荒
木
に
言
わ
せ
れ
ば
、
日
本
の
戦
前
の
教
育
は
こ
の
教
育
勅
語
を
基
本
と
し
て
、「
明
治
維

新
以
来
、経
験
に
経
験
を
重
ね
、改
良
に
改
良
を
加
へ
て
、日
本
の
国
情
と
民
族
性
と
に
則
す
る
や
う
に
出
来
上
っ
た
も
の
」
で
あ
り
、

「
そ
れ
故
、
学
制
の
形
式
は
変
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
根
本
方
針
や
精
神
に
は
棄
つ
可
か
ら
ざ
る
多
く
の
点
」（「
科
学
と
科
学
者
と

祖
国
（
上
）」、『
桃
李
』
第
二
巻
第
七
号
、
一
九
五
二
年
）
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
占
領
軍
は
こ
の
教
育

勅
語
を
「
棚
上
げ
し
」（
前
掲
「
教
育
勅
語
と
教
師
の
倫
理
綱
領
」）、
そ
の
代
り
に
教
育
基
本
法
を
作
ら
せ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本

の
教
育
は
根
本
を
失
い
、「「（
前
略
）
日
本
国
民
で
あ
る
前
に
先
ず
世
界
人
類
の
一
員
と
し
て
の
人
間
を
形
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と

主
張
し
て
、
祖
国
愛
も
民
族
意
識
も
喪
失
し
た
亡
国
流
浪
の
民
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
努
力
す
る
。
ま
た
「
教
育
は
機
会
均
等
で
あ

る
べ
き
だ
か
ら
、職
業
を
身
に
つ
け
る
前
に
、教
養
豊
か
な
民
主
的
人
間
の
形
成
が
先
行
す
べ
き
だ
」
と
い
っ
て
、小
中
高
の
六
・
三
・

「人つくり私見」『潮』第73号(昭和38年)
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三
か
ら
大
学
の
教
養
学
部
の
二
年
ま
で
、利
己
的
な
雑
学
教
養
と
自
己
権
利
の
主
張
だ
け
を
教
え
こ
む
」（
前
掲
「
人
つ
く
り
私
見
」）

こ
と
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
後
の
教
育
に
対
す
る
根
源
的
な
問
題
意
識
と
共
に
、
荒
木
は
戦
後
の
教
育
者
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
大
き
な
不
満

と
危
機
意
識
を
も
っ
て
い
た
。
一
言
で
言
え
ば
、
戦
後
日
本
で
は
教
師
が
労
働
者
化
し
て
お
り
、
し
か
も
組
合
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
た
こ
と
に
対
す
る
危
機
感
で
あ
る
。そ
れ
も
教
師
が
自
主
的
な
判
断
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
わ
け
で
な
く
、日
教
組
の
指
示
に
従
っ

て
そ
う
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
強
く
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
荒
木
に
言
わ
せ
れ
ば
「
個
人
個
人
と
し
て
は
誠
に
立
派
な
人

格
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
教
職
員
の
人
ま
で
も
が
、日
教
組
の
指
命
に
は
無
条
件
に
服
従
し
」
て
、「
自
分
で
は
考
え
る
こ
と
を
せ
ず
、

た
だ
指
令
、指
導
通
り
に
や
っ
て
行
き
さ
え
す
れ
ば
（
中
略
）
日
本
の
国
民
教
育
は
自
然
と
立
派
に
完
成
す
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
」

い
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
な
の
で
あ
る
（
前
掲
「
ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ
」）。
つ
ま
り
教
師
と
し
て
の
自
覚
が
な
い
と

荒
木
は
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
の
教
育
の
あ
り
方
に
強
い
問
題
意
識
を
も
ち
、
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
表
明
し
て
い
た
荒
木
は
、
戦
後

の
大
学
の
あ
り
方
に
も
厳
し
い
見
方
を
し
て
い
た
。
荒
木
は
、
戦
後
の
大
学
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
多
数
の
新
制
大
学
が
生
ま
れ
、

こ
の
狭
い
日
本
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
よ
り
も
寧
ろ
多
い
く
ら
い
の
大
学
が
簇
生
し
た
」
こ
と
は
、「
文
化
国
家
建
設
の
大
き
な
具

体
的
実
現
の
一
面
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」（「
白
線
浪
人
」、『
国
策
』
第
三
巻
第
四
号
、
一
九
五
六
年
）
と
も
言
え
る
が
、
実
態
は

そ
う
で
な
い
と
言
う
。
そ
れ
は
「
戦
後
に
雨
後
の
筍
の
如
く
簇
生
し
た
わ
が
国
の
新
制
大
学
の
多
く
は
、
名
称
だ
け
は
堂
々
た
る
大

学
で
あ
る
が
、
実
質
は
ほ
と
ん
ど
大
学
で
は
な
い
」（
同
前
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
根
本
原
因
を
荒
木
は
研
究
能
力
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
い
く
ら
校
舎
の
建
築
が
堂
々
と
し
て
い
て
も
、
新
制
大
学
に
は
「
研
究
施
設
も
備
わ（
マ
マ
）ず

、
教
授
陣
も
揃
わ
な
い
」（
同
前
）

と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
荒
木
が
強
い
危
惧
を
抱
い
て
い
た
の
は
教
員
の
質
で
あ
っ
た
。「
教
授
は
人
間
で
あ
る
か
ら
、
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ど
ん
な
に
金
を
か
け
て
も
、
流
れ
作
業
で
多

量
生
産
す
る
と
い
っ
た
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。

だ
か
ら
大
学
教
授
の
大
欠
乏
」（
同
前
）
が
生

じ
て
い
る
と
荒
木
は
言
う
の
で
あ
る
。
彼
に

言
わ
せ
れ
ば
そ
れ
は
当
然
で
、
戦
前
は
「
僅

か
に
三
十
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
の
が
、
急
に
膨

脹
し
て
現
在
三
百
も
の
新
制
大
学
が
で
き
た

の
で
あ
る
か
ら
、
教
授
陣
を
揃
え
る
こ
と
の

で
き
よ
う
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
」（
同
前
）。

し
か
も
そ
の
教
育
制
度
も
問
題
が
あ
る
と
荒

木
は
み
て
い
る
。
荒
木
が
「
小
中
高
の
六
・
三
・
三
か
ら
大
学
の
教
養
学
部
の
二
年
ま
で
、
利
己
的
な
雑
学
教
養
と
自
己
権
利
の
主
張

だ
け
を
教
え
こ
む
」（
前
掲
「
人
つ
く
り
私
見
」）
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
に
は
既
に
触
れ
た
が
、
そ
う
し
た
知
識
偏
重
型
の
教
育
に

対
す
る
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
「
戦
前
の
大
学
像
を
そ
の
ま
ま
戦
後
の
新

制
大
学
に
持
ち
越
し
て
」
お
り
、「
戦
後
の
新
社
会
体
制
に
即
応
し
た
新
し
い
大
学
理
念
」（「
大
学
の
沿
革
と
東
大
問
題
の
核
心
」、『
日

本
及
日
本
人
』
第
一
四
七
一
号
、
一
九
六
九
年
）
に
切
り
替
え
て
い
な
い
こ
と
が
荒
木
に
と
っ
て
は
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、
む
し
ろ
そ
れ
が
故
に
と
言
っ
た
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
学
も
「
新

（
マ
マ
）歩

的
大
学
教
授
」
や
「
革
新
的
文
化
人
」
に
引

き
ず
ら
れ
て
「
多
く
の
大
学
自
体
と
学
生
自
治
会
の
左
傾
偏
向
、
そ
の
結
果
、
全
国
に
瀰
漫
、
猖
獗
を
極
め
始
め
た
相
次
ぐ
大
学
騒

動
」（『
日
記
』、
一
九
六
三
年
〔
京
都
産
業
大
学
創
立
メ
モ
―
そ
の
一
〕
一
九
七
四
年
六
月
八
日
記
）
が
起
こ
っ
て
い
る
と
荒
木
は

全日本教育父母会議京都府支部結成大会で講演
する荒木俊馬（昭和30年代）

「大学の沿革と東大問題の核心」『日本及日本人』
(昭和44年)
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強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第三章　大学創設への活動

第
三
章
　
大
学
創
設
へ
の
活
動

第
一
節　

京
都
に
お
け
る
新
し
い
大
学
創
設
の
機
運

京
都
に
帝
国
大
学
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
六
月
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
京
都
に
お

け
る
大
学
教
育
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
か
ら
京
都
で
大
学
を
設
立
し
よ
う
と
す

る
動
き
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
志
社
で
、
そ
の
創
設
者
新
島
襄
が
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
ご
ろ
か
ら
大
学
設
立
構
想
を
具
体
化

さ
せ
て
い
た
と
い
う
（
前
掲
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
一
）。
し
か
し
、
同
校
の
大
学
設
立
は
簡
単
で
は
な
く
、
そ
れ
が
実
現
し

た
の
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
で
あ
っ
た
。
同
志
社
は
既
に
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
か
ら
専
門
学
校
令
に
基
づ
い
て
大
学

を
名
乗
っ
た
が
、
同
年
に
大
学
令
に
よ
っ
て
正
式
に
大
学
に
昇
格
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
京
都
で
は
四
つ
の
大
学
が
出
現
す
る
。

公
立
の
京
都
府
立
医
科
大
学
（
大
正
十
年
）、
私
立
の
大
谷
大
学
、
龍
谷
大
学
、
立
命
館
大
学
（
す
べ
て
大
正
十
一
年
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
大
学
は
、
京
都
帝
国
大
学
は
と
も
か
く
、
そ
れ
ぞ
れ
母
体
が
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
京
都
府
立
医
科
大
学
は
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に
設
立
さ
れ
た
京
都
療
病
院
に
遡
り
、
教
育
機
関
と
し
て
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
同
院
に
併
設
さ
れ

た
医
学
校
を
原
点
と
す
る
。
ま
た
、
同
志
社
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
設
立
さ
れ
た
同
志
社
英
学
校
が
そ
の
濫ら

ん

觴し
ょ
う

で
あ
っ
た
。

立
命
館
大
学
は
、
そ
れ
ら
よ
り
遅
れ
る
が
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
設
立
さ
れ
た
京
都
法
政
学
校
か
ら
始
ま
る
。
同
校
は

京
都
に
お
け
る
大

学
教
育
の
流
れ
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明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
専
門
学
校
令
に
基
づ
い
て
私
立
京
都
法
政
専
門
学
校
に
組
織
を
改
め
、
翌
年
同
令
に
よ
っ
て
大
学

を
名
乗
っ
た
が
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
正
式
に
大
学
と
な
っ
た
。

大
谷
大
学
と
龍
谷
大
学
は
起
源
を
遡
れ
ば
こ
れ
ら
よ
り
は
る
か
に
古
く
、
前
者
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
東
本
願
寺
に
創
設

さ
れ
た
学
寮
が
起
源
で
あ
る
し
、
後
者
は
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
西
本
願
寺
で
創
設
さ
れ
た
学
寮
を
起
源
と
す
る
。
こ
れ
ら

も
前
者
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
、
後
者
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
専
門
学
校
令
に
基
づ
い
て
大
学
を
名
乗
り
、

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
正
式
に
大
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
戦
前
期
の
京
都
で
は
六
つ
の
大
学
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
敗
戦
時
に
日
本
内
地
に
存
在
し
た
大
学
は
合
計
四
八

校
で
、
そ
の
内
二
二
校
が
東
京
に
あ
っ
た
。
京
都
は
数
か
ら
言
え
ば
圧
倒
的
に
少
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
に
次
ぐ
数
で
あ
っ
た

（
大
学
数
に
つ
い
て
は
、
天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
』（
下
）、
中
公
新
書
、
二
○
○
九
年
）。

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
後
、
日
本
の
教
育
体
制
は
既
述
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
大
学
制
度
も
大

き
く
変
更
さ
れ
、
旧
制
の
大
学
の
他
、
新
た
な
大
学
が
多
く
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
京
都
も

例
外
で
は
な
か
っ
た
。
京
都
で
も
戦
後
続
々
と
新
制
大
学
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

京
都
で
の
新
制
大
学
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
が
、
同
志
社
大
学
と
立
命
館
大
学
で
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
に
共
に
新

制
大
学
と
し
て
再
発
足
し
、
翌
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
京
都
帝
国
大
学
が
京
都
大
学
と
し
て
新
制
大
学
と
な
り
、
ま

た
既
存
の
大
谷
大
学
、
龍
谷
大
学
も
新
制
大
学
と
し
て
再
発
足
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
新
た
に
国
立
の
京
都
学
芸
大
学
（
後
、
京

都
教
育
大
学
）
と
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
公
立
の
西
京
大
学
（
後
、
京
都
府
立
大
学
）
が
新
設
さ
れ
、
私
立
大
学
も
京
都
女
子
大
学
、

京
都
薬
科
大
学
、
種
智
院
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、
花
園
大
学
、
佛
教
大
学
の
六
校
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
京
都
市
立
美
術

大
学
（
後
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
が
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
京
都
府
立
医
科
大
学
が
昭
和
二
十
七

戦
後
の
京
都
の
私

立
大
学
の
系
譜
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年
（
一
九
五
二
）
に
新
制
大
学
と
な
っ
た
。

　

他
方
、
戦
後
新
た
に
設
け
ら
れ
た
短
期
大
学
の
設
立
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
数
は

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
ま
で
に
一
六
校
に
及
ん
だ
。
こ
の
結
果
、
同
年
の
京

都
府
の
大
学
数
は
表
11
の
よ
う
に
大
学
一
六
校
、
短
期
大
学
一
六
校
の
計
三
二

校
に
な
っ
た
。
同
じ
年
の
全
国
の
大
学
数
は
、
大
学
が
二
二
八
校
、
短
期
大
学

二
六
四
校
の
四
九
二
校
で
あ
っ
た
か
ら
、
京
都
府
に
は
大
学
の
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

短
期
大
学
の
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
か
け
て
、
京
都
で
は
新
た
に
三
つ

の
大
学
が
開
学
し
た
。
京
都
外
国
語
大
学
（
昭
和
三
十
四
年
）、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

女
子
大
学
（
昭
和
三
十
六
年
）、
光
華
女
子
大
学
（
昭
和
三
十
九
年
）
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
京
都
の
大
学
数
は
一
九
校
と
な
っ
た
。
表
12
の
よ
う
に
そ
の
学
生
数
は

合
わ
せ
て
六
万
四
三
〇
〇
人
強
で
、
全
国
の
学
生
数
の
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
点
で
も
最
も
学
生
数
が
多
か
っ
た
の
は
東
京
で
、全
国
の
約
四
七
パ
ー

セ
ン
ト
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。
第
二
位
が
大
阪
で
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し

て
京
都
が
そ
れ
に
続
い
て
い
た
（『
学
校
基
本
調
査
報
告
書
』
昭
和
三
十
九
年
度
よ

り
計
算
）。

　

こ
れ
ら
の
戦
後
の
京
都
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
大
学
の
母
体
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ
た
が
、
一
番
多
い
の
は
、
仏
教
系
の
団
体
で
大
学
で
は
七
校
に
及
ぶ
。
次
に

表11　1955年の大学・短期大学数

典拠：『学校基本調査報告書』昭和30年度より作成

京都府 全国
国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計

大学 3 3 10 16 72 34 122 228
短期大学 1 3 12 16 17 43 204 264

計 4 6 22 32 89 77 326 492

表12　1964年の大学・短期大学数と学生数

典拠：『学校基本調査報告書』昭和39年度より作成

京都府 全国
国立 公立 私立 計 学生数 国立 公立 私立 計 学生数

大学 3 3 13 19 59,513 72 34 185 291 852,572
短期大学 1 3 12 16 4,858 29 40 270 339 127,904

計 4 6 25 35 64,371 101 74 455 630 980,476
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多
い
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
団
体
で
三
校
、
他
は
宗
教
系
で
は
な
い
が
旧
専
門
学
校
等
を
母
体
と
し
て
い
た
。
短
期
大
学
も
状
況

は
同
じ
で
あ
る
が
、
池
坊
短
期
大
学
だ
け
は
、
学
校
法
人
の
設
立
と
短
期
大
学
の
設
立
を
同
時
に
行
っ
た
こ
と
に
特
色
が
あ
っ
た
。

第
二
節　

大
学
創
設
活
動
の
始
ま
り

前
章
第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、荒
木
俊
馬
は
戦
後
の
日
本
社
会
や
教
育
の
あ
り
方
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
新
制
大
学
に
つ
い
て
は
、
自
身
が
大
学
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
よ
り
強
烈
な
危
機
感
を
抱
い
て
い

た
。
後
に
荒
木
が
回
顧
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
当
時
の
大
学
は
進
歩
的
大
学
教
授
や
革
新
的
文
化
人
ら
に
「
率
き
ず
ら
れ
て
多
く

の
大
学
自
体
と
学
生
自
治
会
」
が
「
左
傾
偏
向
」
し
て
い
た
か
ら
で
、
荒
木
は
「
そ
れ
で
は
日
本
将
来
の
運
命
は
ど
う
な
る
か
」
と

い
う
思
い
を
強
く
も
っ
た
の
で
あ
る
（『
日
記
』、一
九
六
三
年
〔
京
都
産
業
大
学
創
立
メ
モ―

そ
の
一
〕
一
九
七
四
年
六
月
八
日
記
）。

そ
こ
で
、
昭
和
三
十
一
～
三
十
二
年
こ
ろ
に
は
、
自
ら
大
学
を
創
設
し
た
い
と
い
う
「
念
願
」
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ

の
際
、
荒
木
が
心
描
い
た
大
学
と
は
、「
次
の
世
代
の
日
本
を
担
っ
て
立
つ
憂
国
の
青
年
指
導
者
を
育
成
す
る
」
大
学
で
あ
っ
た
（
同

前
）。
荒
木
は
そ
う
し
た
大
学
を
当
時
左
翼
が
力
を
持
っ
て
い
た
京
都
で
つ
く
り
た
い
と
考
え
た
。
そ
う
し
た
地
だ
か
ら
こ
そ
、「
反

左
翼
の
新
設
大
学
が
生
れ
て
も
良
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
如
何
に
マ
ス
コ
ミ
か
ら
反
動
右
翼
と
叩
か
れ
て
も
、
そ
れ
は
名
誉
で
こ
そ

あ
れ
、
恥
で
は
な
い
」
と
思
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
同
前
）。
し
か
し
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
、
京
都
で
大
学
教
員

に
戻
っ
た
と
は
い
え
、
荒
木
は
私
立
大
学
の
一
介
の
教
授
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
念
願
」
に
し
か

過
ぎ
ず
、「
実
現
は
到
底
望
む
べ
く
も
な
い
私
の
果
無
い
夢
」（「
想
い
出
話　

一※

」）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、そ
う
し
た
「
果

無
い
夢
」
を
か
な
え
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
荒
木
が
行
っ
て
い
た
活
動
と
の
関
連
か
ら
生
じ
た
。

荒
木
へ
の
誘
い
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※ 「
想
い
出
話
」
は
、
荒
木
俊
馬
が
昭
和
五
十
～
五
十
一
年
（
一
九
七
五
～
一
九
七
六
）
に
か
け
て
本
学
の
創
設
過
程
を
振
り
返
っ
て
『
京
都
産
業
大
学
報
』（
第

五
〇
・
五
一
・
五
三
・
五
四
・
五
六
号
）
へ
連
載
し
た
回
顧
録
で
あ
る
。
以
下
、「
想
い
出
話　

一
～
五
」
と
略
す
。

荒
木
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
十
月
末
ご
ろ
だ
っ
た
と
い
う
。
荒
木
は
そ
の
頃
、
郷
友
連
の
福
知
山
支

部
の
総
会
に
参
加
し
、
そ
の
後
「
幹
部
や
地
元
有
志
だ
け
の
懇
親
会
」（「
想
い
出
話　

一
」）
に
出
た
ら
し
い
（
た
だ
、
こ
の
点
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。
荒
木
の
行
動
に
つ
い
て
記
録
に
留
め
て
い
る｢

荒
木
京
子
日
記
」
の
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
十
月

二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
は
「
休
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
前
後
は
京
都
に
い
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
の
で
、
可

能
性
と
し
て
は
、
こ
の
期
間
だ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、「
荒
木
京
子
日
記
」
で
は
荒
木
が
京
都
市
外
に
出
た
時
や
何
ら
か
の
会
に

参
加
し
た
際
は
か
な
り
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
だ
け
、
記
載
が
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
年
の
「
荒
木

京
子
日
記
」
で
荒
木
が
「
郷
友
会
」
に
参
加
し
た
の
は
七
月
七
日
だ
け
し
か
確
認
で
き
な
い
）。
そ
の
席
で
、「
上
川
口
あ
た
り
選
出

の
府
会
議
員
か
ら
福
知
山
に
大
学
を
建
て
て
呉
れ
な
い
か
と
言
う
話
」（『
日
記
』、
一
九
六
三
年
〔
京
都
産
業
大
学
創
立
メ
モ―

そ

の
一
〕
一
九
七
四
年
六
月
八
日
記
）
が
持
ち
出
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
も
こ
の
府
会
議
員
は
福
知
山
近
郊
の
村
有
地
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
他
、
地
元
の
建
設
会
社
の
社
長
が
所
有
し
て
い
る
土
地
も
寄
付
す
る
と
い
う
条
件
も
付
け
た
と
荒
木
は
書
き
残
し

て
い
る
（
同
前
）。
た
だ
、「
想
い
出
話
」
で
は
こ
の
点
が
少
し
違
っ
て
い
て
、
こ
の
話
は
地
元
の
建
設
会
社
の
社
長
か
ら
出
さ
れ

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（「
想
い
出
話　

一
」）。
こ
の
建
設
会
社
の
社
長
は
福
知
山
で
の
郷
友
連
の
活
動
に
尽
力
し
て
い
た
人
物
で
、

福
知
山
連
合
会
の
代
表
者
と
も
な
っ
て
い
た
（
前
掲
『
日
本
郷
友
連
盟
十
年
史
』）。
ど
ち
ら
が
事
実
な
の
か
は
現
在
で
は
不
明
で
あ

る
が
、
と
も
か
く
土
地
の
提
供
が
申
し
出
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
土
地
は
、
福
知
山
市
川
北
地
区
の
二
万
坪
の
区
有

地
で
、
そ
れ
に
麓
の
建
設
会
社
の
社
長
所
有
の
土
地
を
加
え
る
と
か
な
り
の
面
積
に
な
っ
た
と
い
う
（「
想
い
出
話　

一
」）。

　

こ
の
申
し
出
は
荒
木
に
と
っ
て
は
「
晴
天
の
霹
靂
の
如
き
驚
き
」（
同
前
）
で
あ
り
、
ど
う
や
ら
こ
の
話
を
引
き
受
け
る
か
ど
う
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か
、か
な
り
悩
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。「
こ
の
話
を
引
き
受
け
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
こ
そ
文
字
通
り
の
、乗
る
か
逸
る
か
の
大
賭
博
」（
同

前
）
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
主
だ
っ
た
知
人
に
相
談
し
た
ら
し
い
。
す
る
と
、
相
談
し
た
人
々
は
大
方
が
こ
の
話
を

受
け
る
よ
う
に
勧
め
た
と
荒
木
は
言
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、翌
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
な
っ
て
「
大
学
創
立
の
決
意
を
固
め
」 

（
同
前
）、
設
立
す
る
大
学
に
つ
い
て
の
構
想
を
練
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
際
、
荒
木
は
既
述
の
作
田
荘
一
や
京
都
帝
国
大
学
理
学
部

長
を
経
験
し
た
松
本
敏
三
の
二
人
を
相
談
相
手
と
し
て
、
彼
ら
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
「
最
小
限
度
に
可
能
な
総○

○

○

○

合
大
学
と
し
て
法
経

学
部
と
理
工
学
部
の
二
学
部
を
以
て
開
学
す
る
大
学
を
計
画
」
し
、
実
現
に
向
け
て
動
き
出
す
が
、
そ
の
た
め
の
資
金
と
し
て
彼
は

自
由
文
教
人
連
盟
関
西
本
部
の
会
費
を
使
お
う
と
考
え
た
よ
う
で
、
実
務
を
同
本
部
の
事
務
局
長
を
し
て
い
た
山
本
栄
吾
と
い
う
人

物
に
任
す
こ
と
に
す
る
（
同
前
）。
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
荒
木
が
「（
自
由
文
教
人
連
盟
―
注
）
関
西
総
本
部
の

理
事
長
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
荒
木
は
こ
の
山
本
を
「
相
談
相
手
」
に
し
て
「
大
学
創
設
の
準
備

事
務
に
取
り
か
か
」
る
こ
と
に
な
る
（
同
前
）。

こ
う
し
て
荒
木
は
、
意
図
せ
ざ
る
形
で
大
学
創
設
活
動
を
始
め
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

実
務
の
協
力
者
と
し
た
山
本
栄
吾
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
山
本
も
実
は
個
人
的
に
大
学
設
立
を
考
え
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

山
本
栄
吾
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
生
ま
れ
と
い
う
か
ら
そ
の
頃
四
九
歳
で
あ
っ
た
。
彼
は
建
築
史
の
専
門
家
で
主
と
し
て

寺
院
建
築
に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
本
人
が
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
京
都

大
学
工
学
部
建
築
学
教
室
の
嘱
託
と
な
り
、
そ
の
後
同
教
室
の
教
室
員
と
な
っ
て
い
た
と
い
う※

。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
山
本
は

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
伊
勢
に
再
興
さ
れ
た
皇
學
館
大
学
に
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
同
年
に
同
校
の
「
美
術
学
」
担

当
の
講
師
と
な
っ
て
い
る
（
大
学
職
員
録
刊
行
会
編
『
全
国
大
学
職
員
録　

昭
和
三
十
七
年
版
』
広
潤
社
、
一
九
六
二
年
。
な
お
、
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荒
木
は
「
想
い
出
話　

一
」
で
、
山
本
が
「
皇
学
館
大
学
創
設
に
参
与
し
、
開
学
当
初
一
年
間
教
授
を
し
て
い
た
が
、
意
見
が
合
わ

ず
退
職
し
た
と
の
事
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
山
本
が
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
の
か
、
荒
木
が
記
憶
違
い
を
し
て
い
る
の
か
不

明
で
あ
る
。
前
者
だ
と
、
荒
木
と
山
本
の
そ
れ
ま
で
の
関
係
が
さ
ほ
ど
親
し
い
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
）。
ま
た
、
同
年
に
山
本
は
文
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
（
日
本
文
化
連
合
会
編
刊
『
愛
国
心
に
つ
い
て
』
改
訂
三
版
、

一
九
六
四
年
、
補
記
）。

※ 

山
本
栄
吾
「
愛
国
心
と
は
」、
日
本
文
化
連
合
会
編
刊
『
愛
国
心
に
つ
い
て
』
一
九
六
一
年
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
発
表
さ
れ
た
、
こ
の
「
愛
国
心

と
は
」
と
い
う
論
考
に
付
さ
れ
た
執
筆
者
履
歴
に
よ
れ
ば
、
山
本
自
身
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
教
室
嘱
託
、
同
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
に
大
阪
大
学
工
学
部
講
師
を
経
て
、
同
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
京
都
大
学
工
学
部
教
務
員
に
就
い
た
後
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
講

師
と
な
り
、
論
考
発
表
時
の
昭
和
三
十
六
年
現
在
も
京
都
大
学
の
講
師
を
続
け
て
い
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
と
昭
和

三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
発
表
さ
れ
た
別
の
論
考
の
肩
書
き
は
京
都
大
学
建
築
学
教
室
員
と
な
っ
て
い
る
（「
薬
師
寺
南
大
門
梁
行
の
長
さ
」、『
史
迹
と
美
術
』

第
二
一
九
号
、
一
九
五
二
年
、
及
び
「
法
隆
寺
再
建
非
再
建
論
争
の
結
末
と
そ
の
後
」、『
建
築
と
社
会
』
第
三
八
集
第
一
号
、
一
九
五
七
年
）。
京
大
建
築
学
教

室
六
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
京
都
大
学
工
学
部
建
築
学
教
室
六
十
年
史
』（
京
大
建
築
学
教
室
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
会
、
一
九
八
〇
年
）
に
付
さ
れ
た
「
旧

教
官
・
職
員
名
簿
」
で
は
、
山
本
は
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
六
月
か
ら
同
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
三
月
三
十
一
日
ま
で
「
教
務
員
」
で
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
嘱
託
や
講
師
あ
る
い
は
教
室
員
の
肩
書
は
確
認
で
き
ず
、
判
然
と
し
な
い
点
も
あ
る
。

こ
う
し
た
履
歴
を
も
つ
山
本
栄
吾
が
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
か
ら
か
分
か
ら
な
い
が
、
大
学
新
設
を
計
画
し
よ
う
と
し
て
い
た

ら
し
い
。
そ
れ
は
彼
が
設
立
委
員
長
と
な
っ
て
い
る
「
自
由
大
学
設
立
趣
旨
」
と
い
う
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
は
日
付
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
作
成
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）四
月
開
学
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、設
置
手
続
に
必
要
な
期
間
を
考
え
る
と
、少
な
く
と
も
昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）
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の
早
い
時
期
ま
で
に
構
想
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
こ
の
大
学
の
設
立
は
戦
後
我
が
国
の
教
育
界
が
「
徒

ら
に
思
想
混
乱
の
弊
に
墜
り
、
た
め
に
国
民
中
に
は
伝
統
あ
る
民
族
精
神
を
喪
失
し
た
者
が
続
々
と
出
現
し
て
、
今
日
で
は
全
く
憂

う
べ
き
状
態
に
た
ち
到
つ
て
お
り
」
と
い
う
認
識
か
ら
、「
こ
の
教
育
界
の
現
状
を
こ
の
ま
ま
に
過
し
て
、
果
し
て
我
が
民
族
の
国

家
的
独
立
は
保
証
さ
れ
、
民
族
の
質
的
向
上
が
将
来
に
期
待
さ
れ
る
で
」
あ
ろ
う
か
と
い
う
危
機
意
識
を
も
っ
た
か
ら
で
、「
こ
の

危
険
か
ら
民
族
を
救
い
国
家
の
安
全
を
期
す
る
た
め
に
は
、
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
あ
る
次
代
を
担
う
堅
実
な
青
年
を
養
い
、
そ

の
自
覚
の
基
に
豊
か
な
教
養
と
新
し
い
学
問
を
身
に
つ
け
た
新
指
導
者
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
」
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、そ
う
し
た
こ
と
は
青
年
が
「
社
会
に
出
る
一
歩
手
前
が
好
都
合
で
あ
」
り
、

そ
れ
は
大
学
で
あ
る
か
ら
、
大
学
を
設
立
す
る
構
想
に
至
っ
た
と
い
う
。

こ
の
構
想
で
は
、
設
立
さ
れ
る
大
学
は
さ
し
あ
た
っ
て
法
学
部
、
商
学
部
、
建
設
工
芸
学
部
の
三
学
部
に
よ
っ
て
出
発
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
法
学
部
が
構
想
さ
れ
た
の
は
、「
国
家
の
発
展
を
計
る
た
め
に
法
治
国
家
は
法
秩
序
を
保
た
ね
ば
な
」
ら
な
い
が
、「
最

近
の
判
例
を
み
て
も
、
司
法
官
そ
の
も
の
に
国
民
的
意
識
を
喪
失
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
え
る
も
の
が
多
く
な
つ
て
き
た
」

よ
う
に
み
ら
れ
る
か
ら
、「
一
刻
も
早
く
国
民
的
意
識
の
充
分
な
新
司
法
官
を
早
急
に
養
成
し
な
け
れ
ば
な
」
ら
な
い
と
い
う
考
え

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
商
学
部
は
「
国
家
経
済
の
発
展
は
、
工
業
の
生
産
と
商
業
の
商
品
流
通
に
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

か
ら
で
、「
商
工
業
の
指
導
的
立
場
の
人
物
を
養
成
す
る
た
め
に
、商
工
業
の
経
営
学
科
を
設
け
」
る
こ
と
と
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、

「
生
産
学
関
係
部
門
の
設
置
は
国
家
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
」
で
あ
る
か
ら
、「
早
く
に
設
置
の
容
易
な
建
設
工
芸
部
門
」
と
し
て
、
建

設
工
芸
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
ら
し
い
。

な
お
、
山
本
が
こ
の
大
学
を
「
自
由
大
学
」
と
名
付
け
た
の
は
、「
現
下
に
お
い
て
自
由
の
意
義
が
頗
る
曲
解
さ
れ
、
即
ち
自
由

と
放
縦
の
混
同
を
こ
と
さ
ら
若
い
国
民
に
起
さ
せ
る
風
潮
が
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
」
る
の
で
、「
自
由
の
真
の
意
義
を
若
い
国
民
に
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認
識
さ
せ
る
の
が
現
下
新
教
育
の
一
重
要
点
で
あ
る
と
共
に
本
学
の
使
命
の
一
つ
で
あ
る

と
思
」
っ
た
が
故
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
自
由
文
教
人
連
盟
は
、
そ
も
そ
も
「
自
由
大
学
」

を
設
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
集
ま
っ
た
人
々
が
結
成
し
た
日
本
文
教
人
連
盟
か
ら
出
発

し
た
組
織
で
あ
っ
た
（「
日
本
文
教
人
連
盟
結
成
の
経
緯
」、
公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記

念
塩
崎
財
団
蔵
「
教
育
宣
言　

日
本
文
教
人
連
盟
」
所
収
）。
そ
の
後
、「
自
由
大
学
」
設

置
構
想
は
維
持
さ
れ
た
も
の
の
、
進
展
は
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（「
井
沢
弘
よ
り

荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
五
六
年
八
月
七
日
付
）。
こ
の
構
想
と
山
本
が
作
ろ
う
と
し
た

「
自
由
大
学
」
と
の
関
連
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
山
本
が
上
述
の
よ
う
に
自
由
文
教
人

連
盟
の
関
西
で
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
全
く
無
縁
で
あ
る
と
は
考
え

に
く
い
。

こ
う
し
て
大
学
設
立
構
想
を
自
身
も
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
山
本
栄
吾
と
荒
木
は
協
力
す
る
こ
と
に
な

り
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
四
月
か
ら
そ
の
実
現
に
取
り
か
か
る
。
荒
木
は
、
山
本
が
皇
學
館
大
学

の
再
興
に
参
与
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
周
り
で
は
、「
大
学
設
置
の
（
中
略
）
唯
一
の
物
知
り
」（「
想
い
出
話　

一
」）
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
実
際
に
大
学
設
置
を
進
め
て
い
く
に
は
会
計
に
関
す
る
手
続
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
面
で

は
山
本
も
素
人
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
荒
木
が
山
本
に
そ
の
件
を
相
談
す
る
と
、
山
本
は
小
野
良
介
と
い
う
人
物
を
紹
介
す
る
。
山

本
が
小
野
と
面
識
を
得
た
の
は
、
荒
木
に
よ
れ
ば
、
山
本
が
皇
學
館
に
勤
め
て
い
た
関
係
で
「
同
大
学
の
学
生
課
長
・
寮
監
長
の
船

越 

（
剣
道
範
士
で
倉
吉
の
神
社
の
社
家
）
が
倉
吉
北
高
等
学
校
の
創
設
者
兼
理
事
長
の
小
野
良
介
を
経
理
の
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
と
し
て
推

薦
し
た
」
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
四
月
二
十
九
日
条
。
こ
の
船
越
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
皇
學
館
大
学

創
設
活
動
の
開
始

「自由大学設立趣旨」
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の
学
生
課
長
（
寮
監
）・
講
師
で
「
体
育
」
を
担
当
し
て
い
た
船
越
正
道
の
こ
と
で
あ
る
（
大

学
職
員
録
刊
行
会
編
『
全
国
大
学
職
員
録　

昭
和
三
十
八
年
版
』
広
潤
社
、
一
九
六
三
年
、

及
び
『
皇
學
館
大
学
百
三
十
年
史
』
総
説
篇
、学
校
法
人
皇
學
館
、二
〇
一
二
年
））。
そ
こ
で
、

荒
木
は
小
野
と
会
っ
た
と
こ
ろ
、「
仲
々
如
才
な
い
誠
実
な
人
物
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
の
で
、

わ
れ
わ
れ
の
新
事
業
に
協
力
し
て
貰
う
事
に
」
し
た
と
い
う
（「
想
い
出
話　

一
」）。
そ
の
結

果
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
こ
の
三
人
で
創
設
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
よ
り
少
し
前
、
四
月
に
入
っ
た
頃
か
ら
、
荒
木
の
『
日
記
』
に
は
、
理
事
候
補
者
に

つ
い
て
の
メ
モ
書
き
が
頻
々
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
見
て
み
る
と
、
荒
木
が
当

初
は
身
近
な
研
究
者
や
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
の
活
動
の
な
か
で
親
し
く
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
人
々
を
中
心
と
し
て
大
学
の
理
事
会
を
構
成
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
例

え
ば
、
研
究
者
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
人
々
の
中
心
は
京
都
大
学
の
し
か
も
理
学
部
関
係
の
人
々
が
多
く
、
ま
た
、
研
究
者

以
外
で
は
、
源
田
実
、
北
部
邦
雄
、
平
澤
幹つ

よ
し

ら
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
理
事
は
国
家
公
務
員
の
場
合
に
は

特
別
の
許
可
を
必
要
と
す
る
」（『
日
記
』
一
九
六
三
年
四
月
十
三
日
条
）
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
ら
し
く
、
国
公
立
大
学
の
学
長
、

教
授
は
そ
の
リ
ス
ト
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
他
、
こ
う
し
た
理
事
の
最
初
期
の
リ
ス
ト
に
は
、
土
地
の
提
供
を
申
し
出
た
建
設
会
社
の
社
長
と
福
知
山
市
長
の
塩
見
精

太
郎
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
福
知
山
で
の
開
学
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
た
だ
、
市
長
の
名
前
が
挙
が
っ
て

い
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
設
立
の
誘
い
が
単
に
府
会
議
員
や
個
人
か
ら
の
申
し
出
だ
け
で
な
く
、
市
の

意
向
も
絡
ん
で
い
る
こ
と
を
こ
れ
が
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
荒
木
と
山
本
は
四
月
半
ば
に
福
知
山
を
訪
問
し
、
市

小野良介
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長
の
塩
見
と
面
会
し
て
懇
談
し
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
四
月
十
七
日
条
）。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
五
月
初
頭
に
「
福

知
山
市
に
工
業
大
学　

昭
和
四
十
年
度
に
は
開
校
の
計
画　

京
大
教
授
の
下
見
検
分
も
終
わ
る
」（『
両
丹
日
日
新
聞
』
一
九
六
三

年
五
月
八
日
付
）
と
地
元
新
聞
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
当
時
、
福
知
山
に
は
高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、
成
美
学
苑
京
都
短
期
大
学
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
こ
の
時
期
経
営

が
困
難
に
な
っ
て
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
学
生
募
集
を
停
止
し
て
お
り
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
在

校
生
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
の
で
（『
両
丹
日
日
新
聞
』
一
九
六
三

年
三
月
二
十
八
日
付
）、
福
知
山
市
と
し
て
も
大
学
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
荒
木
へ
の
誘
い
は
そ
れ
な
り
の
基
盤
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
福
知
山
市
側
の
姿
勢

は
、
五
月
に
入
っ
て
「
市
長
と
川
北
地
区
の
区
長
と
が
市
会
に
於
い
て
愈
々
大
学
建

設
に
決
議
し
」（『
日
記
』
一
九
六
三
年
五
月
十
日
条
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
荒
木

の
『
日
記
』
以
外
確
認
が
と
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、「
市
当
局
で
も
工
業
大
学
の
実

現
は
大
き
な
朗
報
と
し
て
積
極
的
な
態
度
」（『
両
丹
日
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月

九
日
付
）
を
示
し
て
い
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
）
た
こ
と
か
ら
よ
り
鮮
明
に
な
り
、

荒
木
・
山
本
・
小
野
の
三
人
が
五
月
末
と
六
月
初
旬
に
再
度
福
知
山
を
訪
問
し
て
福

知
山
市
役
所
の
関
係
者
や
川
北
地
区
の
有
力
者
、
商
工
会
議
所
の
会
員
と
協
議
し
て
、

区
有
林
の
土
地
の
寄
付
手
続
を
進
め
る
こ
と
を
了
承
し
て
も
ら
っ
て
い
る
（『
日
記
』

一
九
六
三
年
五
月
二
十
八
日
・
六
月
九
日
条
。
な
お
、
六
月
初
旬
の
荒
木
ら
の
訪
問
に

つ
い
て
は
、『
両
丹
日
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
十
三
日
付
に
そ
の
旨
が
報
じ
ら
れ
て

昭和38年5月8日付『両丹日日新聞』
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い
る
）。
そ
れ
を
受
け
て
で
あ
ろ
う
、福
知
山
市
で
は
商
工
会
議
所
が
、市
側
に
「
積
極
的
な
誘
致
を
行
な
っ
て
ほ
し
い
と
陳
情
し
た
」

と
い
う
（『
両
丹
日
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
十
二
日
付
）。

福
知
山
で
の
大
学
設
置
構
想
は
、
こ
の
よ
う
に
一
時
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
、
六
月
末
に
な
っ
て
頓
挫

す
る
。
そ
れ
は
、
福
知
山
の
土
地
の
「
寄
付
手
続
き
が
順
調
に
進
ま
ず
、
福
知
山
関
係
の
有
志
や
商
工
会
議

所
な
ど
で
色
々
な
要
求
を
持
ち
出
す
も
の
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
六
月
二
十
八
日
条
。
具
体
的
に
は
、

建
設
会
社
の
社
長
か
ら
そ
の
私
有
地
の
買
収
と
土
地
の
造
成
及
び
校
舎
の
建
築
を
彼
の
会
社
に
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が

出
さ
れ
、
商
工
会
議
所
か
ら
も
「
強
慾
な
要
求
」（「
想
い
出
話　

一
」）
が
あ
っ
た
と
い
う
）。

し
か
し
、
福
知
山
市
側
で
は
大
学
誘
致
に
な
お
熱
心
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
七
月
十
六
日
に
は
同
市
の
助
役
が
荒
木
に
「
土
地
寄
付

の
件
市
で
決
定
し
た
る
由
」
を
伝
え
て
き
て
い
る
（『
日
記
』）。
だ
が
、
こ
の
時
に
は
右
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
て
、
荒
木
と
小

野
は
敷
地
を
他
に
求
め
た
方
が
よ
い
の
で
は
と
判
断
し
て
動
き
だ
し
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
六
月
二
十
八
日
条
）、
七
月
十
一
日
に

は
建
設
会
社
の
社
長
に
福
知
山
で
の
大
学
設
置
は
「
一
応
打
切
り
」
と
伝
え
て
い
る
（『
日
記
』）。

こ
う
し
て
福
知
山
で
の
大
学
設
置
構
想
は
潰
え
る
が
、
そ
の
直
後
、
そ
れ
ま
で
共
に
行
動
し
て
い
た
山
本
栄
吾
が
荒
木
ら
と
の
大

学
設
置
活
動
か
ら
手
を
引
い
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
以
後
、
大
学
創
設
活
動
は
荒
木
と
小
野
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（「
想
い
出
話　

一
」）。

な
お
、
福
知
山
で
荒
木
ら
が
設
置
し
よ
う
と
し
た
大
学
は
、
ど
う
や
ら
理
工
系
を
中
心
と
し
た
大
学
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
福
知
山
で
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
「
総
合
工
業
大
学
」
だ
と
『
両
丹
日
日
新
聞
』
が
報
じ
て
お
り
、
地
元
で
も
荒
木
ら

は
そ
の
よ
う
な
大
学
構
想
を
語
っ
て
い
た
と
読
み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
記
事
で
は
「
工
業
大
学
は
山
陰
方
面
に
は
一
校
も
な

く
、
産
業
の
発
達
と
共
に
工
業
界
で
技
術
者
の
需
要
が
増
え
て
い
る
が
、
山
陰
の
交
通
の
要
所
で
あ
る
福
知
山
市
に
近
代
設
備
を
完

当
初
計
画
の
挫
折
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備
し
た
工
業
大
学
を
建
設
し
、
全
国
屈
指
の
有
名
校
に
育
成
し
産
業
界
に
中
堅
技
術
者

を
お
く
り
込
も
う
と
い
う
も
の
」（『
両
丹
日
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
九
日
付
）
と

書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
初
理
事
候
補
と
し
て
荒
木
が
考
え
た
大
学
関
係

者
の
多
く
が
理
工
系
の
研
究
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
し
か

し
、
こ
の
記
事
で
も
「
総
合
」
と
い
う
言
葉
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
理

工
系
だ
け
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
、
社
会
科
学
系
学
部
も
含
ま
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
五
月
末
の
『
日
記
』
に
、
理
工

学
部
と
法
経
学
部
、
家
政
学
部
の
三
学
部
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
内
、
理
工
学
部
は
数
理
解
析
学

科
と
災
害
科
学
科
で
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
家
政
学
部
は
短
期
大
学
部
と
さ
れ
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
六
三

年
五
月
二
十
六
日
条
）。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
は
ま
だ
し
っ
か
り
と
し
た
構
想
に
な
ら
な
い
ま
ま
で
、
福
知
山
で
の
大
学
設
置
活
動
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。第

三
節　

大
学
創
設
へ
の
意
欲

福
知
山
で
の
大
学
設
置
は
取
り
や
め
た
も
の
の
、
荒
木
ら
は
大
学
設
置
自
体
は
諦
め
な
か
っ
た
。「
一
た
び

決
意
し
茲
ま
で
準
備
を
進
め
て
来
た
新
大
学
創
設
を
、
今
更
諦
め
る
な
ど
と
は
私
の
頑
固
な
性
格
で
は
到
底

忍
び
得
な
い
事
」（「
想
い
出
話　

一
」）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
時
の
心
境
を
荒
木
は
「
土
地
な
ど
は
他
人
様
に
寄
附
し
て
貰

創
設
活
動
の
継
続

昭和38年6月9日付『両丹日日新聞』
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わ
な
く
と
も
、
そ
れ
こ
そ
徒
手
空
拳
で
遣
り
通
し
て
見
よ
う
と
覚
悟
を
決
め
た
」（
同
前
）
と
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
荒
木

と
小
野
は
そ
の
後
も
創
設
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

そ
の
際
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
大
学
設
置
に
対
す
る
協
力
者
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
荒
木
の
「
建

学
精
神
に
協
賛
し
て
其
の
創
設
の
緊
急
必
須
事
で
あ
る
事
を
世
間
一
般
に
知
ら
し
め
る
協
力
者
、
つ
ま
り
発
起
人
」（「
想
い
出
話　

二
」）
に
な
っ
て
く
れ
る
人
々
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
既
に
福
知
山
で
の
大
学
開
設
を
決
意
し
た
頃
か
ら
、
荒
木

は
理
事
や
評
議
員
の
候
補
と
し
て
考
え
た
人
の
内
、
幾
人
か
に
大
学
構
想
を
語
り
、
そ
れ
へ
の
賛
同
を
求
め
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
人

の
多
く
は
荒
木
と
親
し
い
人
々
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
狭
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
日
記
』
で
分
か
る
限
り
で
は
、
そ
れ
ら
創
設
活
動
を
始
め
た
当
初
に
荒
木
が
新
設
大
学
の
役
員
を
依
頼
し
た
人
々
は
、
表
13
の

一
三
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
四
人
は
荒
木
に
と
っ
て
は
、
親
族
関
係
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
荒
木
千
里
と
石
田
興
平
、
門

野
雄
吉
、
そ
し
て
佐
々
憲
三
で
あ
る
。
荒
木
千
里
は
、
既
述
の
よ
う
に
荒
木
の
弟
で
あ
り
、
ま
た
、
石
田
興
平
は
荒
木
の
妻
京
子
の

妹
の
夫
で
、
荒
木
に
と
っ
て
は
義
理
の
弟
に
あ
た
る
。
石
田
は
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
大
学
院
を
経
て
立
命
館
大
学
、

建
国
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
後
、
大
阪
商
科
大
学
助
教
授
、
彦
根
経
済
専
門
学
校
教
授
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
を
歴
任
し
た
経

済
学
者
で
、金
融
経
済
論
が
専
門
で
あ
っ
た（「<

資
料
紹
介>
滋
賀
大
学
経
済
経
営
研
究
所
調
査
資
料
室
報
⑩　

XI「
石
田
記
念
文
庫
」

に
つ
い
て
」、『
彦
根
論
叢
』
第
三
五
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）。
門
野
雄
吉
は
京
子
の
母
の
姉

の
子
で
あ
っ
た
の
で
、
荒
木
と
は
義
理
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
門
野
の
父
幾
之
進
は
明
治

三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
相
互
会
社
形
式
で
千
代
田
生
命
保
険
を
設
立
し
、
同
社
を
戦

前
の
五
大
生
命
保
険
会
社
の
一
つ
に
育
て
た
人
物
で
、
門
野
雄
吉
は
そ
の
三
男
に
あ
た
り
、

父
の
後
を
継
い
で
、
当
時
同
社
の
社
長
の
職
に
あ
っ
た
（「
新
人
国
記　

三
重
県
（
一
五
）

荒木千里
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に
ぎ
や
か
経
済
人
脈
」、『
朝
日

新
聞
』
一
九
八
五
年
一
月
十
日

付
）。
佐
々
憲
三
は
こ
の
時
は
大

阪
工
業
大
学
に
移
っ
て
い
た
も

の
の
、
元
は
京
都
大
学
理
学
部

で
長
年
教
授
を
務
め
、
地
震
研

究
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
て
い

た
人
物
で
あ
る
が
（「
京
大
地
震

学
史
に
関
連
し
て
（
対
談
）」、『
京

大
地
球
物
理
学
研
究
の
百
年
』

国
際
高
等
研
究
所
・
竹
本
修
三

フ
ェ
ロ
ー
研
究
会
、
二
〇
一
〇

年
所
収
）、
荒
木
の
妻
京
子
の
従

姉
妹
と
結
婚
し
て
い
た
の
で
、

荒
木
と
は
義
理
の
従
兄
弟
に
あ

た
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
そ
う
し
た
関
係
に
は
な

い
も
の
の
、
古
く
か
ら
荒
木
と

法学部・経営学部・外国語学部増設記
念式典の祝宴における石田興平（昭和
42年、右は小野良介）

門野雄吉と夫人佐々憲三と夫人

表13　荒木俊馬が1963年に新設大学の役員就任依頼を行った人

典拠：『日記』より作成

氏名 肩書 依頼役職 訪問日
大石義雄 京都大学法学部教授 理事 1963年 4月30日
杉山武夫 杉山社会福祉会理事長 評議員 1963年 5月 1日
荒木千里 京都大学医学部教授 理事 1963年 5月 7日
藤野清久 京都大学工学部教授 理事 1963年 5月12日
石田興平 滋賀大学経済学部教授 監事 1963年 5月12日
斎藤忠 ジャパンタイムス論説主幹 理事 1963年 5月15日
源田実 参議院議員 理事 1963年 5月17日

木戸錤朔 中野組常務取締役 評議員 1963年 5月20日
平澤幹 日本産業協力連盟会長 評議員 1963年 5月20日

磯村昢夫 磯村産業常務 理事 1963年 5月20日
門野雄吉 千代田生命保険相互会社代表取締役社長 理事 1963年 5月21日
佐々憲三 大阪工業大学教授 理事 1963年 5月25日
江頭恒治 滋賀大学経済学部教授 理事 1963年 5月30日
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交
流
が
あ
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
江え

頭が
し
ら

恒つ
ね

治は
る

、
藤
野
清
久
と
斎
藤
忠
、
平
澤
幹
、
源
田
実
、

杉
山
武
夫
、
磯
村
昢ひ

で

夫お

が
挙
げ
ら
れ
る
。
江
頭
は
、
戦
前
に
建
国
大
学
の
教
授
、
戦
後
は
滋

賀
大
学
経
済
学
部
教
授
を
歴
任
し
た
経
済
史
学
者
で
あ
る
（「
江
頭
恒
治
博
士
略
歴
・
著
作
目

録
」、『
彦
根
論
叢
』
第
七
十
・
七
十
一
・
七
十
二
号
、
一
九
六
〇
年
）。
そ
の
面
で
は
、
荒
木

と
は
学
問
的
な
接
点
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
石
田
興
平
が
仲
立
ち
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
戦

後
早
い
時
期
か
ら
親
密
な
交
際
を
し
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
し
（『
日
記
』
一
九
四
九
年
八

月
三
十
日
）、
藤
野
は
京
都
大
学
の
工
学
部
教
授
で
繊
維
化
学
の
専
門
家
で
あ
り
（
京
都
大

学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
京
都
大
学
百
年
史
』
部
局
史
編
二
、
財
団
法
人
京
都
大
学
後
援

会
、
一
九
九
七
年
）、
彼
も
荒
木
の
専
門
領
域
と
は
異
な
る
が
、
荒
木
と
同
時
期
に
欧
米
に
文

部
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
お
り
（『
昭
和
五
年
三
月
三
十
一
日
調　

文
部
省
在
外
研
究
員
表
』
文

部
省
専
門
学
務
局
、
一
九
三
〇
年
）、
そ
の
関
係
で
接
点
が
あ
っ
た
の
か
、
早
く
か
ら
荒
木

と
は
交
流
し
て
い
た
（「
藤
野
清
久
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
葉
書
」
一
九
二
九
年
十
一
月
六
日

付
、「
藤
野
清
久
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
葉
書
」
一
九
三
〇
年
八
月
二
十
一
日
付
）。
斎
藤
忠
は
、

戦
前
に
荒
木
が
関
係
し
た
大
日
本
言
論
報
国
会
の
創
設
者
の
一
人
で
、
理
事
、
常
務
理
事
を

務
め
た
人
物
で
あ
っ
た
（
関
西
大
学
図
書
館
編
『
日
本
文
学
報
国
会
・
大
日
本
言
論
報
国
会

設
立
関
係
書
類
』
下
巻
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
）、
吉
田
裕
ほ
か
編
『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
五
年
））。
そ
の
関
係
で
荒
木
と
関
わ
り
が
で
き
た
よ
う
で
、
戦
時
中
に
は
荒
木
と
同
じ
講
演
会
に
登
壇
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
（『
日
記
』
一
九
四
三
年
十
月
九
日
条
）。
平
澤
幹
は
、
既
述
の
よ
う
に
荒
木
が
戦
後
関
わ
っ
た
産
業
協
力
連
盟
の
顧
問
・
理
事
長

江頭恒治と荒木俊馬藤野清久
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を
務
め
て
い
た
人
物
だ
っ
た
が
、
同
連
盟
に
荒
木
が
関
わ
る
前
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
（『
日
記
』
一
九
五
三
年
五
月
一
日
条
、

一
九
五
六
年
五
月
二
十
二
日
条
）。
ま
た
、
源
田
実
と
は
、
既
述
の
よ
う
に
荒
木
が
選
挙
の
際
に
関
西
で
の
選
挙
対
策
委
員
長
と
し

て
応
援
を
し
て
い
た
の
で
、
か
な
り
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
杉
山
武
夫
は
戦
前
期
か
ら
大
阪
で
日
本
熱
風
機
製
作

所
等
の
経
営
に
携
わ
り
、ま
た
、酉
島
製
作
所
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
企
業
の
取
締
役
を
兼
任
し
た
財
界
人
で
（
中
西
利
八
編
『
財

界
人
物
選
集
』
第
五
版
、財
界
人
物
選
集
刊
行
会
、一
九
三
九
年
（
芳
賀
登
ほ
か
編
『
日
本
人
物
情
報
体
系
』
第
三
九
巻
、
皓
星
社
、

二
〇
〇
〇
年
復
刻
版
所
収
））、
戦
後
に
は
自
由
文
教
人
連
盟
に
も
関
わ
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
（「
久
徳
幸
一
よ

り
自
由
文
教
人
連
盟
京
阪
地
方
本
部
あ
て
書
状
」
一
九
六
二
年
一
月
二
十
六
日
付
）。
そ
の
関
係
で
あ
ろ
う
、
荒
木
と
は
以
前
か
ら

交
流
が
あ
っ
た
。

磯
村
昢
夫
は
こ
れ
ら
の
人
々
と
は
違
い
、
荒
木
の
門
下
生
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
宇
宙
物
理
学
科
で
荒
木
の

指
導
を
受
け
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
に
卒
業
し
て
い
る
（『
人
事
興
信
録
』
第
二
八
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
七
五
年
）

で
は
、
磯
村
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
卒
に
な
っ
て
い
る
が
、
荒
木
の
『
日
記
』
で
は
、
彼
は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三

月
に
卒
業
論
文
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、卒
業
は
同
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（『
日
記
』
一
九
四
〇
年
三
月
十
五
日
条
））。
磯
村
は
、

卒
業
後
は
鉱
山
業
や
林
業
を
行
っ
て
い
た
一
族
経
営
の
磯
村
産
業
に
入
社
し
た
が
、
そ
の
後
も
荒
木
と
は
関
係
を
も
っ
て
い
た
よ
う

で
、『
日
記
』
に
も
幾
度
か
そ
の
交
流
の
跡
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
石
・
木
戸
と
荒
木
と
の
親
密
度
は
未
詳
だ
が
、
少
な
く
と
も
以
上
の
人
々
は
荒
木
と
は
従

来
か
ら
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
荒
木
が
創
設
活
動
を
始
め
た
当
初
は
そ
う
し
た
親
し

い
人
達
を
中
心
に
協
力
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

磯村昢夫
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こ
の
よ
う
に
、
比
較
的
親
し
く
交
流
の
あ
っ
た
人
々
へ
協
力
を
求
め
な
が
ら
創
設
活
動
は
続
け
ら
れ
た
の
だ
が
、

実
際
に
大
学
創
設
活
動
を
行
っ
て
い
く
に
は
、
そ
の
よ
う
な
親
し
い
関
係
者
だ
け
で
は
無
理
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
た
め
、 

荒
木
は
「
こ
の
人
が
発
起
人
に
名
を
連
ら
ね
て
呉
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
有
効
で
あ
ろ
う
と
思
」（「
想
い
出
話　

二
」）
っ
た
人
達
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の
な
か
に
は
、
荒
木
が
全
く
面
識
の
な
か
っ
た
人
達
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、

荒
木
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
手
を
た
ど
っ
て
そ
れ
ら
の
人
々
に
発
起
人
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
運
動
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
荒
木

が
働
き
か
け
を
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
ま
で
に
発
起
人
と
し
て
の
署
名
を
集
め
た
人
々
は
、
彼
自
身
の
回
顧
に

よ
る
と
表
14
の
人
達
で
あ
っ
た
（「
想
い
出
話　

二
」）。

　

こ
れ
ら
の
人
々
の
内
、
政
治
家
で
そ
れ
ま
で
に
荒
木
が
面
識
を
得
て
い
た
の
は
、
植
木
光
教
、
小
川
半
次
、
源
田
実
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
植
木
光
教
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
で
あ
っ
た
が
、
後
転
じ
て
自
由
民
主
党
の
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
町
村
金
五
の
秘
書
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
の
京
都
府
知
事
選
で
四
選
を
目
指
し
た
蜷
川
虎
三
知
事
の
対
抗
者
と
し
て
自
民
党
か

ら
立
候
補
し
た
も
の
の
敗
退
し
、
翌
年
の
参
議
院
京
都
府
補
欠
選
挙
で
当
選
し
て
、
参
議
院
議
員
に
な
っ
た
（
植
木
に
つ
い
て
は
、

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
四
年
十
二
月
十
日
付
、
前
掲
『
議
会
制
度
百
年
史　

貴
族
院
・
参
議
院
議
員
名
鑑
』）。『
日
記
』
中
で
確
認
で

き
る
と
こ
ろ
で
は
、
荒
木
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
五
月
一
日
に
自
由
文
教
人
連
盟
京
阪
本
部
役
員
の
立
案
に
あ
た
っ
て
そ

の
理
事
に
植
木
の
名
を
挙
げ
、
ま
た
同
月
十
一
日
に
は
郷
友
連
の
京
都
府
支
部
総
会
の
席
上
、
植
木
に
「
大
学
設
立
の
件
を
話
し
」

て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
面
識
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
日
記
』）。
さ
ら
に
先
述
の
補
選
期
間
中
に
は
、
し
ば
し
ば
植
木
の
選

挙
事
務
所
を
訪
れ
て
お
り（『
日
記
』一
九
六
三
年
十
一
月
二
十
二
・
二
十
三
・
三
十
日
条
）、か
な
り
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

　

他
方
、
小
川
半
次
と
は
、
荒
木
は
か
な
り
前
か
ら
知
り
合
い
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
京
都
府

知
事
候
補
の
応
援
演
説
会
で
共
に
登
壇
し
て
お
り
（『
日
記
』
一
九
五
四
年
四
月
七
・
八
日
条
）、
ま
た
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

発
起
人
集
め
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表14　荒木の回顧による発起人名簿に署名した人々

注：肩書については昭和38年時点でのものを採録した
典拠：「想い出話　二」より作成

類別 肩書 氏名

政治家

衆議院議員・農林大臣 赤城宗徳
参議院議員 植木光教
衆議院議員・自民党副総裁 大野伴睦
衆議院議員 小川半次
参議院議員・前航空幕僚長 源田実
衆議院議員・元農林大臣 周東英雄
京都市長 高山義三
衆議院議員・元総務長官 徳安実蔵
衆議院議員・平和石油株式会社代表取締役社長 富田健治
京都市議会議員・同議長 藤井英一

研究者

京都大学医学部教授 荒木千里
亜細亜大学経済学部教授 伊部政一
元滋賀大学教授 江頭恒治
京都大学法学部教授 大石義雄
元建国大学副総長 作田荘一
中央大学法学部教授 田村幸策
元皇學館大学教授 西内雅
京都大学工学部教授 藤野清久

財界人

磯村産業株式会社常務取締役 磯村昢夫
千代田生命保険相互会社代表取締役社長 門野雄吉
大阪商工会議所顧問・前会頭 杉道助
杉山産業株式会社社長・大阪府工業協会常任理事 杉山武夫
菱井商事社長・住金物産顧問 嶋村秀雄
三星化学研究所取締役社長 三宅一郎
丸善石油最高顧問 和田完二

その他

元陸軍大将・元文部大臣 荒木貞夫
元陸軍少将 岩畔豪雄
日本郷友連盟会長・元陸軍大将 後宮淳
ジャパンタイムス論説主幹 斎藤忠
日本オリンピック委員会委員長 竹田恒徳
大陸問題研究所所長･元陸軍中将 土居明夫
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に
荒
木
が
委
員
長
と
な
っ
て
開
催
し
た
「
天
長
節
記
念
講
演
会
」
で
も
小
川
を
講
師
と
し

て
迎
え
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
五
七
年
四
月
二
十
九
日
条
）。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
荒
木

は
古
く
か
ら
小
川
と
は
交
際
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
源
田
実
に
つ
い
て
は

既
述
し
た
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
。

　

赤
城
宗
徳
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
面
会
し
た
こ
と
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
そ
れ
は
陳
情
団
の
一
員
と
し
て
で
あ
っ
て
交
流
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

（『
日
記
』
一
九
五
八
年
十
月
三
十
一
日
条
）。
と
は
い
え
、
大
学
創
設
へ
俗
に
言
う
大
物

政
治
家
の
賛
同
を
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
荒
木
は
意
識
的
に
彼
ら
に

接
近
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
重
要
な
仲
介
者
と
な
っ
た
の
は
徳
安
実
蔵
で
あ
っ
た
。
徳
安

は
、
鳥
取
県
を
地
盤
と
す
る
衆
議
院
議
員
で
そ
の
意
味
で
は
荒
木
と
は
直
接
的
な
接
点
は

な
か
っ
た
（
徳
安
に
つ
い
て
は
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
二
年
七
月
十
八
日
付
、
同
前
一
九
六
四
年
七
月
十
八
日
付
、
衆
議
院
・
参

議
院
編
『
議
会
制
度
百
年
史　

衆
議
院
議
員
名
鑑
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
〇
年
））。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
荒
木
の
大
学

創
設
活
動
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
小
野
良
介
が
鳥
取
で
学
校
を
経
営
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
小
野
は
徳
安
と
は
利

害
関
係
を
伴
う
接
点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
荒
木
は
徳
安
に
会
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
徳
安
は
当
時
自
由

民
主
党
の
副
総
裁
で
あ
っ
た
大
野
伴
睦
の
派
閥
に
属
し
て
お
り
、
若
い
頃
か
ら
大
野
と
は
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。そ
の
関
係
か
ら
、

荒
木
ら
は
徳
安
を
通
じ
て
大
野
伴
睦
に
自
己
の
大
学
設
置
構
想
を
説
明
す
る
機
会
を
得
て
、
大
野
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
荒
木
は
既
述
の
植
木
光
教
か
ら
大
野
の
秘
書
へ
の
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
い
た
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
九

月
九
日
条
）。
し
か
し
、
徳
安
は
荒
木
と
会
う
と
直
接
大
野
に
電
話
を
し
て
取
り
次
い
で
お
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
効
果
が
大
き
か
っ

京都産業大学開学式で
挨拶を述べる植木光教
（昭和40年）

京都産業大学開学式で
挨拶を述べる小川半次
（昭和40年）
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た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
野
と
の
面
会
で
ど
の
よ
う
な
会
話
が
な
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
大
野
は
発
起
人
を
引
き
受
け
て
名
簿
に

署
名
を
し
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
農
林
大
臣
で
あ
っ
た
赤
城
宗
徳
へ
の
連
絡
も
引
き
受
け
た
と
い
う
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
九
月

十
一
日
条
）。
こ
れ
は
当
時
の
荒
木
に
と
っ
て
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
荒
木

は
上
賀
茂
の
国
有
林
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
動
き
出
し
て
お
り
（
第
三
章
第
三
節
「
上
賀
茂
と
の
出
会
い
」
を
参
照
）、
そ
の
国
有

林
の
主
管
庁
が
農
林
省
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
本
学
に
残
さ
れ
て
い
る
数
種
の
「
設
立
趣
意
書
」
の
ど
れ
に
も
「
赤
城
宗
徳
」
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

荒
木
は
赤
城
が
趣
意
書
に
署
名
し
た
と
し
て
い
る
が
（「
想
い
出
話　

二
」）、
こ
れ
は
か
な
り
疑
わ
し
い
。

こ
の
他
、
政
治
家
と
し
て
は
周
東
英
雄
と
高
山
義
三
、
富
田
健
治
、
藤
井
英
一
の
四
人
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
内
、
周
東

に
つ
い
て
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
彼
か
ら
荒
木
へ
差
し
出
さ
れ
た
手
紙
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
旧
知

の
間
柄
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（「
周
東
英
雄
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
二
九
年
十
一
月
五
日
付
）。
周
東
は
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
に
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
農
林
省
に
入
り
、
農
務
局
長
等
を
歴
任
し
た
後
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）

の
総
選
挙
で
衆
議
院
に
当
選
し
た
。
政
界
入
り
し
て
か
ら
は
、
周
東
は
経
済
安
定
本
部
総
務
長
官
や
自
治
大
臣
な
ど
に
も
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
出
身
か
ら
か
農
林
大
臣
に
二
度
就
任
し
た
こ
と
で
、
荒
木
は
彼
を
「
農
林
畑
」（『
日
記
』
一
九
六
三
年
十
二
月
二
十
六

日
条
）
と
認
識
し
て
い
た
（
周
東
に
つ
い
て
は
『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
〇
年
十
月
十
四
日
付
、
同
前
一
九
六
四
年
七
月
十
七
日
付
、

前
掲
『
議
会
制
度
百
年
史　

衆
議
院
議
員
名
鑑
』）。
つ
ま
り
、
荒
木
は
国
有
林
の
入
手
に
関
わ
っ
て
農
林
省
に
影
響
力
の
あ
っ
た
旧

知
の
周
東
に
接
触
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
周
東
に
設
立
発
起
人
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

富
田
健
治
と
荒
木
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
ま
で
は
面
識
が
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、『
日
記
』
に
よ
る
と
、

荒
木
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
七
月
二
十
四
日
に
後
述
の
西
内
雅
か
ら
「
大
阪
の
富
田
健
治
へ
の
紹
介
状
を
も
ら
う
」
と
書
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き
残
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
富
田
は
、
戦
前
の
内
務
官
僚
で
、
長
野
県
知
事
等
を
歴
任
し
た
後
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
の

第
二
次
近
衛
内
閣
で
内
閣
書
記
官
長
に
就
任
し
第
三
次
近
衛
内
閣
で
も
そ
の
職
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
新
体
制
運
動
の
推
進
者
と

な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
戦
後
は
公
職
追
放
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
追
放
が
解
除
さ
れ
る
と
同
年

の
衆
議
院
選
挙
に
出
馬
、
当
選
し
て
そ
れ
か
ら
一
回
の
落
選
を
挟
ん
で
通
算
四
期
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
八

年
（
一
九
六
三
）
十
一
月
の
衆
議
院
選
挙
で
落
選
し
た
た
め
、
そ
の
時
点
で
政
界
を
引
退
し
、
以
後
は
平
和
石
油
株
式
会
社
と
い
う

会
社
の
社
長
と
し
て
同
社
の
経
営
に
専
念
し
た
（
上
田
正
昭
ほ
か
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
秦
郁
彦

編
『
日
本
近
現
代
人
物
履
歴
事
典
』
第
二
版
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、
前
掲
『
議
会
制
度
百
年
史　

衆
議
院
議
員
名

鑑
』）。
し
た
が
っ
て
、
荒
木
が
紹
介
を
受
け
た
時
は
ま
だ
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
。『
日
記
』
で
は
、
そ
の
翌
月
の
八
月
十
日
に
平

和
石
油
で
富
田
健
治
と
会
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
時
が
お
そ
ら
く
初
対
面
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
、『
日
記
』
で

は
富
田
と
は
翌
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
九
月
の
大
学
設
置
認
可
申
請
ま
で
に
三
度
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
後
の
状

況
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
最
初
の
会
見
の
時
に
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
承
諾
し
て
も
ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

あ
と
の
二
人
、
高
山
義
三
と
藤
井
英
一
は
共
に
京
都
市
の
政
治
家
で
、
前
者
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
昭
和
四
十
一

年
（
一
九
六
六
）
ま
で
四
期
京
都
市
長
を
務
め
た
（「
京
都
市
長
・
助
役
（
副
市
長
）、
京
都
市
会
議
長
・
副
議
長
一
覧
」、
京
都
市

市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
京
都
市
政
史
』
第
二
巻
、
京
都
市
、
二
〇
一
二
年
所
収
）。
し
た
が
っ
て
荒
木
が
大
学
設
置
活
動
を
行
っ

て
い
た
時
は
市
長
在
任
中
で
あ
り
、
そ
の
立
場
で
一
私
立
大
学
の
発
起
人
に
な
り
得
た
の
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
（
高
山
が
市
長

退
任
後
に
著
し
た
自
伝
的
な
書
物
で
あ
る
『
わ
が
八
十
年
の
回
顧
―
落
第
坊
主
か
ら
市
長
ま
で
―
』（
若
人
の
勇
気
を
た
た
え
る
会
、

一
九
七
一
年
）
に
も
荒
木
の
大
学
設
置
活
動
に
関
わ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
）。
藤
井
英
一
は
、
京

都
市
北
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
京
都
市
会
議
員
で
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）の
五
月
か
ら
翌
年
の
六
月
ま
で
市
会
議
長
の
職
に
あ
っ
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た
（
前
掲
「
京
都
市
長
・
助
役
（
副
市
長
）、
京
都
市
会
議
長
・
副
議
長
一
覧
」）。
そ
の
関
係
か

ら
ど
う
や
ら
大
学
設
置
場
所
と
決
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
上
賀
茂
の
土
地
の
「
地
元
工
作
」
へ
の
協
力

を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
荒
木
は
人
を
介
し
て
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
十
二
月
に
初
め
て

会
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
十
二
月
二
十
一
・
二
十
九
日
条
）。

　

財
界
人
と
し
て
は
、
既
に
触
れ
た
人
以
外
に
三
人
が
発
起
人
名
簿
に
署
名
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、
三
星
化
学
研
究
所
取
締
役
社
長
の
三
宅
一
郎
は
、
財
界
と
の
関
係
と
い
う
よ
り
も
後
述
の
上
賀
茂
の
土
地
入
手
と
の
関
係

で
発
起
人
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
三
星
化
学
研
究
所
は
北
区
上
賀
茂
の
柊
野
に
本
社
が
あ
り
、
三
宅
自
身
も
柊
野
に

住
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
荒
木
ら
は
、
上
賀
茂
の
国
有
地
以
外
に
必
要
な
土
地
の
購
入
に
つ
い
て
の
斡
旋
役
を
三
宅
に
依
頼
し
、
実
際

に
三
宅
の
仲
介
に
よ
っ
て
土
地
が
入
手
で
き
て
い
る
（「
想
い
出
話　

二
」、『
日
記
』
一
九
六
四
年
二
月
一
・
八
・
二
十
六
・
二
十
七
日

条
、
同
年
三
月
二
・
四
日
条
）。
そ
の
た
め
に
、
荒
木
ら
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
末
に
三
宅
を
発
起
人
に
加
え
る
こ
と
を
決

め
て
い
る
の
で
あ
る
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
十
二
月
二
十
九
日
条
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
杉
道
助
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
後
援
者
と
し
て
加
わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
「
有
効
」
な
人
物
と
し
て
、
発
起
人
に

名
を
連
ね
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
た
財
界
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
杉
は
、
山
口
県
萩
で
、
大
叔
父
に
は
吉
田
松
陰
が
い
る
家
系
に
生

ま
れ
た
。
そ
の
関
係
で
若
い
頃
か
ら
長
州
系
の
政
治
家
や
財
界
人
と
交
わ
っ
て
い
た
が
、彼
自
身
は
山
口
で
中
等
教
育
を
受
け
た
後
、

慶
應
義
塾
に
進
み
、
同
大
学
理
財
科
を
卒
業
し
て
一
時
、
久
原
鉱
業
に
勤
め
た
が
、
二
六
歳
の
時
に
大
阪
の
綿
糸
問
屋
八
木
家
の
娘

と
結
婚
、
し
ば
ら
く
し
て
大
阪
で
八
木
家
の
紡
織
事
業
の
経
営
に
関
わ
っ
た
。
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
杉
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

に
大
阪
商
工
会
議
所
議
員
に
当
選
し
、
以
後
八
木
商
店
社
長
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
企
業
の
役
職
に
就
き
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
商

工
会
議
所
で
の
活
動
を
主
と
し
て
行
っ
た
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
大
阪
商
工
会
議
所
副
会
頭
に
選
ば
れ
た
杉
は
、
戦
後
昭

三宅一郎（昭和56年、
京都産業大学監事時代）
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和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
か
ら
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
ま
で
の
一
四
年
に
わ
た
っ
て
同
会
議
所
会
頭
を
務
め
た
。
そ
の
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
役
職
に
も
就
き
、
幅
広
い
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
杉
は
大
阪
財
界
の
代
表
者
で
あ
っ
た
（
杉
に
つ
い

て
は
杉
道
助
追
悼
録
刊
行
委
員
会
編
『
杉
道
助
追
悼
録
』
上
・
下
、
杉
道
助
追
悼
録
刊
行
委
員
会
、
一
九
六
五
年
を
参
照
）。
こ
う

し
た
人
物
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
杉
が
発
起
人
に
な
る
効
果
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
荒
木
は
杉
と
は
直
接
的

な
接
点
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
の
十
二
月
に
、
荒
木
が
杉
山
武
夫
を
介
し
て
杉
に
発

起
人
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
分
か
る
。
そ
れ
と
同
時
に
杉
山
に
対
し
て
、
杉
の
後
任
の
大
阪
商
工
会

議
所
会
頭
で
あ
っ
た
小
田
原
大
造
に
も
発
起
人
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
十
二
月
九
・
二
十
二

日
条
）。
ど
う
や
ら
小
田
原
へ
の
依
頼
は
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
荒
木
が
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
末

に
杉
に
礼
状
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
（『
日
記
』
一
九
六
四
年
一
月
三
十
一
日
条
）、
杉
は
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
引
き
受

け
た
の
で
あ
ろ
う
。

財
界
人
と
し
て
は
も
う
一
人
丸
善
石
油
最
高
顧
問
の
和
田
完
二
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
荒
木
の
長
男
の
雄
豪
と
の
関

係
で
あ
っ
た
。
荒
木
雄
豪
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
の
メ
キ

シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
な
ど
馬
術
に
堪
能
で
、
馬
術
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
そ
の
関
係
で
、
馬
術
に
関
心
が
深
く
日

本
馬
術
連
盟
副
会
長
、
関
西
乗
馬
団
体
連
合
会
会
長
を
務
め
た
和
田
完
二
と
親
し
か
っ
た
。
和
田
は
、
兵
庫
県
但
馬
の
出
身
で
、
戦

前
に
丸
善
鉱
油
に
入
社
し
、
戦
時
中
は
中
国
大
陸
で
活
動
し
た
が
、
戦
後
復
員
し
て
同
社
が
丸
善
石
油
と
改
称
し
て
事
業
を
再
開
す

る
と
復
帰
し
、
専
務
を
経
て
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
社
長
に
就
任
し
た
。
社
長
就
任
後
、
和
田
は
「
常
識
で
は
考
え
ら
れ

ぬ
仕
事
を
次
々
に
行
な
っ
て
」（「
新
人
国
記　

一
一　

兵
庫
県
」、『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
二
年
十
月
十
六
日
付
）、
同
社
を
民
族
資

本
の
大
石
油
企
業
に
成
長
さ
せ
た
。
そ
の
過
程
で
、
和
田
は
「
郷
里
の
中
竹
野
小
学
校
、
竹
野
小
学
校
、
地
区
施
設
、
道
路
、
寺
社
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な
ど
に
対
す
る
多
額
の
寄
付
援
助
に
よ
っ
て
精
神
文
化
の
高
揚
に

多
大
な
貢
献
」（
森
功
『
但
馬
の
自
然
と
人
物
』
但
馬
文
化
協
会
、

一
九
九
四
年
）
を
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
和
田
は
若
い
時
か
ら
乗

馬
を
趣
味
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
関
係
か
ら
右
の
よ
う
に
馬

術
団
体
の
運
営
に
も
関
わ
っ
た
（
和
田
完
二
「
私
の
履
歴
書
」、『
私

の
履
歴
書　

経
済
人
』
五
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
）。

た
だ
、
丸
善
石
油
は
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
夏
に
は
石
油

市
況
の
悪
化
と
急
激
な
拡
張
の
結
果
、資
金
難
に
陥
り
、昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）初
頭
に
和
田
は
同
社
社
長
の
職
を
退
い
た（
丸

善
石
油
の
動
向
に
つ
い
て
は
、丸
善
石
油
社
史
編
集
委
員
会
編
『
三
五
年
の
あ
ゆ
み
』
丸
善
石
油
株
式
会
社
、一
九
六
九
年
を
参
照
）。

こ
の
経
営
行
き
詰
ま
り
を
巡
っ
て
は
、
和
田
の
後
を
継
い
だ
経
営
者
達
は
和
田
の
経
営
の
あ
り
方
が
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
と
認
識

し
て
お
り
（『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
三
月
二
日
付
）、
和
田
は
最
高
顧
問
と
い
う
肩
書
き
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
財
界
に
対
す

る
影
響
力
は
か
な
り
減
退
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
荒
木
俊
馬
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な
い

が
、
荒
木
雄
豪
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
雄
豪
を
通
じ
て
、
荒
木
は
和
田
に
も
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
依
頼
し
、
自
ら
会
見
し
て
署
名

を
も
ら
っ
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
五
月
二
十
四
日
条
、
同
年
九
月
十
四
・
十
六
日
条
）。

　

竹
田
恒
徳
が
発
起
人
に
名
を
連
ね
た
の
は
、
や
は
り
荒
木
雄
豪
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
竹
田
は
、
明
治
天
皇
の
孫
で
、
戦
前
は
竹

田
宮
恒
徳
王
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
皇
籍
を
離
脱
し
て
、
そ
の
名
と
な
っ
た
。
竹
田
は
、
皇
籍
離
脱
後
は
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
深
め

た
と
い
い
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
会
長
、
日
本
馬
術
連
盟
会
長
等
を
務
め
た
ほ
か
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
委
員
長
や
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
委
員
に
も
就
任
し
た
（
前
掲
『
二
〇
世
紀
日
本
人
名
事
典
』
を
参
照
）。
竹
田
は
、
特
に
戦
前
か
ら
馬
術
に
強

和田完二（左側の馬上は荒木雄豪。
『和駿』創刊号より）
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い
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
い
、
そ
の
関
係
か
ら
荒
木
雄
豪
は
親
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
荒
木
俊
馬
は
そ
の
関
係
で
、
雄
豪
を
通

じ
て
竹
田
に
発
起
人
へ
の
参
加
を
慫
慂
し
、
署
名
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
五
月
二
十
四
日
条
、
同
年

九
月
二
十
三
日
条
）。

福
知
山
で
の
状
況
が
変
化
し
た
の
を
見
た
荒
木
と
小
野
は
、
早
く
も
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
六
月

に
は
、
他
の
土
地
の
選
定
に
動
き
出
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
が
土
地
探
索
の
対
象
と
し
た
の
は
、
国

有
林
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、荒
木
は
「
福
知
山
市
の
区○

○

○

有
林
の
名
か
ら
思
い
付
い
た
」（「
想
い
出
話　

一
」）
と
し
て
い
る
が
、

し
か
し
、
実
際
に
は
京
都
府
近
辺
で
の
国
有
林
の
探
索
は
、
福
知
山
で
の
大
学
計
画
が
進
む
の
と
併
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ

を
行
っ
て
い
た
の
は
既
述
の
山
本
栄
吾
で
あ
っ
た
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
六
月
二
十
八
日
条
）。
そ
の
活
動
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ

ろ
う
、
六
月
末
に
は
荒
木
は
大
阪
の
営
林
局
か
ら
宇
治
の
国
有
林
の
使
用
の
内
諾
を
得
た
と
い
う
連
絡
を
小
野
か
ら
受
け
て
い
る

（『
日
記
』
一
九
六
三
年
六
月
二
十
九
日
条
）。
こ
れ
を
受
け
て
荒
木
ら
は
、
早
速
七
月
上
旬
に
上
京
し
、
参
議
院
議
員
の
石
谷
憲
男

に
大
阪
営
林
局
長
へ
の
紹
介
状
を
も
ら
っ
た
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
七
月
九
日
条
）。
石
谷
は
林
野
関
係
の
官
僚
と
し
て
累
進
し
、

林
野
庁
長
官
を
経
て
参
議
院
議
員
に
な
っ
た
人
物
で
あ
り
（
前
掲
『
議
会
制
度
百
年
史　

貴
族
院
・
参
議
院
議
員
名
鑑
』、
新
日
本

海
新
聞
社
鳥
取
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編
『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』
新
日
本
海
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
を
参
照
）、
農
林
省
の
林

野
分
野
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
荒
木
ら
は
彼
に
接
触
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

荒
木
は
、「
こ
れ
に
て
国
有
林
の
土
地
無
料
貸
与
手
続
き
の
準
備
工
作
は
全
部
完
了
」（『
日
記
』
一
九
六
三
年
七
月
九
日
条
）
と

考
え
た
と
言
う
が
、
実
際
に
は
土
地
の
探
索
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
宇
治
の
国
有
林
は
「
申
請
は
簡
単
」
と
山
本
は
考
え
た
よ
う

だ
が
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
七
月
十
四
日
条
）、
な
ぜ
か
早
く
に
候
補
か
ら
外
れ
た
よ
う
で
、
次
に
京
都
営
林
署
か
ら
、「
京
都
営

林
署
管
内
に
て
は
高
槻
市
安
満
山
の
国
有
林
以
外
に
は
無
し
。
こ
の
土
地
な
ら
ば
払
下
げ
可
能
」（『
日
記
』
一
九
六
三
年
七
月
十
八

上
賀
茂
と
の
出
会
い
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日
条
）
と
い
う
助
言
を
得
た
荒
木
ら
は
同
地
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
地
踏
査
の
結
果
、
そ
の
土
地
は
「
名
神
高
速
道

路
に
隣
接
し
位
置
と
し
て
は
極
め
て
良
好
な
れ
ど
、
大
学
校
舎
設
置
の
立
地
条
件
と
し
て
は
極
め
て
悪
く
大
学
敷
地
と
し
て
は
問

題
に
」（『
日
記
』
一
九
六
三
年
七
月
十
九
日
条
）
な
ら
な
い
と
判
断
し
、
候
補
か
ら
外
れ
た
。
こ
の
他
、
彼
ら
は
「
右
京
区
の
笹
寺

附
近
の
数
ケ
所
の
国
有
林
、
京
大
演
習
林
の
南
の
幡
枝
、
神
山
国
有
林
」（「
想
い
出
話　

一
」）
な
ど
を
踏
査
し
た
が
、
最
終
的
に

候
補
と
し
て
残
っ
た
の
は
神
山
国
有
林
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
有
林
は
「
頂
上
附
近
が
割
合
に
平
坦
で
、
当
時
は
ど
こ
か
ら
で
も
自
動

車
道
路
が
つ
け
ら
れ
る
状
態
で
大
学
の
敷
地
と
し
て
は
最
適
」（
同
前
）
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
荒
木
ら
は
神
山
国

有
林
の
払
い
下
げ
の
可
能
性
を
京
都
営
林
署
に
相
談
し
た
が
、「
神
山
国
有
林
の
麓
一
帯
（
中
略
）
は
杉
の
木
を
植
林
し
た
ば
か
り

で
今
後
三
十
年
後
で
な
け
れ
ば
処
分
は
出
来
な
い
」（
同
前
）
と
断
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
同
時
に
神
山
の
鞍
馬
街
道
を
隔
て
て
南
に

位
置
す
る
本
山
の
国
有
林
な
ら
ば
「
営
林
署
と
し
て
は
少
し
も
利
用
価
値
が
な
い
の
で
、
払

い
下
げ
も
容
易
で
あ
ろ
う
」（
同
前
）
と
い
う
助
言
を
得
た
と
言
う
。

　

荒
木
に
よ
れ
ば
本
山
も
何
回
も
踏
査
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
時
に
は
急
峻

な
山
腹
と
狭
い
渓
谷
を
見
て
、「
こ
ん
な
峻
し
い
山
を
造
成
し
て
大
学
の
敷
地
が
出
来
よ
う
な

ど
と
は
到
底
思
わ
れ
ず
」（
同
前
）、候
補
と
し
て
は
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

こ
の
土
地
な
ら
ば
払
い
下
げ
が
容
易
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
荒
木
は
、「
土
地
の
造
成
に
如
何
ほ

ど
多
額
の
費
用
が
か
か
ろ
う
と
も
、
こ
の
地
を
大
学
の
建
設
地
に
」（
同
前
）
す
る
と
い
う
決

断
を
下
し
た
と
書
き
残
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
上
賀
茂
本
山
の
国
有
林
で
大
学
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
そ
の

土
地
の
貸
し
下
げ
が
決
ま
る
の
に
は
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
決
断
を
し
た
の

大学建設前の本山（昭和30年代）
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は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
八
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
が
、
荒
木
の
元
に
国
有
林
貸
与
の
決
定
が
通
知
さ
れ
た
の
は
、
年
を
越

え
た
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
（『
日
記
』）。
こ
の
間
五
ヵ
月
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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第
四
章
　
建
学
の
実
現

第
一
節　

設
置
活
動
の
本
格
化

発
起
人
集
め
と
大
学
建
設
の
土
地
の
確
保
は
、
大
学
創
設
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以

上
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
荒
木
ら
が
ど
の
よ
う
な
大
学
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
そ
の
大
学
像
の
明
確

化
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
学
に
残
さ
れ
て
い
る
一
二
種
の
大
学
設
立
趣
意
書
案
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
ら
の
な
か
で
最
も
早
く
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、「
学
校
法
人
興
（
産
）
業
大
学
設
立
趣
意
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
が

最
も
古
い
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
の
は
、
発
起
人
に
塩
見
精
太
郎
や
建
設
会
社
の
社
長
と
い
っ
た
福
知
山
関
係
の
人
々
が
名
を

連
ね
て
お
り
、
ま
た
、
山
本
栄
吾
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
山
本
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
の

七
月
終
わ
り
に
は
荒
木
ら
と
の
大
学
設
置
活
動
か
ら
離
脱
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
の
趣
意
書
案
に
は
名
が
出
て
く
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
「
趣
意
書
」
に
付
さ
れ
て
い
る
「
設
置
要
項
」
で
は
設
置
場
所
が
福
知
山
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ

の
推
定
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
書
で
興
味
深
い
の
は
、
元
々
「
興
業
大
学
」
と
さ
れ
て
い
た
名
称
部
分
が
抹
消
さ
れ
て
「
産
業
大
学
」
と
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
文
書
が
い
つ
作
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
産
業
大
学
と
い
う
名
称
が
か
な
り
早
く
か
ら
構
想

創
設
す
べ
き
大

学
像
の
構
想
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さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
趣
意
書
」
で
は
、
大
学
創
設
を
考
え
た
起
点
に
つ
い
て
、「
戦
後
我
が
国
の
社
会
情
勢
は
一
変
し
、
特
に
教
育
界
に
於
い

て
は
思
想
・
機
構
共
に
根
底
よ
り
変
化
し
た
」
こ
と
に
対
す
る
危
機
感
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、ま
ず
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
戦

後
に
於
け
る
教
育
改
革
の
一
環
と
し
て
学
術
研
究
、
職
業
教
育
と
と
も
に
市
民
的
教
養
と
人
間
形
成
を
行
う
と
い
う
理
念
に
基
い
て

発
足
」
し
た
は
ず
の
新
制
大
学
の
制
度
は
、「
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
と
は
思
は
れ
ず
、
た
ゞ
い
た
ず
ら
に
我
が
国
の
民

族
精
神
の
破
壊
を
強
調
し
国
家
の
歴
史
を
無
視
し
伝
統
を
軽
ん
ず
る
風
潮
が
浸
透
と

（
マ
マ
）し

て
い
る
」
状
態
に
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
対

し
て
「
我
が
国
の
将
来
を
想
い
寔
に
憂
慮
に
堪
え
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
態
で
は
既
設
の
大
学
に
「
大
学
本
来
の
目

的
使
命
」
の
達
成
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
を
こ
の
「
趣
意
書
」
は
示
し
つ
つ
、
し
か
も
、
時
あ
た
か
も
高
等
教
育
機

関
へ
の
進
学
希
望
者
が
増
大
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
は
高
校
卒
業
生
が
急
増
し
て
既
存
の
大
学
で
は
吸
収
で
き

な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
の
で
、「
新
時
代
に
即
応
し
時
局
に
処
す
る
識
見
を
具
え
た
有
為
な
る
人
材
の
育
成
を
は
か

る
」
た
め
に
大
学
の
創
設
を
「
発
起
し
た
」
と
い
う
。

　

そ
の
大
学
は
、「
政
治
、
経
済
、
思
想
等
々
の
各
分
野
と
密
接
に
し
て
不
離
な
関

係
を
保
ち
、
相
互
に
深
い
関
係
を
重
ね
乍
ら
影
響
を
受
け
影
響
を
与
え
、
い
わ
ゆ

る
象
牙
の
塔
よ
り
も
社
会
制
度
と
し
て
の
大
学
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
こ
の
「
趣
意
書
」
に
付
さ
れ
て
い
る
「
設
置
要
項
」
に
よ
る
と
、
学
部
は

理
学
部
と
法
経
学
部
及
び
短
期
大
学
部
の
三
学
部
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
理
学
部
の
下
に
は
数
学
科
、
建
築
工
学
科
、
土
木
工
学
科
、
災
害
科
学
科

の
四
学
科
が
、
法
経
学
部
の
下
に
は
法
律
学
科
、
経
営
学
科
、
商
学
科
の
三
学
科

「学校法人興（産）業大学設立趣意書」
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が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
短
期
大
学
部
は
第
一･

第
二
の
家
政
学
科
か
ら
構
成
さ
れ
、
前
者
は
食
物
、
住
居
意
匠

の
二
つ
の
専
攻
、
後
者
は
被
服
専
攻
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

福
知
山
で
の
大
学
創
設
が
頓
挫
し
た
の
で
、
こ
の
計
画
は
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
過
程
で
、「
趣
意
書
」
の
内
容
も

大
幅
に
書
き
換
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
趣
意
書
」
の
内
容
が
か
な
り
荒
削
り
な
も
の
で
、
広
く
賛
同
者
を

集
め
る
に
は
よ
り
密
度
の
濃
い
「
趣
意
書
」
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
学
に
は
上
述
の
よ
う
に
一
二
種
の

「
趣
意
書
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
こ
の
「
趣
意
書
」
を
除
く
と
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。
ひ
と
つ
が
こ
の
「
学
校
法

人
興
（
産
）
業
大
学
設
立
趣
意
書
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
、
二
つ
目
が
当
時
の
国
家
と
大
学
教
育
に
対
す
る
危
機
感
を
よ
り
鮮
明
に

示
し
た
う
え
で
、
大
学
設
立
の
必
要
性
と
方
向
を
書
い
て
い
る
も
の
で
、
最
後
が
そ
う
し
た
厳
し
い
現
状
認
識
は
後
景
に
退
け
て
認

可
を
射
程
に
置
い
た
現
実
的
な
書
き
方
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
、
既
述
の
よ
う
な
荒
木
の
当
時
の
教
育
の
現
状
に
対
す
る
考
え
方
を
最
も
示
し
て
い
る
の
が
二
番
目
の
タ
イ
プ
の

「
趣
意
書
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
ま
ず
「
戦
後
十
有
八
年
、
荒
廃
に
帰
し
た
国
土
も
平
和
の
復
興
に
続
く
驚
異
的
経
済
発
展
に
依
り
、

今
や
我
国
は
世
界
の
先
進
国
家
の
一
つ
と
し
て
国
際
間
に
指
導
的
役
割
を
演
ず

る
に
至
つ
た
が
、
其
れ
に
も
拘
ら
ず
精
神
面
に
於
い
て
は
混
迷
の
極
に
達
し
て

い
る
」
と
い
う
よ
う
な
文
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
微
妙
に
表
現
が

異
な
る
も
の
も
あ
る
）。
そ
れ
に
続
け
て
語
ら
れ
る
の
が
、「
建
国
以
来
の
輝
か

し
い
歴
史
は
軽
侮
せ
ら
れ
、
民
族
意
識
は
喪
失
し
、
美
し
い
道
統
は
破
壊
せ
ら

れ
て
祖
国
愛
の
精
神
は
全
く
忘
却
せ
ら
れ
」
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
で
あ
る
。

そ
の
原
因
は
、
こ
の
「
趣
意
書
」
で
は
、
戦
後
の
偏
向
教
育
に
あ
り
、
そ
の
結

荒木俊馬自筆の「京都産業大学設立趣意書」
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果
「
下
は
小
、
中
学
校
の
義
務
教
育
よ
り
上
は
国
家
将
来
の
指
導
層
の
養
成
機
関
た
る
大
学
教
育
に
至
る
迄
、
我
国
現
在
の
文
教
界

は
全
く
無
秩
序
、
無
方
針
と
評
す
る
外
は
な
い
」
と
い
う
。
特
に
大
学
で
は
「
所
謂
進
歩
的
学
者
、
革
新
的
知
識
人
が
教
官
と
し
て

教
育
の
実
権
を
掌
握
し
」
て
、
そ
の
思
想
を
鼓
吹
し
て
い
る
が
故
に
、
新
制
大
学
の
卒
業
生
の
多
く
は
「
意
識
す
る
と
意
識
せ
ざ
る

と
に
拘
ら
ず
日
本
民
族
の
団
結
と
祖
国
の
防
衛
と
独
立
を
放
棄
し
て
」
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
他
方
、
狭

隘
で
資
源
が
乏
し
い
国
土
に
一
億
人
の
人
口
が
密
集
し
て
い
る
日
本
の
「
将
来
は
近
代
的
産
業
立
国
以
外
に
存
立
の
途
は
な
い
」
が
、

現
在
の
よ
う
な
大
学
教
育
を
受
け
た
青
年
が
次
代
の
産
業
界
の
担
い
手
と
な
っ
た
場
合
、「
如
何
に
高
度
の
経
済
成
長
を
な
し
国
民
の

生
活
水
準
が
十
二
分
に
向
上
し
た
と
し
て
も
今
日
迄
自
由
主
義
経
済
に
依
つ
て
築
き
上
げ
た
我
国
の
産
業
界
は
思
想
的
に
内
面
よ
り

崩
壊
し
て
」
し
ま
う
と
し
て
、
大
学
の
設
立
を
思
い
立
っ
た
と
い
う
の
が
こ
の
タ
イ
プ
の
「
趣
意
書
」
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
意
識
の
下
で
、
荒
木
ら
が
設
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
大
学
は
、
具
体
的
に
は
、「
日
本
民
族
の
精
力
的
勤
勉
性
と
知
能

的
優
秀
性
を
啓
発
増
強
し
、
躍
進
日
本
産
業
の
合
理
的
経
営
と
独
創
的
科
学
技
術
の
指
導
者
と
な
り
、
而
も
民
族
意
識
を
自
覚
堅
持

し
真
の
日
本
人
と
し
て
次
代
の
祖
国
を
担
ふ
て
立
つ
青
年
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
た
「
法
律
、
経
済
、
理
科
、
工
学
の
諸

部
門
を
綜
合
す
る
産
学
協
同
」
の
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
ま
ず
、「
法
律
、
経
済
と
を
密
接
に
融
合
し
て
産
業
経
営
の
基
底

を
な
す
法
学
部
、
経
済
学
部
」
と
「
工
業
技
術
の
基
礎
科
学
と
し
て
の
理
学

部
（
数
学
科
、
物
理
学
科
）」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
学
部
で
の

教
育
を
担
う
「
各
専
門
分
野
の
権
威
者
並
に
将
来
有
望
の
少
壮
学
徒
」
で
「
思

想
堅
実
、
人
格
高
潔
の
士
」
を
教
官
と
し
て
選
ぶ
と
し
て
い
る
。
要
は
「
高

度
の
専
門
的
知
識
、
技
能
の
修
練
と
精
神
陶
冶
の
面
に
重
点
を
置
き
祖
国
愛

「京都産業大学設立趣意書」
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に
徹
し
た
有
為
な
人
材
の
育
成
を
は
か
る
」
の
が
彼
ら
の
創
設
し
よ
う
と
し
た
大
学
な
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
内
容
の
「
趣
意
書
」
を
も
っ
て
荒
木
ら
は
発
起
人
を
集
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
文
部
省
へ
の
設

置
認
可
申
請
の
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
強
烈
な
意
識
を
前
面
に
出
す
こ
と
は
慮
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
後
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ

る
趣
意
書
案
で
は
、
そ
の
部
分
は
後
景
に
退
い
て
い
る
。
ま
た
、
設
置
す
る
学
部
に
つ
い
て
も
大
き
な
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
は
、
理
学
部
の
他
、
社
会
科
学
で
は
法
学
と
経
済
学
の
両
領
域
で
学
部
展
開
を
図
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
よ
う
で
、「
法

学
部
」「
経
済
学
部
」、
も
し
く
は
「
法
経
学
部
」
の
設
置
を
構
想
し
て
い
た
。
し
か
し
、
文
部
省
に
対
し
て
現
在
で
言
う
い
わ
ゆ

る
事
前
相
談
を
行
う
な
か
で
、
三
学
部
も
し
く
は
三
領
域
で
の
設
置
申
請
に
つ
い
て
指
導
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
最
終
的
に
は
経
済

学
部
と
理
学
部
の
二
学
部
で
構
成
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
修
正
を
加
え
た
う
え
で
、
お
そ
ら
く
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
五
月
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
以
下
の
よ
う
な
「
趣
意
書
」
で
あ
る
。

京
都
産
業
大
学
設
立
趣
意

 

一
、 

建
国
以
来
の
日
本
の
歴
史
と
美
し
い
道
義
的
伝
統
を
重
ん
じ
、
日
本
民
族
の
団
結
と
祖
国
防
衛
の
愛
国
精
神
に
徹
す
る
真

の
日
本
人
と
し
て
、
自
由
貿
易
の
国
際
大
勢
に
備
え
て
日
本
将
来
の
産
業
界
の
経
営
並
び
に
科
学
技
術
の
指
導
者
た
る
べ

き
青
年
を
育
成
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

 

一
、 

こ
の
目
的
の
為
に
、
本
大
学
は
法
・
経
・
理
・
工
の
四
学
部
よ
り
成
る
産
学
協
同
の
四
年
制
綜
合
大
学
で
あ
る
。
十
年
計

画
に
て
完
成
の
予
定
で
あ
る
が
、
発
足
と
し
て
は
経
済
学
部
（
経
済
学
科
）
及
び
理
学
部
（
数
学
科
・
物
理
学
科
）
と
し
、

四
十
三
年
度
よ
り
順
次
両
学
部
内
の
学
科
増
設
と
法
学
部
・
工
学
部
の
新
設
を
実
現
す
る
。
現
在
の
既
成
大
学
（
特
に
国

立
大
学
）
に
於
て
は
、
各
学
部
が
全
く
独
立
無
関
係
の
教
科
運
営
を
行
つ
て
ゐ
る
が
故
に
、
真
の
綜
合
大
学
の
実
は
挙
が

つ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
反
省
し
、
本
大
学
に
於
て
は
例
え
ば
経
済
学
部
と
理
学
部
特
に
数
学
科
と
の
連
繋
を
密
に
し
、
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両
者
が
一
体
と
な
つ
て
現
代
産
業
の
合
理
的
経
営
に
役
立
つ
よ
う
な
人
材
の
育
成
に
務
め
る
。

 
一
、 

道
義
的
精
神
教
育
に
重
き
を
置
き
、
偏
狭
排
他
的
な
日
本
主
義
で
は
な
く
、
多
方
面
の
豊
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
現
代

の
世
界
情
勢
を
理
解
し
得
る
国
際
的
感
覚
を
体
得
し
、
而
も
祖
国
日
本
の
国
家
社
会
に
対
し
て
責
任
・
義
務
感
に
徹
す
る

真
の
自
由
民
主（

マ
マ
）義

の
愛
国
的
日
本
人
を
養
成
す
る
。
そ
の
た
め
原
則
と
し
て
全
寮
制
を
敷
き
、
倫
理
的
人
間
形
成
は
道
徳

教
育
及
び
学
術
研
究
能
力
涵
養
に
関
す
る
学
生
補
導
員
の
充
実
に
重
点
を
置
く
と
同
時
に
、
学
生
補
導
課
の
充
実
と
共
に

寮
生
活
に
於
て
徹
底
的
に
行
う
。
寮
の
建
設
は
四
十
年
度
よ
り
始
め
る
。

 

一
、 

経
済
学
部
に
於
て
は
象
牙
の
塔
的
抽
象
理
論
に
偏
す
る
事
な
く
、
実
社
会
の
産
業
経
営
に
直
接
役
立
つ
諸
学
科
に
重
点
を

置
き
、
ま
た
理
学
部
に
於
て
は
独
創
的
科
学
者
・
技
術
者
と
な
り
得
る
よ
う
、
応
用
数
学
・
応
用
物
理
学
に
重
点
を
置
く
。

 

一
、 

教
官
の
研
究
を
完
全
な
ら
し
め
る
た
め
、
研
究
室
、
実
験
設
備
を
完
備
し
、
研
究
に
必
要
な
文
献
、
参
考
図
書
、
専
門
雑

誌
、
研
究
実
験
器
械
を
充
分
に
購
入
す
る
。
な
ほ
少
壮
有
為
の
教
官
を
養
成
し
、
短
か
く
と
も
二
年
間
の
海
外
留
学
制
度

を
設
け
、
我
国
に
於
い
て
遅
れ
た
る
諸
学
科
の
新
知
識
を
輸
入
せ
し
め
る
。
そ
の
た
め
遅
く
と
も
四
年
後
に
は
大
学
院
の

設
置
を
計
画
す
る
。

 

一
、 

産
学
協
同
の
実
現
の
た
め
に
、
合
理
的
経
営
、
基
礎
科
学
、
工
業
技
術
に
関
す
る
依
託
研
究
に
応
ず
る
態
勢
を
備
え
、
ま

た
広
く
産
業
界
の
研
究
所
、
生
産
工
場
と
の
協
力
研
究
を
推
進
す
る
。

 

一
、 

対
外
貿
易
促
進
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
ア
後
進
諸
国
の
留
学
生
の
受
容
れ
態
勢
を
備
え
、
外
国
人
学
生
に
対
し
て
は
特
別

の
教
育
を
施
し
、
ま
た
外
国
人
専
用
の
寮
を
設
置
す
る
。

 

一
、 

学
校
経
営
と
教
官
の
研
究
及
び
学
生
の
教
育
と
を
一
体
化
す
る
た
め
学
長
は
理
事
長
を
兼
ね
、
理
事
は
主
と
し
て
教
授
陣

よ
り
選
出
す
る
。
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上
賀
茂
の
土
地
の
貸
与
が
確
定
し
た
の
は
先
述
の
よ
う
に
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
二
十
七
日
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
以
降
本
格
的
に
創
設
活
動
を
行
う
に
は
、
個
人
で
は
な
く
組
織
と
し
て
動
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
荒
木
と
小
野
は
大
学
設
立
準
備
委
員
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
す
る
。
昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）二
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
と
い
っ
て
も
、
メ
ン
バ
ー
は
わ
ず
か
四
人
で
あ
っ
た
。
荒
木
と
小
野
、
そ
れ
に
荒
木
の
京
都
帝
国
大
学
で
の
教
え
子
で
あ
っ
た

芝
原
鐐
一
と
江
本
祐
治
の
二
人
で
あ
っ
た
（「
想
い
出
話　

二
」）。
こ
の
二
人
は
荒
木
に
大
学
創
設
の
誘
い
が
あ
っ
た
当
初
か
ら
、

荒
木
が
相
談
を
行
い
、現
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
荒
木
と
小
野
を
支
え
て
き
た
人
達
で
あ
っ
た
。
芝
原
は
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

九
月
に
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
広
島
高
等
師
範
学
校
講
師
、
佛
教
大
学
教
授
を
経
て
当
時
龍
谷
大
学
教
授
で
あ
っ
た
が
、
福
知

山
で
の
大
学
創
設
活
動
を
始
め
た
直
後
に
荒
木
は
芝
原
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
四
月
二
十
日
条
）、
そ
れ
以
後

例
え
ば
、
芝
原
は
龍
谷
大
学
経
済
学
部
の
設
置
の
時
の
状
況
を
伝
え
る
な
ど
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
五
月
四
日
条
）、
頻
繁
に
荒
木

と
会
っ
た
り
行
動
を
共
に
し
た
り
し
て
い
る
。
他
方
、
江
本
は
芝
原
よ
り
も
四
年
早
い
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
に
京
都
帝

国
大
学
を
卒
業
し
、
九
州
帝
国
大
学
助
教
授
を
務
め
た
が
、
病
気
に
な
り
戦
後
は
逼
塞
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
研
究
を
続
け
、

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
岐
阜
県
立
医
科
大
学
教
授
に
就
任
し
た
（
芝
原
と
江
本
に
つ
い
て
は
吉
田
淳
三
「
江
本
祐
治
・

芝
原
鐐
一
両
先
生
を
偲
ん
で
」、
日
本
天
文
学
会
『
天
文
月
報
』
第
六
五
巻
第
四
号
、
一
九
七
二
年
を
参
照
）。
江
本
も
芝
原
と
ほ
ぼ

同
じ
頃
に
荒
木
か
ら
相
談
を
受
け
た
よ
う
で
、
以
後
、彼
も
頻
繁
に
荒
木
と
会
っ
て
い
る（『
日

記
』）。
こ
れ
ら
の
人
達
と
本
格
的
な
創
設
活
動
を
荒
木
は
始
め
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

委
員
会
及
び
設
立
事
務
所
は
京
都
市
左
京
区
吉
田
の
荒
木
の
家
に
置
か
れ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
（
田
村
洋
幸
『
大
学
の
道
標
』、「
京
都
産
業
大
学
設
置
要
項
」）。

　

大
学
の
開
学
は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
四
月
一
日
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
時

大
学
施
設
の

建
設
開
始

荒木俊馬還暦祝賀会の
席上における江本祐治
（昭和32年）
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点
で
既
に
余
す
と
こ
ろ
は
一
四
ヵ
月
し
か
な
く
、
し
か
も
設
置
認
可
の
申
請
書
は
開
学
の
前
年
九
月
末
ま
で
に
文
部
省
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
時
間
的
余
裕
は
わ
ず
か
八
ヵ
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
早
急
に
建
設
工
事
に
取
り
か
か
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
実
は
こ
の
時
点
で
は
建
設
工
事
を
行
う
業
者
は
ま
だ
正
式
に
決
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
の
夏
以
降
、
上
賀
茂
の
土
地
を
建
設
地
と
決
め
た
頃
か
ら
、
荒
木
ら
は
建
設
を
引
き
受
け
て
く
れ

る
業
者
の
選
定
を
始
め
て
い
た
。
最
初
、
荒
木
ら
が
接
触
し
た
の
は
熊
谷
組
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
小
野
が
同
社
の
副
社
長
と
同
郷
で

あ
っ
た
か
ら
で
、そ
の
伝
手
を
た
ど
っ
て
同
社
に
建
設
工
事
一
切
の
引
き
受
け
を
依
頼
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る（「
想
い
出
話　

二
」）。

そ
の
後
、
熊
谷
組
の
大
阪
支
店
や
京
都
出
張
所
と
の
連
絡
は
行
っ
て
い
た
ら
し
く
、
土
地
の
貸
与
が
決
定
す
る
と
、
熊
谷
組
が
実
地

測
量
を
行
い
、
建
設
計
画
の
策
定
を
始
め
た
。
こ
の
過
程
で
、
鞍
馬
街
道
か
ら
の
進
入
道
路
を
造
る
た
め
に
、
そ
の
付
近
の
隣
接
地

の
利
用
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、
所
有
者
三
人
に
働
き
か
け
て
、
そ
れ
ら
の
土
地
を
入
手
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
三
宅
一
郎
を

発
起
人
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
土
地
の
入
手
に
三
宅
の
協
力
を
得
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
（『
日
記
』
一
九
六
三

年
十
二
月
二
十
九
日
条
、
一
九
六
四
年
三
月
四
・
七
日
条
）。

本
学
に
は
、
熊
谷
組
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
敷
地
・
道
路
の
工
事
費
用
の
内
訳
書
を
含
む
見
積
書
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
（「
京

都
産
業
大
学
敷
地
及
び
道
路
造
成
工
事
費
用
見
積
案
」）、
熊
谷
組
の
作
業
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
よ
う
で
、
荒
木
ら
は
昭
和
三
十
九

年
（
一
九
六
四
）
の
四
月
ご
ろ
ま
で
は
、
熊
谷
組
に
工
事
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
熊
谷

組
大
阪
支
店
は
、
工
事
に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
受
け
る
た
め
に
銀
行
と
交
渉
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
交
渉
は
な
か
な
か
進
ま

ず
、
荒
木
や
小
野
も
銀
行
に
出
向
い
て
「
新
大
学
創
設
に
関
す
る
事
情
・
経
済
に
就
い
て
詳
細
に
説
明
」
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
結
局
は
そ
の
銀
行
は
こ
の
事
業
へ
の
融
資
を
断
っ
た
と
い
う
（「
想
い
出
話　

四
」）。
荒
木
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
恐
ら

く
銀
行
側
と
し
て
は
、
ま
だ
学
校
法
人
も
、
従
っ
て
財
産
も
無
く
、
文
部
省
か
ら
大
学
設
置
の
認
可
が
下
り
る
か
否
か
全
く
未
知
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数
の
大
学
建
設
工
事
に
数
億
と
い
う
融
資
を
す
る
の
は
危
険
だ
と
判
断
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、「
そ
れ
以
来
、
熊
谷
組
大

阪
支
店
に
は
工
事
引
受
け
を
躊
躇
す
る
よ
う
な
気
配
が
感
ぜ
ら
れ
」
た
と

い
う
の
で
あ
る
（
同
前
）。
そ
の
た
め
、
荒
木
ら
は
他
に
建
設
工
事
を
引

き
受
け
て
く
れ
る
企
業
が
な
い
か
再
度
探
し
始
め
た
。
荒
木
は
彼
ら
が
あ

た
っ
た
企
業
は
清
水
建
設
、
間
組
（
現
在
の
安
藤
ハ
ザ
マ
）、
藤
田
組
（
現

在
の
フ
ジ
タ
）、
大
成
建
設
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
同
前
）。
現
在
確

認
が
取
れ
る
の
は
、
藤
田
組
と
大
成
建
設
で
あ
る
が
（『
日
記
』
一
九
六
四
年
六
月
十
六
・

二
十
二
日
条
）、
そ
の
な
か
で
最
も
熱
心
だ
っ
た
の
は
藤
田
組
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
想
い

出
話　

四
」）。
し
か
も
、
藤
田
組
が
提
示
し
た
工
事
の
見
積
も
り
は
ど
こ
よ
り
も
安
価
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
た
め
、
荒
木
ら
は
、
藤
田
組
に
建
設
工
事
を
委
託
す
る
こ
と
に
決
し

た
。
し
か
し
、
既
に
熊
谷
組
に
は
か
な
り
の
作
業
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
藤
田
組
へ

の
発
注
は
熊
谷
組
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
小
野
が
熊

谷
組
の
本
社
に
行
っ
て
、
交
渉
し
た
結
果
、「
熊
谷
組
は
円
満
に
工
事
か
ら
手
を
引
く
こ
と

を
承
諾
し
た
」
と
い
う
（「
想
い
出
話　

四
」、『
日
記
』
一
九
六
四
年
六
月
二
十
三
日
条
）。 

藤
藤
田
組
と
の
間
に
仮
契
約
を
締
結
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
七
月
三
日

で
あ
っ
た
（『
日
記
』）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
建
設
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
き
、
ま
ず
、

校
舎
建
設
用
地
の
整
地
が
行
わ
れ
た（「
想
い
出
話　

四
」）。
そ
の
作
業
が
一
段
落
付
い
た
昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）九
月
五
日
、

校舎建設敷地整地工事（昭和39年）

校舎建設敷地整地工事（昭和39年）
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秋
晴
れ
の
下
、
地
鎮
祭
と
校
舎
の
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
（『
日
記
』）。

こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
、
荒
木
と
小
野
に
は
ひ
と
つ
大
き
な

問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、資
金
問
題
で
あ
る
。

こ
の
大
学
設
立
構
想
が
動
き
出
し
た
時
、
そ
の
基
盤
と
な
る
組
織
は
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。
多
く
の
場
合
は
、
大
学
新
設
に
は
既
存
の
学
校
法
人
や
な

ん
ら
か
の
機
関
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
組
織
が
資
金
を
拠
出
し
て
、
大
学
設
立

準
備
が
な
さ
れ
る
。
第
三
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
京
都
の
私
立
大
学
の
ほ
と

ん
ど
も
、
そ
う
し
た
既
存
組
織
を
基
盤
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
計
画

は
そ
う
し
た
組
織
的
基
盤
が
な
い
ま
ま
、
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
荒
木
と
小
野
は
ま
と
ま
っ
た
資
金
が
な
い
状

態
で
活
動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
っ
て
全
く
資
金
調
達
の
可
能
性
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
荒

木
に
よ
れ
ば
、「
そ
ん
な
大
学
を
創
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
三
億
五
千
万
ぐ
ら
い
は
出
資
し
て
も
よ
い
と
い
う
」（「
想
い
出
話　

三
」）

生
命
保
険
会
社
が
あ
る
と
の
情
報
が
舞
い
込
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
会
社
が
出
し
た
条
件
が
、
大
学
名
に
そ

の
会
社
の
名
を
冠
す
る
こ
と
、
そ
の
会
社
の
社
長
を
学
長
と
す
る
こ
と
、
出
資
金
は
何
年
か
後
に
は
償
還
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
全
学

生
に
そ
の
会
社
の
保
険
に
入
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
い
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
荒
木
は
後
に
記
し
て

い
る
（
同
前
。『
日
記
』
で
も
、
山
本
栄
吾
と
北
部
邦
雄
が
そ
の
生
命
保
険
会
社
の
京
都
支
店
長
と
会
見
し
て
、
そ
う
し
た
相
手
方

の
意
向
を
聞
き
憤
慨
し
て
帰
っ
て
き
た
と
い
う
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
六
三
年
四
月
二
十
三
日
条
））。
こ
の
経

験
か
ら
、
荒
木
は
そ
れ
以
来
、「
大
学
設
立
後
そ
の
経
営
に
一
口
で
も
容
喙
す
る
権
利
を
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
寄
附
金
は
一
切

受
け
つ
け
ぬ
決
心
を
し
た
」
と
い
う
（「
想
い
出
話　

三
」）。
他
方
、
既
述
の
よ
う
に
荒
木
ら
は
発
起
人
集
め
に
奔
走
し
た
が
、
そ

資
金
問
題

地鎮祭（昭和39年）

資
金
問
題
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の
際
発
起
人
に
名
を
連
ね
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て
は
、「
決
し
て
後
で
経
済
的
な
御
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
事
は
致
し
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
依
頼
し
て
い
た
よ
う
で
（「
想
い
出
話　

二
」）、
発
起
人
に
署
名
を
も
ら
っ
て
も
そ
れ
が
即
資
金
調
達
に
つ
な
が
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
資
金
の
目
処
が
た
た
な
い
ま
ま
に
活
動
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
必
要
な
資
金
は
荒

木
と
小
野
が
個
人
的
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
荒
木
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
三
月
に
退
職
す
る
ま
で
は
大
谷

大
学
の
教
授
職
に
あ
り
、
他
方
小
野
は
鳥
取
で
専
門
学
校
の
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
の
収
入
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を

元
に
活
動
費
を
捻
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

荒
木
の
『
日
記
』
に
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
に
一
人
、
さ
ら
に
日
を
置
い
て
芝
原
鐐
一
が
現
金
を
持
っ
て
き
て
そ

れ
を
銀
行
の
定
期
に
入
れ
た
と
い
う
よ
う
な
記
述
が
あ
り
（『
日
記
』
一
九
六
四
年
一
月
八
・
九
日
条
）、
ま
た
荒
木
も
そ
の
一
員
で

あ
っ
た
丁
酉
会
会
員
一
一
名
連
名
に
よ
っ
て
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る
の
で
（「
寄
付
金
贈
呈
連
名
簿
」）、
徐
々
に
は
寄
付
金
が

集
ま
り
だ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
荒
木
自
身
も
大
谷
大
学
を
辞
め
る
に
あ
た
っ
て
得
た
退
職
金
を
設
立
資
金
と
し
て
銀
行

に
入
れ
て
い
た
（『
日
記
』
一
九
六
四
年
三
月
三
十
一
日
条
、
同
年
七
月
二
十
日
条
）。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、「
運
動
費
で
は

な
く
、
大
学
設
置
に
必
要
な
準
備
資
金
」（「
想
い
出
話　

三
」）
と
し
て
は
全
く
不
足
で
あ
っ
た
。
一
時
は
二
億
円
の
寄
付
出
捐
の

話
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
不
調
に
終
わ
っ
て
い
る
（『
日
記
』
一
九
六
四
年
四
月
二
十
四
日
条
、「
中
西
雅
市
よ
り
荒
木

俊
馬
・
京
子
あ
て
書
状
」
一
九
六
四
年
五
月
二
日
付
）。
そ
う
し
た
状
態
の
な
か
で
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
の
初
夏
に
な
っ

て
よ
う
や
く
資
金
調
達
の
目
処
が
立
つ
。
中
学
校
と
高
等
学
校
を
運
営
し
て
い
た
東
山
学
園
が
大
学
設
立
資
金
を
融
通
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

東
山
学
園
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
知
恩
院
の
学
問
所
と
し
て
発
足
し
、
旧
制
の
東
山
中
学
校
を
設
立
し
た
後
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
新
制
の
東
山
中
学
校
を
設
立
し
て
、
さ
ら
に
翌
年
に
東
山
高
等
学
校
を
設
立
し
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た
。
そ
の
母
体
は
財
団
法
人
東
山
学
園
で
あ
っ
た
が
、
私
立
学
校
法
の
公
布
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
学

校
法
人
東
山
学
園
に
改
組
さ
れ
た
。
そ
の
傘
下
に
あ
っ
た
東
山
高
校
は
、
普
通
科
だ
け
で
発
足
し
た
当
初
は
一
時
校
勢
が
ふ
る
わ

な
か
っ
た
も
の
の
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
商
業
科
を
増
設
し
て
以
降
受
験
生
が
増
加
し
、
昭
和
三
十
八
年
度
の
志
願

者
が
三
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
（
東
山
学
園
百
年
史
編
纂
委
員
編
『
東
山
学
園
百
年
史
』
一
九
六
七
年
）。
そ
の

東
山
学
園
の
当
時
の
藤
原
弘
道
理
事
長
が
、
荒
木
ら
が
大
学
創
設
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
趣
旨
に

賛
同
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
同
学
園
が
支
援
を
決
め
た
の
は
、「
中
学
、
高
校
、
大
学
へ
の
一
貫
し

た
教
育
路
線
を
打
立
て
る
た
め
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
『
東
山
学
園
百
年
史
』）。
こ
の
時
、
同
学
園
か
ら
融
資
さ
れ
た
資
金
は

一
五
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
（『
日
記
』
一
九
六
四
年
六
月
一
日
条
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
荒
木
ら
は
、
設
置
申
請
書
類
の
作
成
に
専
念
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
荒
木
ら
は
、
設
立
事
務
所
を
吉
田
の
荒
木
の
自
宅
か
ら
、
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
蛸
薬
師
の
千
代

田
生
命
京
都
ビ
ル
の
三
階
に
移
す
こ
と
に
す
る
（『
日
記
』
一
九
六
四
年
五
月
六
・
七
・
十
四
日
条
）。

な
お
、
こ
の
支
援
開
始
を
機
に
、
東
山
学
園
の
藤
原
弘
道
理
事
長
が
、
副
委
員
長
と
し
て
設
立
委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
藤
原
弘
道
『
洗
心
抄
』
藤
原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
会
、
一
九
七
三
年
。
同
書
で
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
四
月
一
日
に
副

委
員
長
に
就
任
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
経
緯
か
ら
し
て
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。な
お
、
藤
原
が
副
委
員
長
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

『
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
』
一
九
六
五
年
一
月
一
日
付
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
）。

荒
木
ら
が
千
代
田
生
命
ビ
ル
の
一
室
で
設
立
事
務
所
を
開
設
し
た
の
は

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
六
月
一
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
荒
木

ら
は
初
め
て
女
子
事
務
員
を
採
用
し
、
翌
日
も
う
一
人
が
加
わ
っ
て
、
こ
の
二
人
を
加
え
て

荒
木
ら
は
設
置
認
可
申
請
書
の
作
成
に
本
格
的
に
取
り
か
か
っ
た
（『
日
記
』
一
九
六
四
年

藤原弘道

設
置
認
可
申
請

書
の
作
成
着
手
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六
月
一
日
条
）。

こ
の
時
、
荒
木
ら
が
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
二
種
類
の
申
請
書
で
あ
っ
た
。
一
つ
が
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
認
可

申
請
書
で
他
が
大
学
設
置
認
可
申
請
書
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
こ
の
創
設
計
画
は
母
体
の
法
人
が
な
い
ま
ま
に
進
め
ら
れ
た
の

で
、
ま
ず
学
校
法
人
の
設
立
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
寄
附
行
為
、 

設
立
趣
意
書
、
財
産
目
録
、
寄
附
申
込
書
、
設
立
決
議
録
、

不
動
産
等
の
資
産
に
つ
い
て
の
明
細
と
証
明
書
、
申
請
年
度
の
予
算
書
及
び
設
立
後
四
ヵ
年
の
事
業
計
画
及
び
こ
れ
に
伴
う
予
算
書

等
を
含
む
も
の
で
、
小
野
が
一
人
で
担
当
し
て
作
成
し
た
（「
想
い
出
話　

五
」、「
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
寄
附
行
為
認
可
申
請

書
」）。
他
方
、
大
学
の
設
置
認
可
申
請
書
は
荒
木
が
中
心
に
な
っ
て
作
成
し
た
。
た
だ
、こ
の
過
程
の
荒
木
の
『
日
記
』
を
見
る
と
、

頻
繁
に
荒
木
の
弟
子
で
あ
っ
た
芝
原
鐐
一
と
江
本
祐
治
の
名
が
現
れ
て
お
り
、
こ
の
二
人
が
荒
木
の
申
請
書
作
成
に
尽
力
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
（『
日
記
』）。
そ
れ
と
同
時
に
、
発
起
人
に
も
名
を
連
ね
て
い
た
西
内
雅
も
申
請
書

の
作
成
に
側
面
か
ら
協
力
し
て
い
た
。

　

西
内
は
皇
国
史
観
に
共
鳴
し
て
、
既
述
の
平
泉
澄
の
門
下
と
な
っ
た
和
暦
・
暦
法
の
研
究
者

で
あ
り
、
戦
時
期
に
は
陸
軍
教
授
、
総
力
戦
研
究
所
所
員
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
（
前
掲
『
平

泉
澄
』、
及
び
「
西
内
雅
履
歴
書
」、
国
立
公
文
書
館
蔵
「
京
都
産
業
大
学
設
置
認
可
申
請
書
」

所
収
）。
西
内
は
、
戦
後
は
、
群
馬
大
学
を
経
て
皇
學
館
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
昭
和
三
十
九

年
（
一
九
六
四
）
三
月
に
同
大
学
を
退
職
し
て
い
た
（
前
掲
「
西
内
雅
履
歴
書
」）。
こ
の
西
内

と
は
、
荒
木
は
暦
法
の
研
究
と
い
う
点
で
共
通
点
が
あ
る
ほ
か
、
考
え
方
も
似
通
っ
て
い
る
か

ら
か
古
く
か
ら
見
知
っ
て
い
た
が
（『
日
記
』
一
九
四
三
年
十
一
月
二
日
条
）、
創
設
活
動
に

入
っ
て
か
ら
は
た
び
た
び
会
っ
た
り
、
連
絡
を
取
っ
た
り
し
て
い
た
（『
日
記
』
一
九
六
三
年

設立事務所で設置準備に勤しむ荒木と小野（昭和39年）
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七
月
二
十
四
日
・
八
月
二
十
八
日
条
、
一
九
六
四
年
一
月
九
日
・
二
月
二
十
日
・
四
月
十
五
日
・
五
月
九
日
条
）。
そ
の
際
、
時
に

は
小
野
と
一
緒
に
会
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
は
大
学
設
置
に
つ
い
て
の
相
談
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
事
実
、
荒
木
は
西
内
に
設

立
準
備
委
員
会
の
東
京
駐
在
「
常
任
委
員
」
を
依
頼
し
、
西
内
も
そ
れ
を
引
き
受
け
て
い
る
（「
西
内
雅
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」

一
九
六
四
年
四
月
十
七
日
付
）。
西
内
は
、
ど
う
や
ら
戦
前
の
活
動
か
ら
か
、
官
界
や
教
育
界
に
人
的
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
い

た
よ
う
で
、
荒
木
は
そ
れ
に
期
待
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
西
内
は
荒
木
に
大
学
設
立
に
関
わ
る
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
文
部
省
の
担
当
者
と
事
前
相
談
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
、
か
な
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
（「
西
内
雅
よ
り

荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
六
四
年
四
月
二
日
付
。
こ
の
書
状
で
は
、
私
大
の
審
査
が
厳
重
に
な
る
旨
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
こ
と

に
対
し
て
、
文
部
省
管
理
局
振
興
課
の
課
長
補
佐
と
会
談
し
た
結
果
を
報
告
し
て
い
る
）。
そ
の
こ
と
は
、
当
時
日
本
育
英
会
理
事

で
あ
っ
た
春
山
順
之
輔
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
、
西
内
が
荒
木
の
起
草
し
た
設
立
趣
意
書
に
手
を
入
れ
て
修
正
を
促
し
て
い
る
書

状
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（「
西
内
雅
よ
り
荒
木
俊
馬
あ
て
書
状
」
一
九
六
四
年
六
月
五
日
付
）。

春
山
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
ま
で
文
部
省
学
校
教
育
局
大
学
教
育
課
長
・
大
学
学

術
局
大
学
課
長
を
一
四
年
間
に
わ
た
っ
て
務
め
た
大
学
行
政
の
専
門
家
で
あ
っ
た
（
春
山
に
つ
い
て
は
、『
人
事
興
信
録
』
第
二
二
版
、

人
事
興
信
所
、一
九
六
四
年
を
参
照
）。
こ
の
書
状
で
、西
内
は
春
山
が
大
学
名
に
つ
い
て
「
ひ
っ
か
ゝ
る
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
と
、

設
立
趣
意
書
に
つ
い
て
項
目
の
整
理
や
内
容
に
修
正
点
を
示
唆
さ
れ
た
と
し
て
、
具
体
的
に
荒
木
が
書
い
た
「
設
立
趣
意
」
に
書
き

込
み
を
行
っ
た
も
の
を
荒
木
に
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
に
綴
ら
れ
た
「
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
設
立
趣

意
書
」
は
後
に
示
す
が
、
前
掲
の
「
京
都
産
業
大
学
設
立
趣
意
」
と
比
べ
る
と
、
記
述
の
順
序
が
変
わ
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
全
寮

制
に
つ
い
て
の
記
述
や
留
学
生
用
の
寮
に
つ
い
て
の
記
述
、
さ
ら
に
学
長
と
理
事
長
の
兼
任
と
教
授
陣
か
ら
の
理
事
選
任
の
記
述
が

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は
西
内
が
春
山
の
指
摘
と
し
た
箇
所
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
春
山
の
指
摘
を
受
け
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「西内雅より荒木俊馬あて書状」所収、「京都産業大学設立趣意」（昭和39年）
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た
西
内
に
よ
る
助
言
の
大
筋
を
、
荒
木
が
受
け
入
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
趣
意
書
の
完
成
と
と
も
に
設
置
認
可
が
た
や
す
く

な
る
こ
と
を
一
面
で
は
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
西
内
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
設
立
趣
意
書

 　

本
学
は
学
校
教
育
基
本
法
の
精
神
に
則
り
、
特
に
建
国
以
来
の
日
本
の
歴
史
と
美
し
い
道
義
的
伝
統
を
重
ん
じ
、
日
本
民
族

の
団
結
と
祖
国
の
独
立
、
防
衛
の
精
神
に
徹
し
た
真
の
日
本
人
と
し
て
開
放
経
済
、
自
由
貿
易
の
国
際
大
勢
に
備
え
て
日
本
将

来
の
産
業
界
の
経
営
並
び
に
科
学
、
技
術
の
指
導
者
た
る
べ
き
青
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
道
義
的
精
神
教
育
に
重
点
を
置
き
偏
狭
排
他
的
な
日
本
主
義
で
は
な
く
、
広
範
囲
の
豊
か
な

教
養
を
身
に
つ
け
現
代
の
世
界
情
勢
を
十
分
に
理
解
し
得
る
国
際
的
感
覚
を
持
ち
し
か
も
祖
国
日
本
の
国
家
社
会
に
対
し
て
責

任
、
義
務
感
に
徹
す
る
真
の
自
由
民
主
主
義
の
愛
国
的
日
本
人
を
養
成
す
る
。
そ
の
た
め
道
徳
教
育
及
び
学
術
研
究
能
力
涵
養

に
関
す
る
学
生
補
導
組
織
を
充
実
す
る
。

 　

本
大
学
は
法
・
経
・
理
・
工
の
四
学
部
よ
り
成
る
産
学
協
同
の
四
年
制
総
合
大
学
で
あ
る
。
十
年
計
画
に
て
完
成
の
予
定
で

あ
る
が
発
足
と
し
て
は
、
経
済
学
部
（
経
済
学
科
）
及
び
理
学
部
（
数
学
科
、
物
理
学
科
）
の
二
学
部
と
し
四
十
二
年
度
よ
り

順
次
両
学
部
内
の
学
科
増
設
（
経
済
学
部
に
経
営
学
科
、
理
学
部
に
化
学
科
そ
の
他
）
と
法
学
部
、
工
学
部
の
設
立
を
実
現
す

る
。

 　

現
在
既
成
大
学
の
多
く
に
於
て
は
各
学
部
が
全
く
独
立
無
関
係
な
教
科
運
営
を
行
つ
て
い
る
が
故
に
真
の
総
合
大
学
の
実
は

挙
つ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
特
に
反
省
し
本
大
学
に
於
て
は
例
え
ば
経
済
学
部
と
理
学
部
特
に
数
学
科
と
の
連
関
を
密
に
し
両

者
が
一
体
と
な
つ
て
現
代
産
業
の
合
理
的
経
営
に
実
際
に
役
立
つ
よ
う
な
人
材
の
育
成
に
務
め
る
。

 　

経
済
学
部
に
於
て
は
象
牙
の
塔
的
抽
象
理
論
に
偏
す
る
事
な
く
実
社
会
の
産
業
経
営
に
直
接
役
立
つ
諸
学
科
に
重
点
を
置
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き
、
特
に
現
代
経
済
界
の
大
勢
に
即
応
し
て
数
理
経
済
的
方
面
の
諸
学
科
の
教
育
を
重
視
す
る
。
理
学
部
に
於
て
は
独
創
的
科

学
者
、
発
明
的
技
術
者
と
な
り
得
る
よ
う
応
用
数
学
、
応
用
物
理
学
に
重
点
を
置
き
、
特
に
数
学
科
で
は
電
子
計
算
機
の
理
論

と
実
際
に
関
す
る
徹
底
的
知
識
を
与
え
経
営
事
務
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ヨ
ン
化
な
ど
、
産
業
に
必
要
な
諸
部
門
の
教
育
に
力
を
注

ぐ
。

 　

本
学
は
学
術
の
研
究
を
徹
底
せ
し
め
る
た
め
研
究
室
実
験
装
置
を
完
備
し
研
究
に
必
要
な
文
献
参
考
図
書
、
専
門
雑
誌
、
研

究
室
実
験
器
械
を
十
分
に
購
入
す
る
。
尚
少
壮
有
為
な
教
官
、
研
究
員
を
養
成
す
る
た
め
海
外
留
学
制
度
を
設
け
、
本
邦
に
於

て
遅
れ
て
い
る
諸
学
科
の
新
知
識
を
輸
入
さ
せ
る
。

 　

本
学
は
研
究
、
教
育
が
現
代
の
実
社
会
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
産
学
協
同
の
態
勢
を
整
え
工
業
技
術
に
関
す
る

依
託
研
究
に
応
ず
る
教
員
陣
容
と
研
究
施
設
を
備
え
、
ま
た
広
く
産
業
界
の
研
究
室
、
生
産
工
場
と
の
直
結
的
協
力
研
究
を
推

進
す
る
。

 　

本
学
は
ア
ジ
ア
後
進
諸
国
及
び
南
中
米
大
陸
日
系
市
民
二
世
の
留
学
生
の
受
容
れ
態
勢
を
整
え
外
国
人
学
生
に
対
し
て
は
特

別
の
教
育
を
施
し
、
以
つ
て
対
外
貿
易
振
興
の
一
環
に
資
す
る
。　

国
立
公
文
書
館
蔵
「
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
所
収

な
お
、
荒
木
自
身
も
春
山
か
ら
の
指
摘
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
西
内
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
は
触

れ
て
い
な
い※

。

※ 「
当
時
、
大
学
学
術
局
の
課
長
を
最
後
に
定
年
退
官
し
て
育
英
会
の
理
事
長
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
春
山
順
之
輔
氏
（
今
は
故
人
）
が
特
に
本
学
創
設
の
熱
心  

な
賛
同
者
で
、
学
校
法
人
認
可
の
為
の
寄
附
行
為
に
関
す
る
文
書
な
ど
は
、
殆
ん
ど
春
山
氏
の
教
示
に
よ
っ
て
完
全
に
な
っ
た
よ
う
な
次
第
で
し
た
」（「
想
い
出

話　

五
」）。
こ
こ
で
荒
木
は
春
山
を
日
本
育
英
会
の
理
事
長
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
理
事
長
は
緒
方
信
一
と
い
う
元
の
文
部
事
務
次
官
で
（
前
掲
『
人
事
興
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信
録
』
第
二
二
版
）、
春
山
は
理
事
で
あ
っ
た
（
同
前
）。

第
二
節　

認
可
申
請
と
結
果

こ
う
し
て
大
学
の
認
可
申
請
書
の
作
成
が
始
ま
っ
た
が
、そ
の
中
心
は
な
に
よ
り
も
教
員
組
織
に
あ
り
、荒
木
に
と
っ

て
は
そ
の
教
員
を
ど
の
よ
う
に
集
め
る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
設
置
す
る
大
学
の
構
想
を
基

に
、
荒
木
ら
は
協
力
し
て
く
れ
る
研
究
者
の
確
保
の
た
め
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
。
た
だ
、
荒
木
に
と
っ
て
は
、
こ
の
計
画
に

参
画
し
て
も
ら
い
た
い
研
究
者
は
、「
各
専
門
分
野
の
権
威
者
」
だ
け
で
な
く
、「
将
来
有
望
の
少
壮
学
徒
」
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
加
え
て
「
思
想
堅
実
、
人
格
高
潔
」
と
い
う
要
件
を
備
え
た
人
材
で
あ
っ
た
（「
京
都
産
業
大
学
設
立
趣
意
書
」）。
し
か
も
、
理

学
部
と
経
済
学
部
と
い
う
二
つ
の
学
問
領
域
と
と
も
に
、
教
養
課
程
で
は
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
の
三
領
域
で
教
養
科

目
を
講
じ
る
教
員
も
集
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
教
員
の
選
奨
に
も
多
く
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。

こ
の
教
員
選
奨
に
あ
た
っ
て
、
理
系
の
研
究
者
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
荒
木
が
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
の
元
教
授
で
あ
る
と
と

も
に
、
彼
の
弟
子
で
あ
る
芝
原
鐐
一
と
江
本
祐
治
が
実
務
面
で
か
な
り
動
い
て
い
た
の
で
、
京
都
帝
国
大
学
系
を
中
心
に
人
材
の
手

当
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
表
15
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
設
置
認
可
申
請
の
際
の
理
学
部
及
び
一
般
教
育
の
自
然

科
学
系
科
目
の
専
任
教
員
予
定
者
の
七
割
強
が
京
都
帝
国
大
学
も
し
く
は
新
制
の
京
都
大
学
の
大
学
院
あ
る
い
は
学
部
卒
業
者
で
占

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
他
、
荒
木
ら
は
理
学
部
と
自
然
科
学
系
の
非
常
勤
の
講
師
と
し
て

一
一
人
採
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
彼
ら
も
す
べ
て
京
都
帝
国
大
学
と
京
都
大
学
の
出
身
者
で
あ
っ
た
）。
ま
た
、
そ
の
他
の

大
学
の
出
身
者
に
つ
い
て
も
、
荒
木
が
宇
宙
物
理
学
者
と
し
て
学
会
の
権
威
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
情
報
は
得
や
す
か
っ
た
と
考

教
員
集
め



第四章　建学の実現

126

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
理
系
に
つ
い
て
は
、
勿
論
そ
れ
な
り
の
困
難
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
は
ス
ム
ー
ズ
に

進
ん
だ
と
み
て
よ
い
。

他
方
、
経
済
学
部
と
教
養
課
程
で
の
社
会
科
学
系
の
教
員
集
め
は
、
事
情
が
違
っ
て
い
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
荒
木
は
経
済
学
者

と
交
流
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
作
田
荘
一
と
伊
部
政
一
と
は
親
交
が
深
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
の
教
員

集
め
も
行
わ
れ
て
い
る
。
荒
木
は
伊
部
を
通
じ
て
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
出
身
の
経
済
学
者
柴
田
敬
と
会
い
、
そ
の
門
下
生
二

人
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
の
二
人
は
、
田
村
洋
幸
と
後
に
学
長
と
な
る
新
田
政
則
で
あ
る
（『
日
記
』
一
九
六
四
年
八
月

十
三
日
条
、
田
村
洋
幸
『
大
学
の
道
標
』））。
し
か
し
、
そ
の
ル
ー
ト
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
領
域
で
は
、

第
三
章
第
三
節
で
触
れ
た
石
田
興
平
が
教
員
集
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
石
田
は
こ
の
当
時

滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
身
の
彦
根
経
済
専
門
学
校
時
代
に
教
務
課
長
と
し
て
、
同
校
の
四
年
制
大
学
昇

格
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
経

済
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

策
定
や
教
員
集
め
の
経
験
を

有
し
て
い
た
（
前
掲
「<

資

料
紹
介>

滋
賀
大
学
経
済
経

営
研
究
所
調
査
資
料
室
報
⑩　

XI
「
石
田
記
念
文
庫
」
に
つ

い
て
」）。
そ
う
し
た
経
験
や

経
済
学
者
と
し
て
の
人
脈
を

表15　理学部及び一般教育（自然科学系
科目担当）の専任教員予定者の出身大学

典拠：「学長並びに学部及び学科別担当教員予
定表」、国立公文書館蔵「京都産業大学
設置認可申請書」所収

出身大学 人数
京都帝国大学 12

京都大学大学院  5
京都大学  1

東京帝国大学  4
広島文理科大学  1

広島高等師範学校  1
大阪大学大学院  1

計 25

表16　経済学部及び一般教育（社会科学系
科目担当）の専任教員予定者の出身大学

典拠：「学長並びに学部及び学科別担当教員予
定表」、国立公文書館蔵「京都産業大学
設置認可申請書」所収

出身大学 人数
京都帝国大学  7

神戸大学大学院  2
関西学院大学  2
同志社大学  2

広島大学大学院  1
青山学院大学大学院  1

大阪大学大学院  1
東京商科大学  1

名古屋大学大学院  1
立教大学  1

計 19
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活
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
石
田
が
主
導
す
る
こ
と
で
こ
の
領
域
で
の
教
員
選
奨

も
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（『
日
記
』、
一
九
六
四
年
〔
京
都
産
業
大

学
創
立
メ
モ
―
そ
の
二
〕
一
九
七
四
年
七
月
二
十
日
記
）。
そ
の
結
果
で
あ
ろ

う
か
、
こ
の
領
域
で
集
め
ら
れ
た
教
員
の
出
身
は
自
然
科
学
系
と
は
か
な
り
異

な
っ
て
い
た
。
表
16
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
京
都
帝
国
大
学
の
出
身

者
は
一
番
多
い
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
数
は
全
体
の
四
割
弱
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
大
学
出
身
者
が
三
分
の
二
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
も
か
く
こ
う
し
て
石
田
を
中
心
と
し
て
教
員
選
奨
が
進
ん
だ
結
果
、
荒
木

ら
は
よ
う
や
く
両
学
部
と
一
般
教
育
に
必
要
な
教
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
概
要
を
示
し
た
の
が
、表
17
で
あ
る
。
こ
れ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

専
任
の
教
員
と
し
て
は
荒
木
自
身
を
含
め
て
完
成
年
次
ま
で
に
教
授
三
五
人
、

助
教
授
五
人
、
講
師
二
二
人
の
計
六
二
人
と
、
他
大
学
と
の
兼
任
の
い
わ
ゆ
る

非
常
勤
二
一
人
、
合
計
八
三
人
の
教
員
組
織
を
彼
ら
は
策
定
し
た
の
で
あ
る
。

併
せ
て
、
二
〇
人
の
助
手
の
採
用
も
荒
木
ら
は
決
め
て
い
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
教
員
集
め
と
科
目
配
置
案
の
策
定

と
共
に
、
小
野
が
主
体
と
な
っ
て
法
人
と
し
て
の
認
可
を

受
け
る
た
め
の
書
類
の
作
成
も
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
九
月
三
十
日
の

受
付
締
め
切
り
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
最
終
的
に
「
寄
附
行
為
認
可

認
可
申
請
書
の

作
成
と
提
出

表17　設置申請時の教員組織

授業科目の種類
職名

教授 助教授 講師 計
助手

専任 兼任 専任 兼任 専任 兼任 専任 兼任

一般教育科目
人文科学系 2 0 1 0 0 2 3 2 0
社会科学系 3 0 0 1 1 0 4 1 0
自然科学系 4 0 0 0 1 2 5 2 4

外国語科目 3 0 2 0 5 0 10 0 0
保健体育科目 0 0 0 0 2 0 2 0 3

計 12 0 3 1 9 4 24 5 7

専門教育科目
経済学部 経済学科 10 0 0 0 7 8 17 8 0

理学部
数学科 6 0 2 0 3 1 11 1 6

物理学科 7 0 0 0 3 7 10 7 7
計 23 0 2 0 13 16 38 16 13

総計 35 0 5 1 22 20 62 21 20
典拠：「一、設置要項」、国立公文書館蔵「京都産業大学設置認可申請書」所収
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申
請
書
」
と
な
る
が
、
中
心
と
な
る
の
は
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
法
人
の
「
寄
附
行
為
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
章
総
則
、
第

二
章
目
的
及
び
事
業
、
第
三
章
役
員
及
び
理
事
会
、
第
四
章
評
議
員
会
及
び
評
議
員
、
第
五
章
資
産
及
び
会
計
、
第
六
章
解
散
及
び

合
併
、第
七
章
寄
附
行
為
の
変
更
、第
八
章
補
則
の
全
八
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、私
立
学
校
法
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ

て
作
成
さ
れ
た
。
た
だ
、
私
立
学
校
法
で
は
評
議
員
に
「
当
該
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
年
齢
二
十
五
年

以
上
の
も
の
」（『
官
報
』
第
一
四
四
号
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日
）
を
含
め
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
な
お
、
設
立
後
卒

業
生
が
出
て
彼
ら
が
二
五
歳
を
超
え
る
ま
で
に
は
か
な
り
時
間
が
か
か
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
寄
附
行
為
」
で
は
「
こ
の
規

定
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
ま
で
は
、
当
分
の
間
「
在
学
生
又
は
卒
業
生
の
父
兄
」
と
読
み
替
え
る
」
こ
と
が
、
附
則
で
定
め
て
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
も
私
立
学
校
法
が
求
め
て
い
る
設
立
当
初
の
役
員
と
し
て
は
、
理
事
（
理
事
長
）
荒
木
俊
馬
の
他
、
理
事
と

し
て
、
藤
原
弘
道
、
源
田
実
、
富
田
健
治
、
西
内
雅
、
和
田
完
二
、
江
本
祐
治
、
小
野
良
介
の
七
人
と
監
事
と
し
て
磯
村
昢
夫
、
岩

畔
豪
雄
が
就
任
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（「
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
寄
附
行
為
」
、
国
立
公
文
書
館
蔵
「
学
校
法
人
京
都
産
業
大

学
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
所
収
）
。

「
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
に
は
、
こ
の
寄
附
行
為
の
他
、
財
産
目
録
や
寄
附
申
込
書
等
が
付
属
書
類
と
し
て
添
付
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
申
請
書
作
成
ま
で
に
金
銭
で
の
寄
付
の
申
し
込
み
を
行
っ
た
の
は
表
18
の
よ
う
に
五
八
名
で
、
そ
の
総
額
は

三
億
八
五
三
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
土
地
で
現
物
寄
付
を
行
っ
た
人
が
い
た
の
で
、
こ
の
評
価
額
五
七
〇
万
六
〇
〇
〇
円
を

加
え
て
、
寄
付
は
三
億
九
一
〇
〇
万
六
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る※

。

※ 

荒
木
は
「
寄
附
者
」
は
六
二
人
で
、
寄
付
金
の
総
計
は
「
四
億 

四
百
万
六
千
円
で
し
た
」（「
想
い
出
話　

三
」）
と
し
て
い
る
。

他
方
、
財
産
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
表
19
の
よ
う
に
校
地
、
校
舎
、
図
書
、
校
具
・
教
具
・
備
品
、
機
械
器
具
、
銀
行

預
金
で
あ
っ
た
が
、
校
地
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
時
点
で
は
国
か
ら
の
借
用
地
で
あ
り
、
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
寄
付
さ
れ
た
結
果
、
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自
己
所
有
地
と
な
っ
た
土
地
と
借

用
土
地
の
造
成
費
を
合
わ
せ
た

五
二
一
六
万
円
強
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
校
舎
も
建
設
途
上
で
あ
る
の

で
、
建
設
仮
勘
定
と
し
て
一
億
円

強
が
計
上
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
他
の
財
産
も
こ
の
時
点

で
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
が
発
注
段

階
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
手
付
金

額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
内
訳
は
図
書
の
予
納
金

が
二
二
三
〇
万
円
、
校
具
な
ど
が

三
〇
〇
万
円
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
の
な
か
で
土
地

を
除
い
て
、
荒
木
ら
が
最
も
苦
労

し
た
の
は
図
書
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
は
、
理
学
部
に
必
要
な

実
験
機
械
等
は
開
学
時
ま
で
に
揃

表18　「寄附申込書」の寄付者氏名
氏名 申込書の日付

小野良介 1964年3月 8日
和田完二 1964年3月10日
八木俊一 1964年3月10日
西内雅 1964年4月10日
木田道太郎 1964年4月15日
進藤英一 1964年4月28日
早川忠雄 1964年5月 6日
北山政夫 1964年5月 7日
小塚幸雄 1964年5月13日
岡田忠好 1964年5月15日
安達由美子 1964年5月20日
田村嘉章 1964年5月24日
京都建設工業　
代表者白井正文 1964年5月24日

北川勇吉 1964年6月 1日
北村貞治郎 1964年6月 3日
岩本半 1964年6月 5日
岩本定男 1964年6月 5日
富田健治 1964年6月 8日
源田実 1964年6月10日
水野則秋 1964年6月10日
江本淡也 1964年6月11日
杉本雄三 1964年6月11日
髙井一郎 1964年6月11日
伊部政一 1964年6月15日
井澤清 1964年6月15日
兼松関 1964年6月15日
加藤延雄 1964年6月15日
水野承三 1964年6月20日
楠部弥弌 1964年6月20日

氏名 申込書の日付
的埜正 1964年6月21日
速水辰二郎 1964年6月21日
大西藤一 1964年6月21日
中村浩 1964年6月22日
河村甚一郎 1964年6月23日
清水正 1964年6月30日
斉藤長太郎 1964年7月10日
久保田正顕 1964年7月13日
江本祐治 1964年7月15日
山本善次郎 1964年7月15日
荒木千里 1964年7月15日
速水篤 1964年7月20日
岡本晴三 1964年7月23日
荒木俊馬 1964年7月30日
三木みそら 1964年8月 5日
岩畔豪雄 1964年8月10日
川西尚志 1964年8月11日
金田義夫 1964年8月15日
鎌田健嗣 1964年8月15日
高橋成典 1964年8月20日
和田昇 1964年8月22日
木村克郎 1964年8月25日
宮崎弘次 1964年8月25日
学校法人東山学園
理事長藤原弘道 1964年8月29日

藤原弘道 1964年8月29日
富田保治 1964年8月30日
綾村勝次 1964年8月30日
細田佳男 1964年9月 9日
酒井厚幸 1964年9月 9日

典拠：「寄附申込書」、国立公文書館蔵「学校法人京都産業大学寄附行為認可申請書」所収
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え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
「
教
養
課

程
で
の
基
礎
実
験
用
だ
け
で
」
よ
く
、「
専
門

課
程
用
の
物
理
実
験
機
械
は
年
次
計
画
と
し
て

目
録
に
挙
げ
て
置
け
ば
良
か
っ
た
」（「
想
い
出

話　

五
」）
の
に
対
し
て
、
図
書
は
開
学
時
に

設
置
基
準
に
定
め
ら
れ
た
冊
数
を
揃
え
て
お
く

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
設

置
基
準
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
一

般
教
育
科
目
の
三
分
野
（
自
然
科
学
・
社
会
科

学
・
人
文
科
学
）
で
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
冊
以

上
、
外
国
語
科
目
が
一
言
語
あ
た
り
一
〇
〇
〇

冊
以
上
、
保
健
体
育
科
目
三
〇
〇
冊
以
上
で

あ
っ
た
。
荒
木
ら
が
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
た

大
学
は
外
国
語
に
つ
い
て
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ

語
、
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
を
開
講
す
る
予
定

で
あ
っ
た
の
で
、
外
国
語
科
目
用
の
図
書
は

四
〇
〇
〇
冊
以
上
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
含

め
て
一
般
教
育
用
と
し
て
七
三
〇
〇
冊
以
上
を

表19　財産目録（1964年8月31日現在/単位:円）

三、正味財産 391,006,000

（一）資産

1.基本財産

イ校地 自己所有地　    634坪 5,706,000
借用地 14,755.8坪 46,455,920 注1

ロ校舎 （建築中） 108,000,000 注2

ハ図書 図書 29,104冊 22,300,000 注3雑誌    125点

ニ校具・教具・備品     26点 849,400
 1,076点 2,000,000 注4

ホ機械器具  1,128点 1,000,000 注5
ヘ銀行預金 126,893,850

計 313,205,170

2.運用財産

イ現金 28,580
ロ銀行預金 75,000,000
ハ前払金 980,000 注6
ニ創立費 1,792,250

計 77,800,830
(二）負債 0
(三）借用財産 イ土地 14,755.8坪 注7

注1：立木補償費及造成整地費 注2：建設仮勘定
注3：46,812,004円の予納金 注4：5,990,990円の予納金
注5：2,223,170円の予納金 注6：借地料（自1964.9.1至1965.3.31）
注7：学校法人認可後払下
典拠：「二、財産目録(昭和三十九年八月三十一日現在）」、国立公文書館蔵「学校法人京都産業大学寄附行為認可申請書」所収

一、資産総額
1.基本財産 313,205,170
2.運用財産 77,794,830
二、負債総額 0
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購
入
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
専
門
教
育
科
目
に
つ
い
て
も
、
経
済
学
部
で
は
一
万
冊
以
上
の
図
書
と
五
〇
点
以
上
の

雑
誌
、
理
学
部
で
は
図
書
八
〇
〇
〇
冊
以
上
と
雑
誌
五
〇
点
以
上
が
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
、
合
わ
せ
る
と
二
万
五
三
〇
〇
冊
以

上
の
図
書
と
雑
誌
一
〇
〇
点
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（「
大
学
設
置
基
準
」（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
八

号
））。
荒
木
に
よ
る
と
、
荒
木
自
身
は
こ
の
当
時
一
万
冊
の
蔵
書
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
か
ら
「
大
学
設
置
の
際
の
教
養
書
・

専
門
書
と
し
て
数
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
和
書
・
洋
書
を
全
部
寄
贈
す
る
こ
と
に
決
心
し
、
三
月
早
々
選
択
・
整
理
を
始
め
、
五
月

末
に
整
理
を
終
」
え
た
と
言
う
が
、
そ
れ
で
は
追
い
付
か
な
い
の
で
、
六
月
か
ら
丸
善
株
式
会
社
京
都
支
店
に
委
嘱
し
て
図
書
の

購
入
を
始
め
た
（「
想
い
出
話　

五
」）。
そ
の
担
当
と
な
っ
た
の
は
、
木
村
克
郎
と
い
う
当
時
の
同
社
京
都
支
店
社
員
で
、
こ
の
人

物
が
中
心
と
な
っ
て
和
書
の
選
定
を
行
っ
た
が
、
外
国
の
専
門
書
に
つ
い
て
は
二
～
三
年
も
経
つ
と
出
版
元
で
も
在
庫
切
れ
に
な

る
の
で
、｢

こ
の
際
で
き
る
だ
け
既
刊
の
専
門
外
書
は
買
い
揃
え
て
置
く
必
要
を
感
じ｣

た
荒
木
は
、
こ
の
木
村
と
と
も
に
丸
善
京

都
支
店
に
あ
っ
た
専
門
別
外
書
出
版
目
録
か
ら
選
び
出
し
て
三
万
冊
以
上
発
注
を
行
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
購
入
で
き
た
の
は
そ

の
三
分
の
二
以
下
だ
っ
た
と
荒
木
は
書
き
残
し
て
い
る
（
同
前
）。
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、「
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
の
完
成

ま
で
に
発
注
で
き
た
も
の
が
、
表
19
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
図
書
二
万
九
一
〇
四
冊
、
雑
誌
一
二
五
点
で
あ
り
、
そ
の
発
注
総
額
は

四
六
八
一
万
二
〇
〇
四
円
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
、
必
要
と
さ
れ
て
い
た
役
員
就
任
承
諾
書
や
契
約
書
・
領
収
書
等
の
書
類
を
整
え
て
「
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
が
作
成

さ
れ
た
。
そ
の
申
請
書
の
日
付
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
八
月
三
十
一
日
付
で
あ
っ
た
が
、
荒
木
に
よ
れ
ば
、
完
成
し
た
の

は
九
月
九
日
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
日
記
』
九
月
九
日
条
）。
そ
れ
を
翌
十
～
十
一
日
に
か
け
小
野
が
東
京
に
出
張
し
（「
京
都
産
業

大
学
設
立
事
務
所
日
誌
」
九
月
十
・
十
一
日
条
）、
同
日
か
十
一
日
に
文
部
省
へ
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
国
立
公
文
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る「
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」の
冒
頭
に
押
さ
れ
て
い
る
文
部
省
の「
校
管
第
一
三
一
号
」
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と
い
う
印
の
日
付
が
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
九
月
三
十
日
で
あ
る
の

で
、文
部
省
と
し
て
は
九
月
三
十
日
に
正
式
に
受
理
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

文
部
省
に
受
理
さ
れ
た
、
こ
の
「
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
と
併
行
し
て

荒
木
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た
大
学
自
体
の
「
設
置
認
可
申
請
書
」
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
っ
た
。「
設
置
認
可
申
請
書
」
の
受
付

締
め
切
り
は
九
月
三
十
日
の
た
め
、「
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
の
提
出
が

右
の
よ
う
に
九
月
十
日
か
十
一
日
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
に
残
さ
れ
て

い
た
の
は
二
〇
日
程
し
か
な
く
、
作
業
は
非
常
に
厳
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
特
に
、
九
月
半
ば
に
教
員
組
織
に
関
す
る
書
類
に
多
く
の
不
備
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
金
沢
大
学
厚
生
課
長
竹
下
聰
治
文
部
事
務
官
に
助
力

を
求
め
る
た
め
小
野
」
が
「
金
沢
へ
」（『
日
記
』
九
月
十
六
日
条
）
行
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
の
提
出
後
、
小
野
も
荒

木
が
担
当
し
て
い
た
大
学
の
「
設
置
認
可
申
請
書
」
の
作
成
に
加
勢
し
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
後
の
二
週
間
は
荒
木
と
小
野
、
そ
れ
に
二
人
の
女
子
事
務
員
で
「
毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
残
業
を
続
け
」
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
い
う
（「
想
い
出
話　

五
」）。
そ
の
結
果
、
九
月
二
十
九
日
の
朝
に
よ
う
や
く
書
類
が
提
出
で
き
る
段
階
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
荒
木
ら
は
で
き
た
申
請
書
を
持
っ
て
上
京
し
た
も
の
の
、
東
京
に
着
い
て
も
書
類
の
点
検
を
し
て
見
つ
か
っ
た
不
足
部

分
の
印
刷
を
急
遽
行
っ
た
た
め
、
申
請
書
を
提
出
し
た
の
は
、
受
付
締
め
切
り
「
時
刻
ぎ
り
ぎ
り
」
の
九
月
三
十
日
の
午
前
一
〇

国立公文書館蔵「学校法人京都産業
大学寄附行為認可申請書」（昭和39年）

国立公文書館蔵「学校法人京都産
業大学寄附行為」（昭和39年）
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時
で
あ
っ
た
（「
想
い
出
話 　

五
」）。
も

し
、
こ
の
日
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
設

置
は
一
年
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

か
ら
、ま
さ
に
間
一
髪
の
申
請
で
あ
っ
た
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
は
九
月
三
十
日
で

あ
っ
た
が
、
書
類
の
日
付
は
九
月
二
十
日

付
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
設
置
申

請
書
に
は
、
末
尾
に
「
将
来
の
計
画
」
と

し
て
以
下
の
二
項
が
付
さ
れ
て
い
た
。

　
　

一
、
今
回
の
申
請
は
経
済
学
部
と
理 

学
部
の
二
学
部
の
設
置
申
請
で
あ
る
が
将
来
工
学
部
、
経
営
学
部
、
法
学
部
を
増
設
し
て
大
学
教
育
の
拡
充
と
教
育
内 

容
の
充
実
を
期
す
方
針
で
あ
る

二
、 

今
回
の
大
学
設
置
及
び
将
来
の
増
設
に
あ
た
つ
て
は
施
設
、
設
備
の
充
実
校
地
の
整
備
等
充
分
に
考
慮
し
、
幸
い
校
地
に

つ
い
て
は
隣
接
し
た
国
有
地
（
一
〇
万
四
千
坪
）
が
あ
り
、
校
地
確
保
に
つ
と
め
る

こ
こ
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
将
来
の
計
画
と
し
て
工
学
部
・
経
営
学
部
・
法
学
部
を
増
設
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
か
な

り
具
体
的
な
計
画
を
伴
い
な
が
ら
荒
木
や
小
野
ら
が
総
合
大
学
へ
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

文
部
省
に
期
限
ギ
リ
ギ
リ
で
設
置
申
請
書
を
提
出
し
た
も
の
の
、
荒
木
に
よ
る
と
そ
の
時
点
で
は
図
書
目
録
は
で
き
て 

お
ら
ず
、
そ
の
提
出
は
猶
予
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
（「
想
い
出
話　

五
」）。
し
か
し
、
図
書
そ
の
も
の
は
大
学
設
置
審

「京都産業大学設置認可申請書（控）」（昭和39年）

国立公文書館蔵「京都産業大学設置認可申請書」
（昭和39年）

認
可
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議
会
の
実
地
視
察
が
行
わ
れ
る
前
に
揃
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
収
容
陳
列
す
る
施
設
も
整
え
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
建
設
中
の
本
館
と
は
「
別
の
場
所
に
図
書
館
を
急
造
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
っ
て
藤
田
組
に
突
貫
工
事
を
依

頼
し
」（「
想
い
出
話　

五
」）
た
と
い
う
。
た
だ
、
荒
木
は
こ
の
急
造
図
書
館
に
つ
い
て
、「
設
計
書
が
出
来
て
着
工
し
た
の
が
十
月

下
旬
で
あ
っ
た
筈
」
と
し
、「
工
事
は
約
二
週
間
、
十
月
末
で
何
と
か
完
成
」（
同
前
）
し
た
と
書
き
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
記
憶

違
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
法
人
の
「
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
」
と
大
学
の
「
設
置
認
可
申
請
書
」
に
添
付
さ
れ
て
い
る
藤
田

組
に
よ
る
図
面
に
は
共
に
こ
の
図
書
館
に
つ
い
て
の
設
計
図
が
あ
り
、
し
か
も
両
方
と
も
そ
の
日
付
が
昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）

九
月
二
十
一
日
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（「
図
書
館
平
面
図
」、国
立
公
文
書
館
蔵
「
京
都
産
業
大
学
設
置
認
可
申
請
書
」
所
収
）。

両
方
に
付
け
ら
れ
て
い
る
工
事
進
行
表
で
も
、
こ
の
図
書
館
の
工
事
が
九
月
二
十
日
過
ぎ
か
ら
始
ま
り
同
年
十
一
月
末
ま
で
か
か
る

と
書
か
れ
て
い
る
。
二
週
間
で
基
礎
工
事
か
ら
建
屋

の
建
設
を
行
う
の
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、

お
そ
ら
く
荒
木
は
勘
違
い
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
、
確
証
は
な
い
が
、
と
に
か
く
こ
の
仮
図
書

館
の
工
事
は
十
月
末
に
は
一
応
終
わ
っ
た
よ
う
で
、

そ
こ
に
整
理
を
終
え
た
図
書
が
搬
入
さ
れ
、
十
一
月

冒
頭
に
は
文
部
省
の
審
査
に
対
応
で
き
る
状
態
に

な
っ
た
。
私
学
設
置
審
議
会
の
実
地
視
察
が
行
わ
れ

た
の
が
そ
の
月
の
十
一
日
で
あ
る
か
ら
、
荒
木
ら
は

こ
の
時
も
ま
さ
に
間
一
髪
の
綱
渡
り
を
し
て
い
た

建設工事中の本館（昭和39年）

「図書館平面図」（国立公文書館蔵「京都産業大学
設置認可申請書」所収、昭和39年）
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の
で
あ
る
。

荒
木
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
実
地
視
察
は
十
日
に
設
立
事
務
所
で
書
類
説
明
を
行
い
、
翌
十
一
日
に
現
地
視
察
が
行
わ
れ
た
後
、

再
び
事
務
所
に
戻
っ
て
審
査
員
の
合
議
を
経
て
、
そ
の
結
果
を
告
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
な
か
で
、「
随
分
文
句
を
つ
け
ら
れ
」

た
も
の
の
、「
結
局
、
い
ろ
い
ろ
条
件
附
き
で
パ
ス
」
し
た
と
荒
木
は
書
き
残
し
て
い
る
（「
想
い
出
話　

五
」）。

そ
の
実
地
視
察
を
踏
ま
え
て
、
私
学
設
置
審
議
会
が
文
部
大
臣
に
答
申
を
行
っ
た
の
は
十
二
月
十
九
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
設

置
が
認
可
さ
れ
た
の
は
公
立
私
立
含
め
て
四
年
制
大
学
が
二
三
校
、
短
期
大
学
が
三
〇
校
の
合
計
五
三
校
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
京

都
産
業
大
学
も
含
ま
れ
て
い
た
（『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
十
二
月
二
十
日
付
）。
た
だ
、
荒
木
ら
に
は
公
式
発
表
の
前
日
に
大
学

設
置
が
認
可
さ
れ
た
と
い
う
内
示
が
文
部
省
か
ら
告
げ
ら
れ
て
い
た
（『
日
記
』）。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
内
示
で
、
正
式

に
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
の
寄
附
行
為
と
京
都

産
業
大
学
の
設
置
が
認
可
さ
れ
た
の
は
翌
年
の
一

月
二
十
五
日
で
あ
り
（「
学
校
法
人
寄
付
行
為
認

可
書
」、「
京
都
産
業
大
学
設
置
認
可
書
」）、
そ
の

認
可
書
が
交
付
さ
れ
た
の
は
二
月
一
日
で
あ
っ
た

（『
日
記
』）。

　

こ
う
し
て
よ
う
や
く
京
都
産
業
大
学
の
設
置
が

認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
荒
木
も
書
い
て
い

る
よ
う
に
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
留
意
点
が
付
け
ら

れ
て
い
た
。
ま
ず
、
法
人
に
つ
い
て
、
文
部
省
か

建設工事中の仮図書館(昭和39年、のちの学生休
憩室）

建設工事中の仮図書館(昭和39年、のちの学生休
憩室）
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ら
交
付
さ
れ
た
認
可
書
に
付
け
ら
れ
た
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

１ 　

こ
の
認
可
は
、
年
次
計
画
に
よ
る
充
実
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
次
計
画
は
申
請
ど
お
り
確
実
に
履
行
す
る
こ

と
。

２ 　

国
か
ら
の
借
用
地
（
一
四
、七
五
五
坪
八
）
は
、
計
画
ど
お
り
払
下
げ
を
受
け
整
地
の
工
事
を
進
め
、
そ
の
状
況
を
報
告 

す
る
こ
と
。

「
寄
付
行
為
の
認
可
に
つ
い
て
（
通
知
）」

他
方
、
大
学
設
置
に
つ
い
て
は

１ 

．
施
設
、
設
備
、
教
員
組
織
等
に
関
す
る
年
次
計
画
の
履
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
完
成
に
い
た
る
ま
で
、
毎
年
度
、
別
途
通

知
に
よ
り
、
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
。 

　

な
お
、
上
記
年
次
計
画
に
重
大
な
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
．
建
築
中
の
建
物
を
予
定
ど
お
り
完
成
す
る
こ
と
。

　
　

３
．
経
済
政
策
お
よ
び
金
融
論
の
専
任
教
員
を
増
強
す
る
こ
と
。

　
　

４
．
経
済
学
部
の
中
堅
教
員
を
増
強
す
る
こ
と
。

　
　

５
．
一
般
教
育
、
専
門
教
育
と
も
全
般
的
に
図
書
お
よ
び
学
術
雑
誌
を
系
統
的
に
充
実
す
る
こ
と
。

　
　

６
．
経
済
学
部
の
学
術
雑
誌
お
よ
び
文
献
等
の
基
本
的
な
も
の
を
増
強
す
る
こ
と
。　

７
．
一
般
教
育
の
実
験
実
習
設
備
を
整
備
充
実
す
る
こ
と
。

「
大
学
の
設
置
に
つ
い
て
（
通
知
）」
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「学校法人寄付行為認可書」（昭和40年）

「京都産業大学設置認可書」（昭和40年）
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の
留
意
点
が
付
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
寄
附
行
為
の
認
可
書
の
交
付
を
受
け
て
、
荒
木
ら
は
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
二
月
十
三
日
に
京
都
地
方
法
務
局
に
「
学

校
法
人
京
都
産
業
大
学
」
の
設
立
登
記
を
行
っ
た
（「
理
事
会
議
事
録
」
一
九
六
五
年
二
月
五
日
開
催
、「
登
記
簿
謄
本
」）。
こ
こ
に

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
の
実
態
が
初
め
て
姿
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節　

学
生
募
集
と
最
初
の
入
試

大
学
設
置
認
可
の
内
示
を
受
け
た
翌
日
、
十
二
月
十
九
日
に
荒
木
ら
は
「
京
都
産
業
大
学
設
立
事
務
所
」
の

看
板
を
「
京
都
産
業
大
学
入
試
事
務
所
」
に
置
き
換
え
た
（「
想
い
出
話　

五
」）。
内
示
が
あ
っ
た
た
め
、

学
生
募
集
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
荒
木
ら
は
既
に
こ
の
日
に
備
え
て
準
備
を
整
え
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
既
に
認
可
申
請
書
を
提
出
す
る
前
に
伊
部
政
一
を
通
じ
て
、
前
内
閣
総
理
大
臣
の
岸
信
介
か

ら
「
京
都
産
業
大
学
要
覧
」
に
載
せ
る
大
学
の
推
薦
文
を
得
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（「
福
田
赳
夫
よ
り
伊
部
政
一
あ
て
書
状
」

一
九
六
四
年
十
月
一
日
付
）。
し
か
も
、
こ
の
要
覧
は
、
内
示
を
得
る
よ
り
も
六
週
間
前
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（『
日
記
』

一
九
六
四
年
十
一
月
五
日
条
）。

こ
の
他
に
も
「
大
学
で
は
、
認
可
を
予
期
し
て
密
か
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
」（
前
掲
『
大
学
の
道
標
』）
と
い
い
、
そ
う
し

た
準
備
が
で
き
て
い
た
の
で
、内
示
を
得
る
と
彼
ら
の
動
き
は
活
発
化
し
た
。
認
可
の
翌
月
の
一
月
十
一
日
に
は
『
産
経
新
聞
』『
毎

日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
京
都
新
聞
』
の
各
朝
刊
に
学
生
募
集
の
広
告
を
出
し
、
十
八
日
に
は
京
都
府
、
滋
賀
県
、
奈
良
県
の
高
等

学
校
の
校
長
や
進
学
主
任
を
招
い
て
説
明
会
を
開
く
と
と
も
に
、
大
学
建
設
現
場
の
視
察
会
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
十
一
日

募
集
活
動
の
開
始
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に
は
大
阪
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
大
阪
府
と
兵
庫
県
の
高
校
長
と
進
学
主
任
を
招
い
て
説
明
会
を
行
っ
た
後
、
一
日
お
い
て
二
十
三
日

に
鳥
取
県
に
赴
い
て
同
県
の
高
校
長
や
進
学
主
任
を
招
い
て
説
明
会
を
行
う
な
ど
、
精
力
的
に
学
生
募
集
活
動
を
展
開
し
た
の
で
あ

る
（『
日
記
』）。

こ
れ
よ
り
前
、
京
都
で
そ
れ
ま
で
と
は
性
格
を
異
に
し
た
大
学
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
聞
等
で
報
じ
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
最
初
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
八
月
一
日
の
『
京
都
新
聞
』
で
、
そ
の
後
、
建
設
工
事
起
工
式
の
前
後
に
『
夕

刊
京
都
』
や
『
日
本
経
済
新
聞
』
が
京
都
産
業
大
学
の
設
立
予
定
を
報
じ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
報
道
は
、
例
え
ば
、『
夕
刊
京
都
』

が
「
赤
旗
を
振
ら
ぬ
大
学
が
誕
生
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
大
学
の
独
自
性
を
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
（『
夕
刊
京
都
』

一
九
六
四
年
九
月
三
日
付
）。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
程
度
は
京
都
産
業
大
学
と
い
う
大
学
が
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
は
浸
透
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
荒
木
ら
の
精
力
的
な
募
集

活
動
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
新
設
大
学
で
あ
る

が
故
に
、
当
初
応
募
者
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
見
込

ま
れ
て
い
た
が
、
募
集
を
始
め
る
と
実
際
に
は
大
方
が

想
定
し
て
い
た
以
上
の
応
募
者
が
集
ま
っ
て
く
る
。
こ

の
時
期
に
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
入
試
業
務
に
携

わ
っ
た
田
村
洋
幸
が
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「
最
初
（
中
略
）
三
百
人
も
あ
れ
ば
大
成
功
と
思
っ
て

い
た
私
た
ち
は
、意
外
に
受
験
者
が
多
い
こ
と
に
驚
き
、

か
つ
喜
ん
だ
。
千
代
田
生
命
ビ
ル
に
次
々
と
届
け
ら
れ

「京都産業大学　要覧　1965」
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る
郵
送
の
願
書
は
、
八
百
通
を
越
え
て
い
た
よ
う
に
思
う
」
と
記
し
て
い
る
ほ
ど
に
多
数
の

応
募
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
前
掲
『
大
学
の
道
標
』）。

京
都
産
業
大
学
の
最
初
の
入
学
試
験
は
三
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま

ず
、
二
月
七
日
に
推
薦
入
学
試
験
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
一
般
入
学

試
験
一
次
入
学
試
験
が
二
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
や
や
間
を
お
い
て
三
月
二
十
九

日
に
二
次
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
（『
日
記
』、
荒
木
雄
豪
「
開
学
前
の
日
記
よ
り
」

（
前
掲
『
大
学
の
道
標
』
所
収
））。
推
薦
入
学
試
験
は
面
接
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
約

一
二
〇
名
が
受
験
し
た
と
考
え
ら
れ
る※

。

※
東
山
学
園
の
百
年
史
に
よ
る
と
こ
の
時
に
推
薦
入
学
試
験
で
入
学
し
た
生
徒
は
「
七
十
余
名
」
で
あ
っ
た
と
い
い

（
前
掲
『
東
山
学
園
百
年
史
』）、
ま
た
、
荒
木
に
よ
る
と
東
山
高
校
以
外
の
推
薦
入
学
志
願
者
は
四
七
名
で
あ
っ

た
と
い
う
（『
日
記
』
一
九
六
五
年
二
月
七
日
条
）。
さ
ら
に
、
荒
木
雄
豪
が
記
し
た
日
記
に
よ
れ
ば
、「
産
大
推
薦
入
試
（
中
略
）
全
部
で
一
二
一
名
受
験
。
父
、

小
野
氏
、
寺
尾
氏
、藤
原
氏
と
共
に
面
接
。
三
名
だ
け
落
と
す
事
と
す
」（
前
掲
「
開
学
前
の
日
記
よ
り
」）
と
み
え
る
。
特
に
荒
木
雄
豪
の
日
記
に
し
た
が
え
ば
、

志
願
者
の
総
数
が
一
二
一
名
で
そ
の
内
、
一
一
八
名
が
合
格
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
確
定
で
き
る
学
内
デ
ー
タ
が
乏
し
い
た
め
、
約
一
二
〇
名
と
し
た
。

こ
れ
に
続
く
一
般
入
学
試
験
は
二
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
は
事
務
体
制
が
ま
だ
十
分
に
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
志
願
者
数
や
受
験
者
数
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
複
数
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
数
値
は
や
や
錯
綜
し
て
い
る
。
た
だ
、
昭
和
四
十

年
度
の
「
学
校
基
本
調
査
」
に
提
出
し
た
「
学
部
学
生
内
訳
票
」
の
控
え
と
思
わ
れ
る
資
料
に
よ
る
と
、
経
済
学
部
の
志
願
者
が

一
〇
〇
六
名
、
理
学
部
の
志
願
者
が
一
三
七
名
の
計
一
一
四
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
入
学
試
験
と
推
薦
入
学
試
験
の
志

願
者
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
上
記
の
推
薦
入
学
試
験
の
志
願
者
推
定
数
の
約
一
二
〇
名
を
引
く
と
、
一
般
入
学
試
験
の
志

昭和40年度「学生募集要項」（印刷用紙型）

入
学
試
験
の

実
施
と
結
果
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願
者
数
は
一
〇
二
〇
名
く
ら
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
（「
学
部
学
科
の
入
学
志
願
者
数　

入
学
者
数
志
願
者
数
調
」）。

推
薦
入
学
試
験
と
一
次
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
二
月
に
は
校
舎
は
未
だ
出
来
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
入
学
試
験
を
行
え
る
よ
う
な
状

態
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
二
つ
の
試
験
は
東
山
高
等
学
校
の
校
舎
を
借
り
て
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
も
人
手

も
不
足
し
て
お
り
、
大
学
関
係
者
は
数
人
し
か
関
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
試
験
に
あ
た
っ
て
は
同
校
の
教
職
員
の
方
々
に
監
督
・

採
点
業
務
を
依
頼
し
た
（
前
掲
『
大
学
の
道
標
』）。

右
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
次
入
学
試
験
の
受
験
者
数
は
確
定
で
き
な
い
が
、
試
験
の
結
果
合
格
者
と
な
っ
た
の
は
約

六
〇
〇
名
で
一
〇
〇
名
近
く
が
不
合
格
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
一
次
入
学
試
験
の
受
験
者
は
七
〇
〇
名
く
ら
い
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
『
大
学
の
道
標
』）。
そ
の
合
格
発
表
が
行
わ
れ
た
の
は
、
二
月
二
十
五
日
正
午
か
ら
で
、
既
述
の
仮
設
の
図

書
館
前
に
荒
木
が
墨
書
し
た
合
格
通
知
が
掲
出
さ
れ
た
（『
日
記
』
一
九
六
五
年
二
月
二
十
五

日
条
、
前
掲
『
大
学
の
道
標
』）。
当
日
は
、
小
雪
混
じ
り
の
寒
風
が
吹
い
て
い
た
と
い
い
、
合

否
の
結
果
を
見
て
「
悲
喜
交
々
の
風
景
が
見
ら
れ
た
」（
京
都
産
業
大
学
開
学
四
周
年
記
念
実

行
委
員
会
編
『
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
』）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
三
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
二
次
入
学
試
験
は
工
事
が
進
ん
だ
大
学
の
校
舎
で
行

わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
環
境
は
十
分
に
整
わ
な
い
な
か
で
の
入
学
試
験
で
あ
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
ま
だ
生
乾
き
で
、「
座
席
位
置
を
示
す
受
験
番
号
は
、新
し
い
机
の
梱
包
材
に
、

直
接
マ
ジ
ッ
ク
で
記
入
し
」（「
村
橋
元
雄
氏
に
聞
く
―
本
学
創
設
時
の
回
想
―
」）、
食
堂
設
備

も
な
か
っ
た
の
で
弁
当
を
持
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
受
験
生
の
た
め
に
移
動
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

屋
に
依
頼
し
販
売
し
て
も
ら
っ
た
と
い
い
、
ま
た
、
ト
イ
レ
の
設
備
も
な
か
っ
た
た
め
、
京
都

第1回入学試験合格発表（昭和40年2月）
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市
衛
生
局
か
ら
移
動
ト
イ
レ
を
借
り
て
、
間
に
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
な
か
で
の
試
験
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
当

時
の
職
員
の
一
人
は
「
ト
イ
レ
の
横
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
販
売
し
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
何
と
も
奇
妙
な
光
景
で
し
た
」
と
そ
の

時
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
（
同
前
）。

二
次
入
学
試
験
の
採
点
は
即
日
開
始
さ
れ
、
そ
の
合
否
の
判
定
は
翌
月
の
一
日
に
行
わ
れ
た
（『
日
記
』
一
九
六
五
年
四
月
一
日

条
）。
そ
れ
は
京
都
産
業
大
学
の
開
学
初
日
で
あ
っ
た
。　
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学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
略
年
表

３ 

本
学
創
設
者
・
荒
木
俊
馬
、
熊
本
県
鹿
本
郡
来
民
町
（
現
山
鹿
市
）
で
誕
生

３ 
荒
木
俊
馬
、
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
を
卒
業

３ 
荒
木
俊
馬
、
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
講
師
、
助
教
授
を
経
て
教
授
に
就
任

８ 

荒
木
俊
馬
、
敗
戦
後
、
直
ち
に
京
都
帝
国
大
学
教
授
を
辞
し
、
京
都
府
天
田

郡
上
夜
久
野
村
（
現
福
知
山
市
）
へ
隠
棲

４ 

荒
木
俊
馬
、
京
都
帰
還

４ 

荒
木
俊
馬
、
小
野
良
介
ら
と
と
も
に
大
学
創
設
活
動
を
本
格
的
に
開
始

８ 

京
都
産
業
大
学
敷
地
と
し
て
上
賀
茂
本
山
国
有
林
を
選
定

２ 

京
都
産
業
大
学
設
立
準
備
委
員
会
設
置

６ 

京
都
市
中
京
区
の
千
代
田
生
命
ビ
ル
内
に
京
都
産
業
大
学
設
立
事
務
所
を
開

設

９ 

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
寄
附
行
為
認
可
申
請
書
を
文
部
省
に
提
出

９ 

京
都
産
業
大
学
設
置
認
可
申
請
書
を
文
部
省
に
提
出

１ 

文
部
省
よ
り
寄
附
行
為
お
よ
び
大
学
設
置
認
可

４ 

京
都
産
業
大
学
開
学
（
経
済
学
部
経
済
学
科
、
理
学
部
数
学
科
・
物
理
学
科

設
置
）

４ 

荒
木
俊
馬
、
初
代
学
長
に
就
任

４ 

本
館
完
成

４ 

第
１
回
入
学
式
（
京
都
会
館
）

11 

全
学
学
生
自
治
組
織
の
学
志
会
結
成
（
昭
和
41
年
、
志
学
会
と
改
称
）

11 

開
学
式
典

４ 

追
分
寮
完
成

４ 

１
号
館
・
体
育
館
・
計
算
機
セ
ン
タ
ー
完
成

４ 

世
界
問
題
研
究
所
設
置

－ 

こ
の
年
、
京
都
帝
国
大
学
創
立

４ 

第
五
福
竜
丸
事
件

10 

東
海
道
新
幹
線
開
業

10 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（
～
10
月
24
日
）

11 

い
ざ
な
ぎ
景
気
が
始
ま
る
（
～
45
年
7
月
）

３ 

日
本
の
総
人
口
、
1
億
人
を
突
破

６ 
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

明
治
30（
1
8
9
7
）

大
正
12（
1
9
2
3
）

昭
和
16（
1
9
4
1
）

昭
和
20（
1
9
4
5
）

昭
和
29（
1
9
5
4
）

昭
和
38（
1
9
6
3
）

昭
和
39（
1
9
6
4
）

昭
和
40（
1
9
6
5
）

昭
和
41（
1
9
6
6
）

和
暦（
西
暦
）年

月

月

京
都
産
業
大
学
関
連

主
要
な
社
会
の
で
き
ご
と
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学校法人京都産業大学略年表

11 

第
１
回
神
山
祭

４ 

経
営
学
部
経
営
学
科
、
法
学
部
法
律
学
科
、
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
・
ド

イ
ツ
語
学
科
・
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
・
中
国
語
学
科
・
言
語
学
科
設
置

５ 

３
学
部
増
設
記
念
式
典
、
学
歌
発
表
（
荒
木
俊
馬
作
詞
・
團
伊
玖
磨
作
曲
）

５ 

電
子
計
算
機
T
O
S
B
A
C

－

3
4
0
0
を
正
式
契
約
、
M
o
d
e
l

－

4
0
導
入
ま
で
の
間
、M
o
d
e
l

－

3
0
を
仮
設
置
。12
月
に
M
o
d
e
l

－

4
0
に
置
き
換
え
、
43
年
２
月
よ
り
稼
働

７ 
２
号
館
完
成

８ 
３
号
館
・
４
号
館
・
神
山
寮
完
成

10 

７
号
館
完
成

11 

輔
仁
大
学
（
台
湾
）
と
交
流
協
定
締
結

３ 

５
号
館
完
成

４ 

計
算
機
科
学
研
究
所
設
置

４ 

学
旗
制
定

７ 

大
教
室
棟
完
成

８ 

硬
式
野
球
場
完
成
（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
１
期
工
事
）
翌
日
球
場
開
き

11 

陸
上
競
技
場
完
成
（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
２
期
工
事
）

11 

第
１
回
体
育
祭
市
内
パ
レ
ー
ド
・
第
１
回
体
育
祭

12 

馬
術
場
・
厩
舎
完
成
（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
３
期
工
事
）

２ 

８
号
館
完
成

２ 

小
野
良
介
、
理
事
長
に
就
任

３ 

第
１
回
卒
業
式

４ 

荒
木
俊
馬
、
総
長
に
就
任
、
副
学
長
に
竹
田
淳
照
、
堀
江
保
蔵

４ 

大
学
院
設
置（
理
学
研
究
科（
数
学
専
攻
・
物
理
学
専
攻
）、経
済
学
研
究
科（
経

済
学
専
攻
）
修
士
課
程
）

４ 

理
学
部
に
応
用
数
学
科
増
設

12 

同
窓
会
発
足
、
第
１
回
同
窓
会
総
会
開
催

３ 

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
棟
完
成

昭
和
42（
1
9
6
7
）

昭
和
43（
1
9
6
8
）

昭
和
44（
1
9
6
9
）

昭
和
45（
1
9
7
0
）

３ 

こ
の
年
、
国
民
総
生
産
（
G
N
P
）
米
に
次

い
で
第
2
位
に

１ 

機
動
隊
、
東
大
安
田
講
堂
の
封
鎖
解
除
に
出

動

７ 

ア
ポ
ロ
11
号
、
有
人
月
面
着
陸
に
成
功

－ 

70
年
安
保
闘
争
激
化
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和
暦（
西
暦
）年

月

月

京
都
産
業
大
学
関
連

主
要
な
社
会
の
で
き
ご
と

昭
和
45（
1
9
7
0
）

昭
和
46（
1
9
7
1
）

昭
和
47（
1
9
7
2
）

昭
和
48（
1
9
7
3
）

昭
和
49（
1
9
7
4
）

昭
和
50（
1
9
7
5
）

昭
和
51（
1
9
7
6
）

４ 

法
学
部
に
法
学
専
攻
科
設
置

７ 

「
教
育
改
革
に
関
す
る
中
間
答
申
書
」
総
長
に
提
出

８ 

五
常
寮
完
成

12 
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

３ 
荒
木
俊
馬
、
理
事
長
に
就
任

４ 

理
学
部
応
用
数
学
科
を
、
計
算
機
科
学
科
に
名
称
変
更

４ 

外
国
語
学
部
に
外
国
語
専
攻
科
設
置

４ 

大
学
院
理
学
研
究
科
（
数
学
専
攻
・
物
理
学
専
攻
）
と
大
学
院
経
済
学
研
究

科
（
経
済
学
専
攻
）
に
博
士
課
程
設
置

４ 

教
養
課
程
一
般
教
育
科
目
に
コ
ー
ス
制
実
施

４ 

第
２
体
育
館
完
成

４ 

副
総
長
制
導
入

４ 

大
学
院
法
学
研
究
科
（
法
律
学
専
攻
）
修
士
課
程
設
置

６ 

津
ノ
国
寮
完
成

４ 

磯
村

夫
、
理
事
長
に
就
任

４ 

大
学
評
議
員
会
正
式
発
足

４ 

津
ノ
国
寮
内
に
「
津
ノ
国
女
子
寮
」
開
設
。
留
学
生
、
大
学
院
生
ほ
か
６
名

が
入
寮

４ 

大
学
院
法
学
研
究
科
（
法
律
学
専
攻
）
博
士
課
程
設
置

４ 

開
学
以
来
初
め
て
の
学
費
改
訂
（
49
年
度
入
学
者
よ
り
適
用
）

４ 

京
都
産
業
大
学
奨
学
金
制
度
新
設

12 

第
１
学
生
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
完
成

７ 

松
の
浦
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
滋
賀
県
）
完
成
（
利
用
開
始
は
翌
年
６
月
）

10 

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー
設
置

10 

開
学
10
周
年
記
念
式
典

８ 

第
１
回
全
国
父
兄
懇
談
会

３ 

大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会
開
幕
（
～
9
月
13

日
）

11 

非
核
三
原
則
を
決
議

２ 

第
11
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
、
札
幌
で

開
催
（
～
2
月
13
日
）

５ 

沖
縄
県
本
土
復
帰

10 

石
油
シ
ョ
ッ
ク

－ 

こ
の
年
、
高
校
進
学
率
が
9
割
を
超
え
る
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昭
和
52（
1
9
7
7
）

昭
和
53（
1
9
7
8
）

昭
和
54（
1
9
7
9
）

昭
和
55（
1
9
8
0
）

昭
和
56（
1
9
8
1
）

昭
和
57（
1
9
8
2
）

10 

２
号
館
４
階
に
計
算
機
タ
ー
ミ
ナ
ル
教
室
開
設
（
日
本
最
初
の
情
報
処
理
教

室
）

４ 

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
す
み
れ
幼
稚
園
開
園

４ 

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
（
中
国
語
学
専
攻
・
言
語
学
専
攻
）
修
士
課
程
設

置

９ 

バ
ス
プ
ー
ル
及
び
駐
車
場
整
備
完
了

－ 

こ
の
年
、
入
学
志
願
者
が
５
万
人
を
突
破

４ 
国
際
言
語
科
学
研
究
所
設
置

４ 
マ
セ
イ
大
学
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
と
交
流
協
定
開
始

７ 

本
学
創
設
者
、
荒
木
俊
馬
総
長
逝
去

７ 

理
事
会
に
お
い
て
、「
総
長
」「
副
総
長
」
の
名
称
を
「
学
長
」「
副
学
長
」

に
戻
す
こ
と
を
決
定

９ 

「
京
都
産
業
大
学
学
長
選
考
規
程
」
制
定

９ 

柏
祐
賢
、
学
長
に
就
任

６ 

法
職
講
座
開
設

７ 

柏
祐
賢
、
理
事
長
に
就
任

７ 

こ
の
年
７
月
ご
ろ
、
就
職
部
で
は
じ
め
て
「
モ
ニ
タ
ー
レ
ポ
ー
ト
」（
就
職

内
定
者
の
体
験
談
集
）
を
作
り
配
布
。

７ 

第
１
回
公
開
講
座
（
京
都
府
立
勤
労
会
館
）（
平
成
６
年
度
か
ら
市
民
講
座

に
改
称
）

２ 

京
都
産
業
大
学
同
窓
会
館
完
成

３ 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
セ
イ
大
学
と
交
換
留
学
開
始
（
本
学
か
ら
マ
セ
イ

大
学
へ
の
留
学
生
第
１
号
が
日
本
を
出
発
）

４ 

第
２
学
生
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
完
成

６ 

第
１
研
究
室
棟
完
成

12 

追
分
寮
閉
寮
式
お
よ
び
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

３ 

新
「
追
分
寮
」
市
原
に
完
成

４ 

法
職
講
座
セ
ン
タ
ー
及
び
会
計
職
講
座
セ
ン
タ
ー
設
置

５ 

成
田
空
港
開
港
式

８ 

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

４ 

こ
の
年
、
自
動
車
生
産
台
数
世
界
第
1
位

３ 

第
2
次
臨
時
行
政
調
査
会
発
足
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和
暦（
西
暦
）年

月

月

京
都
産
業
大
学
関
連

主
要
な
社
会
の
で
き
ご
と

昭
和
57（
1
9
8
2
）

昭
和
58（
1
9
8
3
）

昭
和
59（
1
9
8
4
）

昭
和
60（
1
9
8
5
）

昭
和
61（
1
9
8
6
）

昭
和
62（
1
9
8
7
）

平
成
元（
1
9
8
9
）

４ 

本
山
広
場
（
元
・
立
命
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
を
買
収

５ 

５
～
６
月
ご
ろ
、
大
学
広
報
映
画
「
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
の
星
を
め
ざ
せ
」
完
成

８ 

夏
季
休
暇
中
、
5
1
4
教
室
に
ト
ー
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
授
業
展

開
シ
ス
テ
ム
導
入

９ 
柏
祐
賢
、
学
長
再
任

11 

国
土
利
用
開
発
研
究
所
設
置

４ 

本
年
度
入
学
生
よ
り
ス
ラ
イ
ド
制
学
費
を
適
用

４ 

京
都
産
業
大
学
貸
与
奨
学
金
制
度
新
設

４ 

本
年
度
新
入
生
は
、
４
月
よ
り
マ
イ
カ
ー
通
学
禁
止

９ 

２
年
生
以
上
の
マ
イ
カ
ー
通
学
禁
止
、
全
車
両
学
内
乗
り
入
れ
規
制
実
施

４ 

教
職
課
程
講
座
セ
ン
タ
ー
設
置

４ 

情
報
処
理
講
座
セ
ン
タ
ー
設
置

８ 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
65
㎏
級
で
本
学
卒
業
生
松
岡
義
之
が
金

メ
ダ
ル
獲
得

10 

「
清
見
（
き
よ
み
）
の
滝
」
庭
園
完
成

５ 

サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
記
念
碑
完
成
（
２
号
館
西
側
）

５ 

創
立
20
周
年
記
念
式
典

１ 

第
17
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
で
、
本
学
陸
上
競
技
部
が
初
優

勝

４ 

現
代
体
育
研
究
所
設
置

５ 

菖
蒲
池
庭
園
完
成

９ 

柏
祐
賢
、
学
長
３
選

３ 

中
央
図
書
館
・
第
２
研
究
室
棟
・
第
１
実
験
室
棟
完
成

４ 

学
内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
K
I
N
G
（K

yoto 
Sangyo U

niversity Inform
ation N

etw
ork for G

eneral System

）
敷
設

１ 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
開
設

４ 

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

８ 

臨
時
教
育
審
議
会
設
置

４ 

日
本
電
信
電
話
会
社
（
N
T
T
）・
日
本
た

ば
こ
産
業
発
足

４ 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

４ 

国
鉄
分
割
民
営
化
、
J
R
6
社
発
足

１ 
昭
和
天
皇
死
去
、
平
成
と
改
元
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学校法人京都産業大学略年表

平
成
2（
1
9
9
0
）

平
成
3（
1
9
9
1
）

平
成
4（
1
9
9
2
）

平
成
5（
1
9
9
3
）

平
成
6（
1
9
9
4
）

平
成
7（
1
9
9
5
）

平
成
8（
1
9
9
6
）

４ 

工
学
部
情
報
通
信
工
学
科
・
生
物
工
学
科
設
置

９ 

在
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
術
交
流
事
務
所
開
設

10 

工
学
部
第
２
実
験
室
棟
完
成

４ 

生
涯
学
習
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置

９ 

柏
祐
賢
、
学
長
４
選

４ 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
学
術
交
流
事
務
所
開
設
（
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
と

学
術
交
流
事
務
所
を
統
合
、
名
称
統
一
）

３ 
神
山
ホ
ー
ル
完
成

４ 
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
伴
う
学
則
改
正

４ 

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
伴
う
学
則
改
正
に
よ
っ
て
卒
業
要
件
を
満
た
し

た
者
の
臨
時
卒
業
実
施

３ 

９
号
館
完
成

４ 

本
年
度
開
始
前
後
か
ら
、
各
学
部
に
自
己
点
検
・
自
己
評
価
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
検
討
が
始
ま
る

４ 

大
学
院
工
学
研
究
科
（
情
報
通
信
工
学
専
攻
・
生
物
工
学
専
攻
）
修
士
課
程

設
置

９ 

柏
祐
賢
、
学
長
５
選

３ 

教
養
部
廃
止

４ 

一
般
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
英
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
外
国
語
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
、
体
育
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

４ 

大
学
院
工
学
研
究
科
（
情
報
通
信
工
学
専
攻
・
生
物
工
学
専
攻
）
博
士
課
程

設
置

４ 

日
本
文
化
研
究
所
設
置

５ 

創
立
30
周
年
記
念
式
典

９ 

第
３
研
究
室
棟
完
成

４ 

（
財
）
大
学
基
準
協
会
に
維
持
会
員
（
学
部
）
と
し
て
加
入

10 

新
田
政
則
、
学
長
就
任

10 

副
学
長
廃
止
、
学
長
補
佐
設
置

４ 

消
費
税
ス
タ
ー
ト

－ 

こ
の
年
、
バ
ブ
ル
崩
壊

10 

東
西
ド
イ
ツ
統
一

１ 

湾
岸
戦
争
開
始

12 

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

８ 

細
川
・
非
自
民
6
党
連
立
内
閣
発
足
、
55
年

体
制
崩
壊

12 

白
神
山
地
・
屋
久
島
・
法
隆
寺
・
姫
路
城
が

日
本
初
の
「
世
界
遺
産
」
に
登
録

－ 

こ
の
年
、
不
況
長
期
化
、
就
職
氷
河
期
始
ま
る

１ 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
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和
暦（
西
暦
）年

月

月

京
都
産
業
大
学
関
連

主
要
な
社
会
の
で
き
ご
と

平
成
9（
1
9
9
7
）

平
成
10（
1
9
9
8
）

平
成
11（
1
9
9
9
）

平
成
12（
2
0
0
0
）

３ 

総
合
体
育
館
・
課
外
活
動
棟
・
神
山
コ
ロ
シ
ア
ム
完
成

８ 

学
内
周
回
道
路
完
成

３ 

入
学
試
験
後
期
（
３
月
入
試
）
導
入

４ 
本
年
度
よ
り
、
総
合
能
力
開
発
室
主
催
で
「
自
己
発
見
レ
ポ
ー
ト
」（
新
入

生
全
員
対
象
）
を
実
施

10 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置

11 

国
際
交
流
会
館
完
成

11 

平
成
11
年
度
か
ら
の
新
制
度
で
あ
る
、
社
会
人
・
帰
国
生
徒
・
編
入
学
試
験

実
施

11 

平
成
11
年
度
か
ら
の
新
制
度
で
あ
る
、
指
定
校
推
薦
入
学
選
考
実
施

３ 

10
号
館
完
成

３ 

「
京
都
産
業
大
学
の
現
状
と
課
題
１
９
９
８
―
自
己
点
検
・
評
価
報
告
―
」

発
刊

４ 

次
世
代
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置

４ 

人
権
セ
ン
タ
ー
設
置

６ 

駒
井
正
、
理
事
長
に
就
任

３ 

京
都
産
業
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
諮
問
委
員
会
、「
平
成
21
年
の
京
都
産
業
大

学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」
を
新
田
学
長
に
提
出

３ 

11
号
館
完
成

４ 

文
化
学
部
国
際
文
化
学
科
設
置

４ 

本
年
度
よ
り
セ
メ
ス
タ
ー
制
導
入

４ 

語
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
（
英
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
外
国
語
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
再
編
）

４ 

京
都
産
業
大
学
通
信
『
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
』
創
刊

４ 

総
合
能
力
開
発
室
を
総
合
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
再
編

４ 

バ
ス
プ
ー
ル
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
完
成

４ 

消
費
税
税
率
、
３
％
↓
５
％
に

11 

北
海
道
拓
殖
銀
行
・
山
一
証
券
倒
産

２ 

第
18
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
、
長
野
で

開
催
（
～
2
月
22
日
）

４ 

介
護
保
険
制
度
発
足
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学校法人京都産業大学略年表

平
成
13（
2
0
0
1
）

平
成
14（
2
0
0
2
）

平
成
15（
2
0
0
3
）

平
成
16（
2
0
0
4
）

10 

新
田
政
則
、
学
長
再
任

10 

就
職
部
が
進
路
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更

１ 

「
建
学
の
碑
」
建
立

４ 

研
究
機
構
設
置
（
日
本
文
化
研
究
所
、
世
界
問
題
研
究
所
、
先
端
科
学
技
術

研
究
所
、
総
合
学
術
研
究
所
に
改
組
）

４ 

入
試
部
が
入
学
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更

８ 

新
「
松
の
浦
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」（
滋
賀
県
）
完
成

３ 
第
４
研
究
室
棟
完
成

４ 
大
学
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
）
修
士
課
程
設
置

４ 

葵
寮
（
女
子
寮
）
開
設

４ 

計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
情
報
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更

４ 

学
長
補
佐
廃
止
、
副
学
長
設
置

４ 

常
任
理
事
会
を
設
置

10 

坂
井
東
洋
男
、
学
長
就
任

１ 

学
長
、「
教
育
研
究
総
合
施
策
―
教
育
研
究
の
エ
ク
セ
レ
ン
ス
化
に
向
け
て

―
」
発
表

３ 

賀
茂
川
寮
・
12
号
館
完
成

４ 

理
学
部
の
数
学
科
・
物
理
学
科
・
計
算
機
科
学
科
を
、
そ
れ
ぞ
れ
数
理
科
学

科
・
物
理
科
学
科
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
科
に
名
称
変
更

４ 

教
育
エ
ク
セ
レ
ン
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

４ 

総
合
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
を
進
路
セ
ン
タ
ー
に
統
合

４ 

総
合
研
究
事
務
室
設
置

４ 

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
設
置

４ 

監
査
室
設
置

９ 

本
年
度
秋
学
期
よ
り
、
学
部
新
入
生
を
対
象
と
し
たO

n/O
ff Cam

pus 
Fusion

（
O
O
C
F
）（
理
論
・
実
践
融
合
能
力
開
発
講
座
）
開
講

３ 

５
号
館
建
て
替
え
・
13
号
館
（
法
科
大
学
院
棟
）
完
成

４ 

大
学
院
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
設
置

９ 

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ

10 

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
5
人
帰
国

４ 

日
本
郵
政
公
社
発
足

７ 

「
国
立
大
学
法
人
法
」
な
ど
成
立

３ 

京
大
チ
ー
ム
、
ヒ
ト
E
S
細
胞
で
毛
細
血
管

を
作
る
こ
と
に
世
界
で
初
め
て
成
功
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和
暦（
西
暦
）年

月

月

京
都
産
業
大
学
関
連

主
要
な
社
会
の
で
き
ご
と

平
成
16（
2
0
0
4
）

平
成
17（
2
0
0
5
）

平
成
18（
2
0
0
6
）

平
成
19（
2
0
0
7
）

平
成
20（
2
0
0
8
）

４ 

大
学
院
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
）
博
士
課
程
設
置

４ 

全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置

４ 

大
学
史
編
纂
室
設
置

12 
廣
岡
正
久
、
理
事
長
に
就
任

２ 
株
式
会
社
「
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
企
画
」
設
立

４ 

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
（
英
米
語
学
専
攻
）
修
士
課
程
設
置

４ 

創
立
50
周
年
（
２
０
１
５
年
）
を
目
指
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

４ 

大
学
改
革
推
進
室
設
置

４ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
設
置

４ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
設
置

11 

創
立
40
周
年
記
念
式
典

10 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

10 

坂
井
東
洋
男
、
学
長
再
任

２ 

神
山
球
技
場
・
管
理
棟
完
成
（
竣
工
式
挙
行
）

３ 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
屋
内
野
球
練
習
場
お
よ
び
新
本
山
学
生
ホ
ー
ル
（
第
２
課

外
活
動
棟
）
完
成
（
竣
工
式
挙
行
）

４ 

大
学
院
経
済
学
研
究
科
（
通
信
教
育
課
程
）
修
士
課
程
設
置

４ 

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
開
校

４ 

本
年
度
よ
り
、
教
員
組
織
を
改
正
。
助
教
授
を
准
教
授
、
助
教
の
新
設
な
ど
。

（
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
成
立
に
伴
う
変
更
）

４ 

経
営
学
部
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
、
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学

科
増
設

10 

教
学
セ
ン
タ
ー
設
置
（
９
月
20
日
か
ら
実
質
的
な
業
務
開
始
）

４ 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
メ
デ
ィ
ア
学
科
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
学
科
設
置

４ 

外
国
語
学
部
に
国
際
関
係
学
科
増
設

２ 

「
京
都
議
定
書
」
発
効

４ 

J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故

３ 

北
海
道
夕
張
市
が
再
建
団
体
へ
移
行



153

学校法人京都産業大学略年表

平
成
21（
2
0
0
9
）

平
成
22（
2
0
1
0
）

平
成
23（
2
0
1
1
）

平
成
24（
2
0
1
2
）

平
成
25（
2
0
1
3
）

10 

坂
井
東
洋
男
、
学
長
３
選

10 

益
川
敏
英
理
学
部
教
授
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

２ 

廣
岡
正
久
、
理
事
長
再
任

４ 

法
学
部
に
法
政
策
学
科
増
設

４ 

「
F
工
房
」
開
設
（
文
部
科
学
省
採
択
「
平
成
20
年
度
新
た
な
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
推
進
す
る
た
め
）

６ 

益
川
敏
英
教
授
を
塾
頭
と
す
る
「
益
川
塾
」
設
立

９ 
14
号
館
・
第
５
研
究
室
棟
・
８
号
館
前
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
完
成

12 
神
山
天
文
台
完
成

３ 

15
号
館
完
成

４ 

総
合
生
命
科
学
部
生
命
シ
ス
テ
ム
学
科
・
生
命
資
源
環
境
学
科
・
動
物
生
命

医
科
学
科
設
置

４ 

神
山
天
文
台
設
置

４ 

教
育
エ
ク
セ
レ
ン
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
を
教
育
支
援
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
改

称
し
て
設
置

６ 

16
号
館
完
成

10 

藤
岡
一
郎
、
学
長
就
任

４ 

大
学
院
先
端
情
報
学
研
究
科
（
先
端
情
報
学
専
攻
）
修
士
課
程
設
置

４ 

柿
野
欽
吾
、
理
事
長
就
任

２ 

壬
生
校
地
（
む
す
び
わ
ざ
館
・
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
新
校
舎
）
完
成

４ 

む
す
び
わ
ざ
館
開
設

６ 

ミ
ツ
バ
チ
産
業
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

11 

創
立
50
周
年
記
念
事
業
「
む
す
び
わ
ざ
D
N
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
宣
言

式
典
開
催
。
創
立
50
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、ス
ロ
ー
ガ
ン「K

eep Innovating.

」

発
表
、
ト
ラ
イ
ア
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
開
始

２ 

N
P
O
法
人
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
」
設
立

３ 

第
２
実
験
室
棟
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び
渡
り
廊
下
、
中
央
図
書
館
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
10
号
館
か
ら
12
号
館
へ
の
連
絡
通
路
完
成
（
竣
工
式
挙
行
）

９ 

米
証
券
大
手
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
経

営
破
綻

９ 

政
権
交
代
（
民
主
・
社
民
・
国
民
新
3
党
の

連
立
内
閣
発
足
）

12 

核
持
ち
込
み
沖
縄
返
還
密
約
文
書
の
保
管
が

判
明

３ 

東
日
本
大
震
災

５ 

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

10 

山
中
伸
弥
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を

受
賞
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和
暦（
西
暦
）年

月

月

京
都
産
業
大
学
関
連

主
要
な
社
会
の
で
き
ご
と

平
成
25（
2
0
1
3
）

平
成
26（
2
0
1
4
）

平
成
27（
2
0
1
5
）

４ 

大
学
院
法
学
研
究
科
（
法
政
策
学
専
攻
）
修
士
課
程
設
置

４ 

大
学
院
先
端
情
報
学
研
究
科
（
先
端
情
報
学
専
攻
）
博
士
課
程
設
置

４ 

植
物
ゲ
ノ
ム
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

４ 
社
会
安
全
・
警
察
学
研
究
所
設
置

４ 
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
設
置

７ 

学
内
周
回
道
路
完
成
（
並
楽
館
横
～
菖
蒲
池
周
辺
）

９ 

万
有
館
、
雄
飛
館
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
三
叉
路
～
万
有
館
西
側
）
完
成

２ 

学
祖
荒
木
俊
馬
記
念
碑
建
立
。
記
念
碑
除
幕
式
、
講
演
会
開
催
（
熊
本
県
山

鹿
市
）

４ 

外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
・
ド
イ
ツ
語
学
科
・
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
・
中
国
語

学
科
・
言
語
学
科
・
国
際
関
係
学
科
を
、
英
語
学
科
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
学

科
・
ア
ジ
ア
言
語
学
科
・
国
際
関
係
学
科
に
改
編

４ 

大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
（
生
命
科
学
専
攻
）
修
士
課
程
設
置

８ 

新
「
神
山
寮
」
完
成
（
竣
工
式
挙
行
）

10 

大
城
光
正
、
学
長
に
就
任

４ 

文
化
学
部
に
京
都
文
化
学
科
増
設

４ 

大
学
院
法
学
研
究
科
（
法
政
策
学
専
攻
）
博
士
課
程
設
置

11 

創
立
50
周
年
記
念
式
典

９ 

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
東

京
に
決
定

４ 

消
費
税
が
８
％
と
な
る
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あ
と
が
き

　
本
学
が
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
創
立
五
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
歩
み
を
振
り
返
る
た
め
に
、『
学
校
法
人

京
都
産
業
大
学
五
十
年
史
』
の
刊
行
を
目
指
し
、
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
史
編
集
委
員
会
が
発
足
し
た
の
は
、
平
成
二
十

年
（
二
〇
〇
八
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
、周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、創
立
四
周
年
記
念
の
『
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
』、

同
十
周
年
記
念
の
『
京
都
産
業
大
学
開
学
十
周
年
記
念
』、
同
二
十
周
年
記
念
の
『
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』、
同
三
十
周
年
記
念
の
『
京

都
産
業
大
学
三
〇
年
の
歩
み
』、
そ
し
て
四
十
周
年
を
記
念
し
た
『
京
都
産
業
大
学
四
〇
年
史
』
を
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
年
史
は
い
ず
れ
も
関
係
者
に
よ
る
寄
稿
文
や
主
要
な
出
来
事
を
写
真
で
た
ど
る
、い
わ
ば
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
の
記
念
誌
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、五
十
年
史
編
集
委
員
会
で
は「
史
実
に
忠
実
に
、客
観
的
・
科
学
的
に
分
析
し
叙
述
す
る
」こ
と
、「
人
物
に
つ
い
て
は
、

歴
史
を
記
す
上
で
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
客
観
的
に
記
述
し
、
顕
彰
的
な
姿
勢
を
と
ら
な
い
」
こ
と
を
基
本
方
針
に
据
え
、

『
通
史
編
』『
部
局
史
編
』『
資
料
編
』
の
三
巻
構
成
を
構
想
し
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
中
の
刊
行
目
標
を
掲
げ
て
編
纂
が

進
め
ら
れ
た
。
本
学
で
初
め
て
と
な
る
、
本
格
的
な
学
術
レ
ベ
ル
で
の
年
史
編
纂
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
開
始
さ
れ
た
。
同
委
員
会

に
お
い
て
は
、
ま
ず
本
学
の
五
〇
年
に
わ
た
る
過
程
を
、
歴
史
と
し
て
い
か
に
時
期
区
分
す
べ
き
か
が
問
わ
れ
、
そ
れ
と
併
せ
て
時

期
区
分
ご
と
の
執
筆
項
目
を
策
定
す
る
検
討
に
入
っ
た
。
検
討
の
結
果
、
五
〇
年
間
を
前
史
・
創
設
期
・
充
実
期
・
改
革
期
・
展
開

期
の
五
つ
の
時
期
区
分
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
先
の
基
本
方
針
に
加
え
、
五
十
年
史
は
「
本
学
が
、
建
学
の
精
神
の
も
と
に
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
を
客
観
的
に
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
大
学
史
研
究
の
参
考
資
料
と
し
て
役
立
つ
も
の
に
す
る
」
と

の
大
き
な
目
的
を
掲
げ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
通
史
編
を
縦
糸
に
部
局
史
編
を
横
糸
に
、
こ
れ
ら
を
裏
づ
け
る
史
資
料
を
示
す
資
料
編
を
編
む
こ
と
で
、
本
学
の
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五
〇
年
の
展
開
を
通
覧
で
き
る
よ
う
に
、
五
十
年
史
は
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
の
本
学
創
立

五
十
周
年
に
あ
た
っ
て
は
、五
十
年
史
通
史
編
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
と
な
る『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』を
刊
行
し
、

そ
れ
ま
で
の
編
集
委
員
会
で
の
蓄
積
の
一
端
を
成
果
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
部
局
史
編
に
つ
い
て
も
各
部
局
へ

基
礎
年
表
の
作
成
と
執
筆
を
依
頼
し
た
が
、
折
か
ら
の
大
学
を
め
ぐ
る
変
革
の
急
激
な
流
れ
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
問
題
な
ど
、
環
境
変
化
の
大
き
な
波
に
さ
ら
さ
れ
、
通
史
編
と
並
行
し
な
が
ら
部
局
史
編
と
資
料
編
を
同
時
に
編
纂
す
る
困

難
さ
に
直
面
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
当
初
目
標
の
変
更
を
行
い
、
通
史
編
で
策
定
さ
れ
た
五
つ
の
時
期
区
分
を
、
各
一
巻
の
独
立

し
た
書
物
と
し
て
逐
次
刊
行
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
今
後
は
、『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十

年
の
歴
史
』
第
一
巻
と
し
て
前
史
編
、
第
二
巻
と
し
て
創
設
期
編
、
第
三
巻
と
し
て
充
実
期
編
、
第
四
巻
と
し
て
改
革
期
編
、
第
五

巻
と
し
て
展
開
期
編
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
日
本
の
大
学
に
お
い
て
五
〇
年
の
歴
史
と
は
、
必
ず
し
も
長
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
五
〇
年
と
い
う
時
間
は
、
一
大
学

を
め
ぐ
る
人
的
・
組
織
的
な
変
化
と
い
う
ミ
ク
ロ
の
視
点
で
み
れ
ば
、
実
は
多
く
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
た
め
に
、
史
資
料
の
散

逸
、
関
係
者
の
物
故
や
記
憶
の
喪
失
な
ど
に
直
面
し
、
過
去
を
振
り
返
る
の
に
困
難
が
伴
い
始
め
る
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
な
時
期

に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
』
を
刊
行
す
る
意
義
は
大
き
い
。

　
本
学
構
成
員
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
本
学
の
成
立
・
展
開
の
過
程
を
た
ど
り
、
そ
の
歴
史
を
繙
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
が
い
か
な

る
大
学
で
あ
る
か
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
進
む
べ
き
方
向
を
展
望
す
る
こ
と
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。
基
本
方
針
に

据
え
ら
れ
た
諸
点
を
遵
守
す
れ
ば
、
単
に
本
学
の
輝
か
し
い
発
展
の
歴
史
の
み
が
浮
か
び
あ
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
き
に
負
の
側

面
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、
そ
れ
が
い
か
に
乗
り
越
え
ら
れ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
現
在
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
ゆ
く
の
か
が
問
わ

れ
も
す
る
だ
ろ
う
。
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社
会
や
地
域
へ
の
貢
献
と
連
携
、
あ
る
い
は
情
報
公
開
も
、
近
年
、
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
責
務
と
な
り
つ
つ
あ
る
。『
学
校
法

人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
』
を
刊
行
す
る
意
義
は
、
こ
の
点
に
も
大
き
く
か
か
わ
る
。
社
会
や
地
域
の
な
か
で
、
そ
の
一
員

と
し
て
本
学
は
教
育
研
究
の
蓄
積
を
通
じ
、
こ
れ
ら
を
い
か
に
社
会
へ
還
元
し
て
き
た
の
か
、
社
会
貢
献
や
地
域
連
携
の
あ
り
方
は

い
か
に
模
索
さ
れ
て
き
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
本
書
で
た
ど
る
五
〇
年
の
歴
史
の
な
か
に
も
多
分
に
含
み
こ
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
に
引
き
継
が
れ
残
さ
れ
た
私
文
書
お
よ
び
公
文
書
な
ど
の
史
資
料
は
、
情
報
公
開
と
い
う
負
託

に
応
え
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
史
資
料
に
裏
づ
け
ら
れ
た
『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
』
の
編
纂
・
刊
行

を
機
に
、
ま
す
ま
す
こ
れ
ら
へ
の
学
内
外
の
関
係
者
の
意
識
の
高
ま
り
、
さ
ら
に
は
将
来
を
見
据
え
た
保
存
・
公
開
の
機
運
の
高
ま

り
が
見
込
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
術
的
な
年
史
編
纂
を
目
指
し
た
、
こ
の
『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
の
歴
史
』

の
刊
行
が
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
全
国
の
大
学
史
研
究
の
一
助
に
も
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
、『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
史
』
の
構
想
に
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
折
を
経
て
『
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学

五
十
年
の
歴
史
』
の
刊
行
に
至
る
過
程
で
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
た
ま
わ
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
五
十
年
史
編
集
委
員
会 

委
員
長
　
松
本 

和
明
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執
筆
・
編
集
等
関
係
者

執
筆
者

　
柴
　
孝
夫
（
担
当
：
第
一
章
第
一
節
～
第
四
章
第
三
節
）

校
閲
者

　
大
学
史
編
纂
事
務
室
（
天
笠
洋
一
、
奥
田
裕
樹
、
髙
田
祐
介
、
眞
杉
侑
里
、
山
本
茂
）

五
十
年
史
編
集
委
員
会
（
二
〇
〇
八
年
十
月
設
置
）

　
委
員
長

　
　
河
野
勝
彦
　
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
一
〇
年
九
月
　
　
　
松
本
和
明
　
　
二
〇
二
二
年
六
月
～

　
　
柴
　
孝
夫
　
　
二
〇
一
〇
年
十
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月

　
副
委
員
長

　
　
柴
　
孝
夫
　
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
一
〇
年
九
月
　
　
　
小
林
　
満
　
　
二
〇
二
二
年
六
月
～

　
　
若
松
正
志
　
　
二
〇
一
〇
年
十
月
～
二
〇
二
二
年
五
月

　
委
員

　
　
河
野
勝
彦
　
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
　
　
　
柴
　
孝
夫
　
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月

　
　
藤
本
芳
夫
　
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
一
八
年
二
月
　
　
　
佐
々
木
利
廣
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
二
二
年
三
月

　
　
西
田
義
則
　
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
一
九
年
三
月
　
　
　
黒
坂
　
光
　
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
二
二
年
五
月
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若
松
正
志
　
　
二
〇
〇
八
年
十
月
～
二
〇
二
二
年
五
月
　
　
　
吉
田
裕
之
　
　
二
〇
二
〇
年
十
月
～

　
　
福
井
和
彦
　
　
二
〇
一
四
年
十
月
～
二
〇
一
七
年
三
月
　
　
　
小
林
　
満
　
　
二
〇
二
二
年
六
月
～

　
　
岩
本
誠
吾
　
　
二
〇
一
八
年
十
月
～
二
〇
二
〇
年
九
月
　
　
　
髙
田
祐
介
　
　
二
〇
二
二
年
六
月
～

　
　
矢
野
　
博
　
　
二
〇
一
九
年
四
月
～
二
〇
二
一
年
三
月
　
　
　
松
本
和
明
　
　
二
〇
二
二
年
六
月
～

　
　
笹
部
昌
利
　
　
二
〇
一
九
年
四
月
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
𠮷
門
敬
二
　
　
二
〇
二
二
年
六
月
～

大
学
史
編
纂
室
（
事
務
局
か
ら
附
置
機
関
に
組
織
改
編
（
二
〇
〇
五
年
四
月
）
以
降
）

　
室
長

　
　
河
野
勝
彦
　
　
二
〇
〇
五
年
四
月
～
二
〇
一
〇
年
九
月
　
　
　
黒
坂
　
光
　
　
二
〇
一
七
年
四
月
～
二
〇
一
八
年
九
月

　
　
柴
　
孝
夫
　
　
二
〇
一
〇
年
十
月
～
二
〇
一
四
年
九
月
　
　
　
岩
本
誠
吾
　
　
二
〇
一
八
年
十
月
～
二
〇
二
〇
年
九
月

　
　
福
井
和
彦
　
　
二
〇
一
四
年
十
月
～
二
〇
一
七
年
三
月
　
　
　
吉
田
裕
之
　
　
二
〇
二
〇
年
十
月
～

大
学
史
編
纂
事
務
室
（
五
十
年
史
編
集
委
員
会
設
置
（
二
〇
〇
八
年
十
月
）
以
降
＊
）

　
　
永
田
　
孝
　
　
二
〇
〇
四
年
四
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月
　
　
　
𠮷
門
敬
二
　
　
二
〇
〇
八
年
四
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月

　
　
阪
野
博
美
　
　
二
〇
〇
六
年
四
月
～
二
〇
〇
八
年
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
七
年
四
月
～
二
〇
二
一
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
八
月
～
二
〇
一
三
年
三
月
　
　
　
中
川
恵
美
子
　
二
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
一
二
年
三
月

　
　
白
本
正
二
　
　
二
〇
〇
六
年
四
月
～
二
〇
一
三
年
三
月
　
　
　
細
田
一
幸
　
　
二
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
一
三
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
三
年
五
月
～
二
〇
一
四
年
三
月
　
　
　
上
代
礼
子
　
　
二
〇
〇
九
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
六
月
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髙
田
祐
介
　
　
二
〇
〇
九
年
四
月
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
井
純
子
　
　
二
〇
一
五
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
二
月

　
　
小
島
和
男
　
　
二
〇
〇
九
年
十
月
～
二
〇
一
二
年
三
月
　
　
　
松
尾
光
敏
　
　
二
〇
一
五
年
四
月
～
二
〇
一
七
年
三
月

　
　
片
山
菊
枝
　
　
二
〇
一
二
年
四
月
～
二
〇
一
四
年
三
月
　
　
　
工
藤
克
洋
　
　
二
〇
一
六
年
四
月
～
二
〇
一
八
年
九
月

　
　
柴
田
ミ
ユ
キ
　
二
〇
一
二
年
四
月
～
二
〇
一
五
年
三
月
　
　
　
上
野
平
真
希
　
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月

　
　
山
本
　
茂
　
　
二
〇
一
二
年
四
月
～
二
〇
二
三
年
三
月
　
　
　
眞
杉
侑
里
　
　
二
〇
一
九
年
二
月
～

　
　
松
本
光
眞
　
　
二
〇
一
三
年
四
月
～
二
〇
一
五
年
三
月
　
　
　
杉
原
隆
史
　
　
二
〇
二
一
年
四
月
～
二
〇
二
二
年
三
月

　
　
小
野
純
三
　
　
二
〇
一
三
年
五
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
　
　
　
開
原
　
潮
　
　
二
〇
二
二
年
四
月
～

　
　
奥
田
裕
樹
　
　
二
〇
一
三
年
九
月
～
二
〇
一
八
年
三
月
　
　
　
天
笠
洋
一
　
　
二
〇
二
二
年
四
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
八
年
十
月
～
二
〇
二
三
年
三
月

＊
在
籍
期
間
の
起
点
が
二
〇
〇
八
年
十
月
以
前
の
者
は
、
五
十
年
史
編
集
委
員
会
設
置
以
前
の
在
籍
者
で
あ
っ
て
、
同
委
員
会
設
置

準
備
お
よ
び
そ
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
者
と
な
る
。

※
協
力
者

浅
野
咲
、
飯
田
健
介
、
猪
原
透
、
浦
井
聡
、
大
橋
薫
、
大
邑
潤
三
、
岡
田
真
帆
、
岡
田
和
一
郎
、
金
子
修
斗
、
鎌
田
香
織
、
木
村

大
輔
、
楠
田
竜
平
、
桑
原
優
子
、
凩
隆
斗
、
小
林
馨
、
駒
井
匠
、
齊
藤
純
一
、
坂
堅
太
、
佐
藤
晃
平
、
佐
藤
太
久
磨
、
篠
田
孝
一
、

杉
山
純
平
、
鈴
木
亜
香
音
、
髙
本
明
日
香
、
谷
口
潤
、
中
村
凌
太
郎
、
西
薗
有
加
利
、
西
山
史
朗
、
野
瀬
芳
也
、
久
岡
道
武
、
開

信
介
、
藤
田
裕
介
、
藤
原
樹
、
牧
野
千
里
、
丸
川
優
希
、
丸
山
彩
、
湊
悠
介
、
森
近
天
音
、
安
裕
太
郎
、
吉
岡
直
人
、
米
澤
百
代
、

米
田
豪
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